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長
寿
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
医
学
が
ど
ん

ど
ん
発
達
し
て
難
病
も
治
療
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
一
方
、
収
入
の
な
い
人（
税
金
を
払
わ

な
い
人
）が
増
え
て
国
家
の
経
営
が
大
変
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
も
生
じ
、

手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
状
況
で
す
。
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
男
81
歳
、
女
87
歳
と
い
う
時

代
な
の
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
定
年
を
迎
え

た
あ
と
、
ま
だ
20
年
以
上
人
生
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
60
歳

は
最
初
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、
第
2

の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
第
2
の
人
生
を
如
何
に
生
き
る
か
に
よ
っ

て
、
人
生
の
最
終
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
笑
っ
て

切
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
50
を
過
ぎ
た
ら
、
土
日
を

利
用
し
て
、
自
分
の
希
望
す
る
定
年
後
の
人

生
の
た
め
に
準
備
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
再
就
職
を
す
る
人
は
ど
う
い
う
方
面
の

会
社
に
行
く
か
、
起
業
す
る
人
は
ど
う
い
う

方
面
の
勉
強
を
す
べ
き
か
、ど
う
い
う
ス
タ
ッ

フ
を
集
め
る
か
、
資
金
面
は
ど
う
す
る
か
等

を
早
い
内
か
ら
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
蕎
麦
店
を
開
く
な
ら
、
休
み
を
利
用
し

て
全
国
の
蕎
麦
の
名
店
を
食
べ
歩
く
と
か
、

カ
フ
ェ
を
開
き
た
い
な
ら
珈
琲
豆
の
研
究
、

ジ
ャ
ズ
喫
茶
を
開
き
た
い
な
ら
、
岩
手
県
一

関
市
や
東
京
吉
祥
寺
な
ど
に
あ
る
ジ
ャ
ズ
喫

茶
に
行
っ
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
充

実
し
た
人
生
で
締
め
く
く
り
た
い
な
ら
50
を

過
ぎ
た
ら
将
来
に
備
え
て
勉
強
を
す
べ
き
で

す
ね
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
晩
年
を
国

家
に
頼
る
の
で
は
な
く
て
、
自
立
し
て
自
分

の
力
で
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
年
を
と
っ
た
ら
、 

”
世
間
の
お
荷
物 

“
に
な
る
の
で
は
な
く
、

誰
か
の
、
あ
る
い
は
何
か
の
役
に
立
つ
存
在

で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
る
べ
き
で
す
。
こ
う

い
う
考
え
方
が
出
来
る
の
は
、
地
球
上
の
全

生
物
の
中
で
人
間
だ
け
で
す
か
ら
、
人
間
ら

し
く
生
き
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
間
ら
し
く
生
き
る

H I R O K A N E  K E N S H I

漫画家

弘兼憲史　



3│ Info-Future®  No.56 November 2017

初心者でも失敗しないAIの業務効率化プロジェクトとは
 56NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット シニアコンサルタント　徐 賀奈

高齢化社会に対するビジネスイノベーション
 62NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　武藤 悟

競争優位を実現するデジタル組織体制のあり方
 66NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　武井 一馬

多くのプロジェクトを成功に導いてきた大規模システム開発のPMO支援 71NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット アソシエイトパートナー　和泉 靖史

プロジェクト成功のためのコミュニケーション
 75NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　鈴木 貴士

情報システム部門を真に支えるPMOのあり方
 79NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　中嶋 和孝

勝ち続ける組織の設計技法　〜デジタル化の荒波で沈む組織、飛躍する組織〜 36NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット アソシエイトパートナー　野中 淳

実践！ 新規事業スタートアップ　〜大企業における事業開発が陥りがちな罠とその乗り越え方〜 16NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット シニアマネージャー　白橋 賢太朗

変革期を迎えたｅコマース進展の軌跡と今後の展望　〜躍進するアマゾンの驚異と脅威〜 04NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット長 パートナー　加藤 賢哉

企業のデジタル化推進の正しい航路
 46NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　渡邉 枝未

ロボティクス技術（AI・RPA）を活用した次世代型企業経営のあり方 50NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット シニアマネージャー　武藤 健

業種の垣根を越えたデータ連携基盤の実現　〜中小企業の第四次産業改革を目指して〜 22NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット マネージャー　山本 純也

デジタルトランスフォーメーションの羅針盤
 26NTTデータ経営研究所 法人戦略コンサルティング部門 事業戦略コンサルティングユニット シニアマネージャー　小林 洋介

特集

事業変革と経営改革の新潮流　
～来るべきデジタル時代の海図と航路～

特 集レポート

人間らしく生きる     漫画家　弘兼 憲史  02
コ ラ ム



NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
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大手システムインテグレータを経
て、1994年NTTデータ経営研究
所入社。主に生産財、サービス
財の事業戦略、製品市場戦略、
顧客戦略の立案などマーケティン
グ・マネジメント分野のコンサルティ
ングに携わる。ECビジネス事業化
や流通業における次世代ソリュー
ションの戦略策定、ワイヤレスソ
リューションを用いた新規事業開発
などに取り組む。また、グループ経
営改革や管理会計などの経営管
理分野でも実績をもつ。
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01

1	
変
革
期
を
迎
え
た
ｅ
コ
マ
ー
ス

●
国
内
消
費
財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
は

「
競
争
」か
ら「
争
奪
」へ

国
内
市
場
が
縮
小
す
る
な
か
、
消
費

財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
、「
競
争
」か
ら
限
ら
れ

た
パ
イ
を
奪
い
あ
う「
争
奪
」の
様
相
を

呈
し
て
き
て
い
る
。

日
本
の
総
人
口
は
平
成
17
年

（
2
0
0
5
年
）に
戦
後
初
め
て
前
年
を

下
回
っ
た
後
、平
成
20
年（
2
0
0
8
年
）

に
ピ
ー
ク
と
な
り
、平
成
23
年（
2
0
1
1

年
）以
降
平
成
28
年（
2
0
1
6
年
）ま

で
6
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

人
口
減
少
は
こ
の
ま
ま
進
み
、
26
年

後
の
2
0
5
3
年
に
は
1
億
人
を
割
り

込
み
、
こ
れ
か
ら
の
36
年
間
で
総
人
口

は
約
20
％
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
も
進
み
、

2
0
4
0
年
に
は
65
歳
以
上
が
35
％
以

上
を
占
め
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

の
割
合
は
20
％
に
達
す
る
な
ど
高
齢
化

社
会
の
デ
ィ
ー
プ
化
が
進
行
す
る
一

方
、
15
歳
未
満
は
11
％
を
割
り
込
む
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

国
内
市
場
の
縮
小
を
受
け
、2
0
1
7

年
1
ー
3
月
期
の
国
内
家
計
最
終
消
費

支
出
総
額
も
2
9
4
・
3
兆
円（
内
閣

府「
国
民
経
済
計
算
」）と
伸
び
悩
む
な

ど
、
国
内
市
場
の
傾
向
を
マ
ク
ロ
的
に

見
る
限
り
、
消
費
財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
の

未
来
は
決
し
て
明
る
い
も
の
と
は
い
え

な
い
。

こ
れ
を
消
費
財
市
場
の
大
半
を
占
め

る「
食
料
品
・
飲
料
カ
テ
ゴ
リ
ー
」の
視

点
で
み
れ
ば
、
人
口
減
少
と
い
う 

”
胃

袋
の
数
の
減
少 

“
に
加
え
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る 

”
胃
袋
の
容
積
の
縮
小 

“
と

い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
る
形
に
な

る
。ま

た
、
実
店
舗
を
構
え
る
小
売
業
者

に
代
表
さ
れ
る
既
存
の
消
費
財
流
通
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
、
従
来
の

チ
ェ
ー
ン
間
や
エ
リ
ア
で
の
店
舗
間
と

い
う 

”
リ
ア
ル
の
競
争 

“
に
加
え
、
ネ
ッ

変
革
期
を
迎
え
たｅ
コマ
ー
ス
進
展
の

軌
跡
と
今
後
の
展
望

～
躍
進
す
る
ア
マ
ゾ
ン
の
驚
異
と
脅
威
～
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※1 日本経済新聞　2017年6月28日朝刊

ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
台
頭
に
よ
る 

”
ネ
ッ
ト

と
の
競
争 

“
も
加
わ
り
、
こ
れ
が「
争

奪
」に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

●
B
to
C
ー
E
C
市
場
は
堅
調
な
伸
び

〈
国
内
〉

国
内
消
費
市
場
全
体
が
伸
び
悩
む
一

方
で
、B
to
C
ー
E
C（
以
下
、ｅ
コ
マ
ー

ス
）市
場
は
堅
調
な
伸
び
を
示
し
て
い

る
。
経
済
産
業
省
の「
電
子
商
取
引
に
関

す
る
市
場
調
査
」に
よ
る
と
、
国
内
の

2
0
1
6
年
ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
規
模
は
、

15
兆
1
3
5
8
億
円（
前
年
比
9
・
9
％

増
）と
な
っ
た
。
そ
の
中
の
物
販
分
野
を

み
て
も
、
伸
び
率
は
10
・
6
％
と
前
年

に
比
べ
て
倍
増
し
、
8
兆
43
億
円
規
模

に
ま
で
成
長
し
て
お
り
、
E
C
化
率
は

5
・
43
％
（
対
前
年
比
0
・
68
ポ
イ
ン

ト
増
）と
な
っ
て
い
る（
図 

1
）。
今
後
も

市
場
は
確
実
に
伸
び
る
と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
0
年
の
市
場
規
模
は
約
20
兆
円

に
ま
で
拡
大
す
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
。

主
要
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
動
向
を
み
て

も
、
2
0
1
6
年
度
に

お
い
て
大
手
小
売
の

半
数
が
減
収
で
あ
る
な

か
、A

m
a
zo

n
.c

o
.jp

（
以
下
、
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ

パ
ン
）
の
売
上
げ
が

1
兆
1
7
4
7
億
円（
前
年

度
比
17
・
5
％
増
）と
な

り
、
国
内
小
売
ラ
ン
キ

ン
グ
で
6
位
に
な
る
と

い
う
記
事
が
日
本
経
済

新
聞
の
一
面
を
飾
っ
た※

１

。

ま
た
、
双
璧
で
あ
る
楽

天
も
国
内
流
通
総
額
は
、

16
／
12
期
で
3
兆
円
を
突

破
し（
前
年
比
12
％
増
）、

Y
ahoo

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
そ
れ
も

1
兆
5
0
0
0
億
円
に
達
す
る
な
ど
、

主
要
プ
レ
イ
ヤ
ー
3
社
は
流
通
総
額

ベ
ー
ス
で
国
内
の
小
売
り
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
縮
小
す
る
市
場
の
な
か
で
の
競
争

激
化
は
、
他
の
パ
イ
の
奪
い
合
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
〉

ｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
の
拡
大
は
日
本
国

内
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
む
し
ろ
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
日
本
よ
り

も
E
C
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
世
界

平
均
で
は
2
0
1
7
年
中
に
E
C
化
率

が
10
％
を
突
破
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。（
図
2
）

主
要
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
、
や
は

りA
m
azon.com

（
以
下
、
米
国
ア

マ
ゾ
ン
）の
飛
躍
的
な
成
長
に
陰
り
は

み
え
ず
、
2
0
1
0
年
以
降
30
％
を
超

え
る
年
平
均
成
長
率
を
達
成
し
続
け
て

い
る（
図
3
）。
国
内
で
も
ア
マ
ゾ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
勢
い
が
注
目
さ
れ
る
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
み
れ
ば
そ
れ
を
凌
駕
す

る
指
数
的
な
勢
い
で
急
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
今
や
世
界
の
消
費
財

流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
の
共
通
の

図1｜ BtoC ECの市場規模およびEC化率の経年推移

出所｜ 経済産業省「平成28年度我が国におけるデータ駆動的社会にかかる基盤整備（電子商取引に
 関する市場調査）」を基にNTTデータ経営研究所が作成。尚、2012年以前は、調査手法が
 変わったためこの調査での物販系分野EC市場規模のデータは入手できない。

図2｜ 世界におけるEC販売額と小売販売額全体に対するEC化率（2015-2020年）

出所｜ eMarketer「Worldwide Retail Ecommerce Sales Will Reach $1.915 Trillion This Year」
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図3｜ Amazon.comの売上推移

出所｜ 米国証券取引委員会への提出資料・
 ダイヤモンドチェーンストア（2016/4/1）を
 基に、Principal Global Indicatorsの為替
 レートを参照しNTTデータ経営研究所が作成
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2	

ｅ
コ
マ
ー
ス
進
展
の
歴
史
は

”
顧
客
直
結 

“
競
争
の
軌
跡

2
・
1	

消
費
行
動
に
大
き
な
変
革
を
も

た
ら
し
た
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
出
現

●「
進
化
」と「
深
化
」の
融
合
と
連
鎖

消
費
者
は
、
生
活
に
お
い
て
発
生
す

る
様
々
な
需
要
を
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
購
入
に
よ
っ
て
充
た
し
て
い
る
が
、

ｅ
コ
マ
ー
ス
の
出
現
以
前
は
、
通
信
販

売
や
訪
問
販
売
を
除
け
ば
そ
の
役
割
の

ほ
と
ん
ど
を
店
舗（
店
頭
）が
担
っ
て
き

た
。し

か
し
、
90
年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
急
速
な
普
及
に
伴
う
高
度
情
報
化

社
会
の
到
来
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
空
間
を

活
用
し
た
新
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

開
発
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
よ
っ
て
消
費
行
動
に
大
き
な
変
革

が
も
た
ら
さ
れ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
に
代
表
さ
れ
る

（
当
時
の
）新
興
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
I
T

を
中
心
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展

を
う
ま
く
取
り
込
む
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
矢
継
ぎ
早
に
開
発
し
、
生
み
出

さ
れ
る
顧
客
体
験
が
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

脅
威
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
競
争
ス
テ
ー
ジ
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

市
場
規
模（
量
的
側
面
）で
は
拡
大
の

一
途
を
た
ど
る
ｅ
コ
マ
ー
ス
も
、
現
在

に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
変
遷
を
た

ど
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
従
来
と
は

競
争
の
ス
テ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
変
革
期
を
迎
え

た
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
あ
る
意
味
行
き
着
く
と
こ
ろ

ま
で
高
度
化
し
た
と
も
い
え
、
今
後
は

従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
い
競
争
に
突

入
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
前
半
の「
ｅ
コ
マ
ー
ス

進
展
の
歴
史
は 

”
顧
客
直
結 
“
競
争
の

軌
跡
」で
ｅ
コ
マ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
に

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
高
度
化
し
て
き
て

現
在
に
至
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
、
後

半
の「 

”
生
活
密
着 

“
競
争
ス
テ
ー
ジ

の
鍵
を
握
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」で
、

そ
れ
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
際
の
競
争
ス
テ
ー
ジ
と

成
功
要
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
心
理
変
容
や
行
動
変
容
）を
う
ま
く
取

り
込
む
形
で
支
持
を
集
め
、
そ
れ
に
呼

応
す
る
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
更
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
好

循
環
を
生
ん
で
き
た
。

消
費
行
動
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

し
た
も
の
の
、
リ
ア
ル
で
の
接
点
を
も

た
な
い
ｅ
コ
マ
ー
ス
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
は
、 

”
い
か
に
消
費
者
の
需
要
や

要
求
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
く（
リ
ー

チ
す
る
）か 

“、
す
な
わ
ち「
顧
客
直
結
」

で
あ
り
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
高
度
化
の
歴
史
は
、「
顧
客
直
結
」

競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
軌
跡
で

あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
競
争
は
、「
充
た
す
需
要
の
対
象

の
広
が
り
」と
い
う 

”
進
化 

“
と
、

「
要
求
の
充
た
し
方
の
レ
ベ
ル
」と
い

う 

”
深
化 

“
の
二
軸
で
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
前
者
は
主
にD

em
and 

C
hain

サ
イ
ド
の
高
度
化
で
あ
り
、
後

者
は
主
にS

upply C
hain

サ
イ
ド
の

高
度
化
で
あ
る（
図
4
）。

あ
る
需
要
を
充
た
す
形
で
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
進
化
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
要
求
を
高
度
な
レ
ベ
ル
で
充
た
す

よ
う
に
深
化
さ
せ
な
が
ら
、
並
行
し
て

次
の
需
要
へ
・
・
・
と
、
深
化
と
進
化



出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

図4｜ ｅコマース高度化（＝「顧客直結」競争）の軌跡

「顧客直結」競争 

進化（＝充たす需要の対象の広がり）  
[Demand Chainの高度化] 

深
化

 

[Supply Chain

の
高
度
化]  

・買い回り品の単品買い需要 

・趣味性の高い需要 
・最後のフロンティア

である食品（生鮮品含む） ・
時
間
の
自
由
度 

・
空
間
の
自
由
度 

（=

需
要
の
充
た
し
方
の
レ
ベ
ル
）
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で
便
利
な
条
件
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

購
入
す
る
ス
タ
イ
ル
が
出
現
し
た
の
も

こ
れ
ら
が
背
景
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
消
費
者
サ
イ
ド
も
リ
ア
ル
と
ネ
ッ

ト
を
都
合
の
い
い
よ
う
に
使
い
分
け
て

き
た
。

一
方
で
、ｅ
コ
マ
ー
ス
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

サ
イ
ド
も
、
品
揃
え
、
価
格
、
ス
ピ
ー

ド
に
お
い
て
リ
ア
ル
店
舗
よ
り
い
か
に

優
位
性
の
あ
る
顧
客
体
験
を
提
供
で
き

る
か
に
焦
点
を
あ
て
訴
求
し
て
き
た
。

ア
マ
ゾ
ン
は「
お
客
様
は
、
最
安
値
、

幅
広
い
品
ぞ
ろ
え
、
そ
し
て
素
早
く
商

品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
る
。
我
々
は
お
客
様
が
何
を
欲
し

が
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
い
か
に
届
け
る

か
を
考
え
て
い
る
」と
、
C
E
O
自
ら

顧
客
体
験
こ
そ
が
ア
マ
ゾ
ン
の
基
本
で

あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
初
期
の
こ
ろ
は
商
品
の
真
贋

へ
の
疑
心
暗
鬼
や
、
ネ
ッ
ト
で
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
へ
の
抵
抗
な
ど
も

あ
り
、
消
費
者
に
対
す
る
安
心
・
安
全

を
担
保
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た

が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ド
の
努
力
や
消

費
者
サ
イ
ド
の
慣
れ
も
相
ま
っ
て
、
現

在
で
は
懸
念
に
つ
い
て
払
し
ょ
く
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

の
融
合
と
連
鎖
に
よ
っ
て
顧
客
へ
よ
り

直
結
し
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
。

現
状
の
E
C
化
率
は
、
現
時
点
で
ｅ

コ
マ
ー
ス
が
充
足
し
て
い
る
需
要
の
範

囲
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
言
い

換
え
れ
ば
今
後
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
は 

”
進
化 

“
と 

”
深
化 

“
の
カ
バ
レ
ッ
ジ

に
よ
る
と
も
い
え
る
。

2
・
2	

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の「
進
化
」　

～
充
た
す
需
要
の
対
象
の
広
が

り
～

●	

第
一ス
テ
ー
ジ
：
買
い
回
り
品
の
単
品

買
い
需
要

ｅ
コ
マ
ー
ス
が
最
初
に
充
た
し
た
需

要
は
、
い
わ
ゆ
る「
買
回
り
品
」の
単
品

買
い
需
要
で
あ
る
。
欲
し
い
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
特
定
で
き
る
、
ま
た
は
商

品
群
や
サ
ー
ビ
ス
群
が
明
確
な
財
を
カ

バ
ー
し
て
き
た
。

こ
の
場
合
、
消
費
者
サ
イ
ド
と
し
て

は
、
い
か
に
有
利
で
便
利
に
購
入
す
る

か
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る「
シ
ョ
ー
ル
ー
ミ
ン
グ
」に

よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
情
報
収
集

を
し
、
リ
ア
ル
店
舗
で
手
に
取
り
な
が

ら
購
買
対
象
を
絞
り
込
み
、
最
も
有
利

ま
た
、
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ
て

情
報
提
供
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
様
々
な

情
報
が
氾
濫
し
た
。
消
費
者
は
信
頼
性

の
担
保
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

口
コ
ミ
が
消
費
者
の
選
択
や
行
動
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
り
、

こ
の
消
費
者
起
点
の
情
報
発
信
の
定
着

が
次
の
進
化
に
結
び
付
い
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

●
第
二
ス
テ
ー
ジ
：
趣
味
性
の
高
い
需
要

次
に
ｅ
コ
マ
ー
ス
が
充
た
し
た
需
要

は
、「
趣
味
性
の
高
い
」需
要
で
あ
る
。

消
費
財
流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ド
の
課

題
も
、
喚
起
さ
れ
た
需
要
を
迅
速
に
捉

え
る
だ
け
で
な
く
、
需
要
そ
の
も
の
を

喚
起
す
る
と
こ
ろ
に
軸
足
が
移
っ
て
い

く
。
消
費
者
の
購
買
行
動
プ
ロ
セ
ス
で

い
え
ば
、
よ
り
上
流
に
し
み
だ
し
て
い

く
こ
と
で
あ
り
、
高
い
レ
ベ
ル
で
顧
客

に
直
結
す
る
こ
と
が
競
争
軸
に
な
る
。

こ
の
流
れ
の
背
景
に
は
、
1
9
9
0

年
代
後
半
に
登
場
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
と
2
0
0
0
年
代
初
期
に
登

場
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
情
報
武
装
化
が

急
速
に
進
み
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
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を
受
け
て
い
る
」と
さ
れ
、
も
は
や

S
N
S
は
、
当
初
の 

”
人
と
つ
な
が
る

交
流
ツ
ー
ル 

“
か
ら 

”
消
費
を
促
す
情

報
ツ
ー
ル 

“
に
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
。こ

れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
消
費
財
流

通
プ
レ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ド
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
も
高
度
化
し
て
き
た
。
一
方
的
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
の
訴
求
や
、

機
能
性
な
ど
の
説
明
で
は
な
く
、
消
費

者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

に
で
き
る
だ
け
自
然
な
形
で
溶
け
込
み

な
が
ら
需
要
を
喚
起
し
、
購
買
行
動
に

結
び
付
け
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が「
S
N
S

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」で
あ
り
、
大
き
く

「
消
費
財
流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
ス

タ
イ
ル
提
案
型
」と「
消
費
者
に
よ
る
ス

タ
イ
ル
提
案
型
」が
あ
る
。

前
者
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

で
は
な
く
、
ス
タ
イ
ル
や
シ
ー
ン
を
訴

求
す
る
中
で
、
消
費
者
の
行
動
や
心
理

を
変
化
さ
せ
購
買
に
結
び
付
け
る
手
法

で
あ
る
。
ま
ず
興
味
や
関
心
の
強
い
コ

ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
そ
れ
を
十
分
に

楽
し
ん
で
サ
イ
ト
を
回
遊
し
て
も
ら

い
、
そ
こ
か
ら
新
商
品
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
情
報
に
誘
導
し
て
い
く
流
れ
を
つ

く
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
距
離

が
縮
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
ネ
ッ
ト
に
親
し
ん
で
き
た

（
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
使
い
こ

な
し
て
き
た
）リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
世

代
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る「
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
」が
消
費
市
場
に
お
い
て
台
頭
し

て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
も
呼
ば
れ

る
こ
の
世
代
は
、
高
額
の
消
費
に
価
値

観
を
置
か
な
い（
コ
ス
パ
を
重
視
）、「
倹

約
は
美
徳
＝
賢
い
消
費
行
動
」と
の
価
値

観
が
根
付
い
て
お
り
、
消
費
財
流
通
プ

レ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
広
告
と
い
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
情
報
よ
り
も
、

S
N
S
な
ど
の
同
世
代
が
発
信
す
る
情

報
、
特
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、

さ
ら
に
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

よ
り
も
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
物
語（
ス
ト
ー

リ
ー
）に
反
応
し
、
消
費
者
同
士
が
刺
激

し
あ
い
、
そ
れ
へ
の
共
感
と
い
う
形
で

需
要
が
喚
起
さ
れ
、
そ
の
連
続
で
購
買

行
動
を
と
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

電
通
総
研
の
調
査※

２

に
よ
る
と
、「
約
4

人
に
3
人
が
S
N
S
の
シ
ェ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
購

買
行
動
や
体
験
消
費
に
つ
い
て
の
影
響

く
る
。

後
者
は
、
消
費
者
目
線
の
投
稿
写
真

や
動
画
が
他
の
消
費
者
を
ひ
き
つ
け
る

効
果
が
大
き
い
点
に
着
目
し
、
消
費
者

自
ら
が
発
信
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
シ
ー
ン
へ
の
共
感
を
巧
み
に
組
み

入
れ
な
が
ら
行
動
や
心
理
を
変
化
さ
せ

購
買
に
結
び
付
け
る
手
法
で
あ
り
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ス
タ
イ
ル
そ

の
も
の
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
で
拡
散

し
て
も
ら
い（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
）、

そ
れ
を
広
告
と
し
て
活
用
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
代
表
例
が
、「
コ
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」で
あ
り
、
従
来
の「
顧

客
へ
価
値
を
提
供
す
る
」か
ら「
顧
客
と

と
も
に
価
値
を
創
り
出
す
」へ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
シ
フ
ト
さ
せ
始
め
る
消
費

財
流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
出
現
し
て
き

た
。
こ
れ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
に
よ
り
顧
客
が
パ
ワ
ー
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
企

業
主
導
で
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
や

提
供
に
よ
る
差
別
化
は
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
こ

で
、
顧
客
パ
ワ
ー
の
活
用
に
着
目
し
、

顧
客
と
共
に
価
値
を
創
り
出
す
こ
と
に

着
目
し
は
じ
め
た
。
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
先
取
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
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常
需
要
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
市
場

の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
市
場
形
成
を

牽
引
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

前
出
の「
電
子
商
取
引
に
関
す
る

市
場
調
査
」を
み
る
と
、
2
0
1
6

年
の「
食
品
・
飲
料
・
酒
類
」カ
テ
ゴ

リ
ー
の
B
to
C
ー
E
C
市
場
規
模
は

1
兆
4
5
0
3
億
円
と
な
り
、
対
前
年

比
で
10
・
2
%
成
長
し
た
。
約
60
兆
円

以
上
と
も
い
わ
れ
る
市
場
に
お
い
て
、

E
C
化
率
は
2
・
25
％
に
過
ぎ
な
い
が
、

伸
び
率
は
高
い
。

一
方
で
、
米
国
の
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
協
会
が
発
表
し
た
E
C
に
関
す
る

最
新
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
生
鮮
や
飲
料
を

含
む
食
品
が
ネ
ッ
ト
で
購
入
さ
れ
る
比

率
は
2
0
2
5
年
ま
で
に
20
％
と
な

り
、
市
場
規
模
は
1
0
0
0
億
ド
ル
に

達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

現
在
市
場
拡
大
を
牽
引
し
て
い
る
の

は
、
リ
ア
ル
事
業
者
の
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
専
業
事
業
者

も
好
調
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
専
業
事
業
者
で
日
常
需

要
の
取
り
込
み
を
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル

で
牽
引
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
ア
マ

ゾ
ン
で
あ
る
。
米
英
で
は
ア
マ
ゾ
ン
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
フ
ル
カ
テ
ゴ
リ
ー
サ
ー
ビ

の
が
無
印
良
品
で
あ
り
、
消
費
者
の
声

を
反
映
し
た
商
品
の
開
発
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
商
品
化
を
決
め
る
の
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
導
入
、
新
商
品
の

機
能
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
消
費
者
ニ
ー
ズ

を
一
段
と
取
り
入
れ
る
仕
組
み
を
作
り

な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
を
外

れ
な
く
迅
速
に
投
入
し
て
い
る
。

●
第
三
ス
テ
ー
ジ
：
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
食
品（
生
鮮
品
含
む
）

現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
ｅ
コ

マ
ー
ス
の
主
戦
場
は
、
普
段
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
い
わ
ゆ
る

日
常
需
要
、
最
寄
品
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
最
後
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
言
わ
れ
る
の
が
食
品
で
あ

り
、
そ
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
お
取
り
寄
せ

品
で
は
な
く
、
日
常
の
食
事
に
必
要
な

材
料
、
特
に
生
鮮
品
で
あ
る（
図
5
）。

食
品
、
特
に
生
鮮
品
は
温
度
帯
な
ど

配
送
時
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
管
理
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
商
品
が
手
に

入
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
品

質
や
鮮
度
が
確
認
し
に
く
い
こ
と
な
ど
、

ク
リ
ア
す
べ
き
こ
と
が
多
い
も
の
の
、

特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
、食
品
の
ネ
ッ

ト
購
入
に
抵
抗
が
な
い
と
言
わ
れ
、
日

ス
を
鮮
度
保
証
制
度
で
返
金
対
応
ま
で

行
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
米
国
の
食

品
・
飲
料
市
場
で
ト
ッ
プ
10
に
入
る
と

の
予
想
ま
で
あ
る
。

日
本
で
は
ア
マ
ゾ
ン
パ
ン
ト
リ
ー
で

食
品
・
日
用
品
を
1
個
か
ら
販
売
し
、

ア
マ
ゾ
ン
定
期
お
ト
ク
便
、
お
ま
と
め

割
引
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
楽
天
も
楽
天
マ
ー
ト
の
全

国
展
開
を
開
始
し
、
ロ
ハ
コ
は
普
段
使

い
の
食
品
や
日
用
品
に
加
え
、
生
鮮
品

の
取
り
扱
い
を
検
討
し
は
じ
め
て
い
る
。

今
後
も
、
生
鮮
品
分
野
を
狙
う
ｅ
コ

マ
ー
ス
企
業
は
増
え
る
と
さ
れ
、
競
争

激
化
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

2
・
3	

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の「
深
化
」　

～
要
求
の
充
た
し
方
の
レ
ベ
ル
～

●
需
要
の
質
的
変
化
に
伴
う「
深
化
」

ｅ
コ
マ
ー
ス
が
充
た
す
需
要
が 

”
節

目
需
要 

“
か
ら 

”
日
常
需
要 

“
へ
と

広
が
る
に
つ
れ
て
、
消
費
者
の
要
求

レ
ベ
ル
も
変
化
し
、
そ
れ
をS

upply 

C
hain

サ
イ
ド
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、

よ
り「
顧
客
直
結
」す
べ
く
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
消
費
行

動
に
お
け
る「
時
間
と
空
間
の
自
由
度
」

図5｜ 食品EC販売額の推移および予測（2006-2018年）

出所｜ 富士経済「通販・e-コマースビジネスの実態と今後 2017」を基に
 NTTデータ経営研究所が作成（注：予測値は上記レポートに基づく。
 2016年の値はレポート発表時の見込値を掲載）
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な
わ
ち
自
分
の
都
合
に
ど
れ
だ
け
き
め

細
か
く
配
送
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
し
て
く

れ
る
か
で
あ
る
。
調
査
で
は
、
当
日
配

送
や
即
日
配
送
と
い
っ
た
速
さ
よ
り

も
、
日
付
指
定
・
時
間
指
定
と
い
っ
た

き
め
細
か
さ
の
方
が
ニ
ー
ズ
と
し
て
は

高
い
。
注
文
し
た
品
物
が
、
仮
に
翌
日

届
く
に
し
て
も
、
届
い
た
と
き
に
不
在

で
受
け
取
れ
な
け
れ
ば
再
配
送
依
頼
や

再
配
送
さ
れ
る
ま
で
待
つ
ス
ト
レ
ス
が

生
じ
る
。

い
わ
ゆ
る「
物
流
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
の
攻
防
」で
あ
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
国
内
の
宅
配
個
数
は
増
え
続
け
、

2
0
1
5
年
度
は
宅
配
便
取
扱
個
数
が

過
去
最
高
と
な
り
、
宅
配
の
2
割
は
再

配
達
、
の
べ
9
万
人
分
の
労
働
力
が
再

配
達
に
割
か
れ
る
な
ど
効
率
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
昨
今
の
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
も
相
ま
っ
て
限
界
ま
で
到

達
し
て
い
る（
宅
配
ク
ラ
イ
シ
ス
）。
昨

今
で
は
相
次
ぐ
宅
配
事
業
者
の
サ
ー
ビ

ス
見
直
し（
価
格
・
当
日
配
送
・
時
間

指
定
）に
、
消
費
財
流
通
事
業
者
も
合

わ
せ
る
動
き
が
活
発
で
あ
る
。

当
然
、
時
間
の
自
由
度
を
高
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
ど
れ
だ
け
提
供
で
き
る
か
で
あ
る
。

●
時
間
の
自
由
度

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
注
文
か
ら

受
け
取
り
ま
で
の
速
さ
で
あ
る
。
需
要

の
緊
急
度
に
も
よ
る
が
、
日
常
生
活
に

必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
早

く
手
に
入
れ
ら
れ
る
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
。
C
V
S
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
）が
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
た
要

因
の
ひ
と
つ
に
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
必

要
な
も
の
が
す
ぐ
に
買
え
る
」と
い
う

利
便
性
が
寄
与
し
た
こ
と
に
疑
い
の
余

地
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ｅ

コ
マ
ー
ス
も
既
に
来
る
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
ナ
ウ
は
、
百
貨
店

と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
商
品
の
取
り
扱

い
を
新
た
に
開
始
し
、
東
京
都
内
の
対

象
エ
リ
ア
に
お
け
る
取
り
扱
い
商
品

7
万
点
を
注
文
か
ら
一
時
間
以
内
に
届

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
地
域
を
急
拡
大

し
て
お
り
、
ヨ
ド
バ
シ
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
は
最
短
二
時
間
で
配
送
料
無
料
、
楽

天
の
楽
び
ん
は
飲
食
店
の
料
理
や
日
用

品
を
20
分
で
届
け
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
受
け
取
る

タ
イ
ミ
ン
グ
の
き
め
細
か
い
指
定
、
す

に
つ
な
が
る
。
特
に
食
料
や
日
用
品
で

は
配
送
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
構
造
的
に

利
益
が
出
に
く
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ

る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ

り
、U

ber

に
代
表
さ
れ
る
、
空
い
て

い
る
資
源
の
有
効
活
用
を
ク
ラ
ウ
ド
で

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
日
本
で
は
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
で
物
議
を
醸
し
て
い
る

が
、
む
し
ろ「
物
流
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
」で
の
活
用
の
方
が
速
く
進
む
の
で

は
な
い
か
。

こ
の
分
野
で
先
行
す
る
米
国
を
み
て

も
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
はU

ber

と
提
携
、

こ
こ
で
も
米
国
ア
マ
ゾ
ン
は
自
前
主
義

を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
独
自
で
ア

マ
ゾ
ン
フ
レ
ッ
ク
ス
と
い
う
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
仕
組
み（
ア
マ
ゾ

ン
と
契
約
し
た
個
人
が
荷
物
を
配
達
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
構
築
し
は
じ
め
て

い
る
。
ま
た
、
米
国
で
は
い
わ
ゆ
る
買

い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
のInstacart

な

ど
も
成
長
し
て
お
り
、
配
達
の
内
製
化

か
ら
こ
れ
ら
新
興
企
業
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

現
状
は
、
ど
う
し
て
も
人
手
を
介
し

た
デ
リ
バ
リ
ー
に
な
る
が
、
将
来
的
に
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ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
も
の
を
店
舗
や
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
型
受
取
拠
点
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
で
ピ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
浸
透
し
て
い
る（
図
6
）。

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、S

ave m
oney 

S
ave T

im
e

を
掲
げ
シ
ー
ム
レ
ス

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
顧
客
体
験
の
提

供
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

狙
い
は
食
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
と
ス
ト
ア

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
る
来
店
動
機
を
喚
起
す
る
こ
と
で

あ
り
、
最
近
で
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
を
導
入
し
て
ス
ト
ア
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
利
用
促
進
と
コ
ス
ト
削
減

に
よ
っ
て
米
国
ア
マ
ゾ
ン
と
の
差
別
化

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
米
国
ア
マ
ゾ
ン
は
、
ア
マ
ゾ

ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ

て
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
生
鮮
品
や
日
用

品
を
新
業
態
の
リ
ア
ル
店
舗
で
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
形
式
で
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
お
り
、
注
文
か
ら
15
分

で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
準
備
を
完
了
す
る

と
い
う
。

よ
く
リ
ア
ル
事
業
者（
店
舗
型
小
売

業
）は
、
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
化
に
対
す
る

懸
念（
来
店
が
減
る
）が
言
わ
れ
る
が
、

英
国
テ
ス
コ
で
は
、
予
め
買
う
こ
と
が

は
機
械
に
代
替
さ
れ
て
い
く（
無
人
化
・

自
動
化
さ
れ
て
い
く
）と
考
え
ら
れ
る
。

ま
だ
ま
だ
技
術
レ
ベ
ル
が
達
し
て
い
な

い
、規
制
が
ク
リ
ア
で
き
な
い（
む
し
ろ
、

規
制
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）な
ど

の
理
由
で
、
実
証
実
験
段
階
で
は
あ
る

が
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
配
達
で
は
ア

マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
エ
ア
が
先
行
す
る
な

か
、
U
S
セ
ヴ
ン
で
は
完
全
無
人
操
作

で
の
実
験
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、

G
oogle

は
無
人
ト
ラ
ッ
ク
の
研
究
を
進

め
、
米
国
ア
マ
ゾ
ン
で
も
自
動
運
転
技

術
の
研
究
に
着
手
し
は
じ
め
た
。

●
空
間
の
自
由
度

時
間
の
自
由
度
の
次
に
深
化
し
て
い

る
の
は
受
け
取
れ
る
場
所
の
多
様
さ
で

あ
る
。

日
常
に
必
要
な
も
の
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
自
宅
で
受
け
取
り
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
ば
か
り
で
は
な
い
。
何

か
の
つ
い
で
に
、
真
夜
中
な
ど
時
間
的

に
宅
配
は
避
け
た
い
、
一
人
暮
ら
し
の

若
い
女
性
に
多
い
防
犯
上
の
理
由
な
ど

で
、
自
宅
外
で
受
け
取
り
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
欧
米
で
は 

”
ク

リ
ッ
ク
ア
ン
ド
コ
レ
ク
ト 

“
と
い
う
、

決
ま
っ
て
い
る
も
の（
加
工
食
品
や
日
用

品
）は
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
て
お
き
、
そ
れ

を
店
頭
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
際
に
、

そ
れ
以
外
の
も
の
、
例
え
ば
生
鮮
品
な

ど
を
店
頭
で
選
ん
で
買
う
と
い
っ
た
消

費
行
動（
ス
ト
ア
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）に

よ
っ
て
店
舗
売
上
が
増
え
た
。

宅
配
ク
ラ
イ
シ
ス
の
日
本
に
お
い
て

も
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
の
多
様

化
は
今
後
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
、

そ
こ
で
有
力
視
さ
れ
る
の
は
、
は
や
り

C
V
S
で
あ
ろ
う
。

東
京
23
区
に
お
い
て
は
C
V
S
店
舗

か
ら
5
0
0
m
圏
内
の
人
口
カ
バ
ー
率

が
99
％
、
関
東
1
都
6
県
で
は
81
％
、

日
本
全
体
で
は
68
％
と
も
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
蔵
置
し
て
お

く
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
、
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

負
荷
増
大
な
ど
の
課
題
も
多
く
残
っ
て

い
る
。

他
に
も
、
受
取
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
も

急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
楽
天
は
一

部
郵
便
局
に
、
ヤ
マ
ト
は
東
京
メ
ト
ロ

と
組
ん
で
駅
構
内
に
、
東
北
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ア
ー
ク
ス
は
日
本

郵
政
の
は
こ
ぽ
す
を
店
内
に
設
置
し
て

い
る
。
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34% 33%
27%
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図6｜ 過去一年間におけるクリック＆コレクト利用率（2016年）

出所｜ JDA「インターネットショッピングに関する消費者意識調査2016」 を基にNTTデータ経営研究所が作成
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ン
ピ
ュ
ー
タ
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
展

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
が

あ
る
。

●
消
費
者
の
情
報
武
装
の
進
展

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

レ
ス
化（
透
明
化
）ー

か
つ
て
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

消
費
者
が
用
い
る
端
末
は
パ
ソ
コ
ン
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
そ
の
座
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
は
、
端
末
の
進
化
に
伴
う
急

速
な
普
及
が
背
景
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
消
費
行
動
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
、
つ
ま
り
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

前
出
の「
電
子
商
取
引
に
関
す
る
市

場
調
査
」に
よ
る
と
、
2
0
1
6
年
に

お
い
て
物
販
系
B
to
C
ー
E
C
市
場
規

模
の
31
・
9
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
経

由
で
購
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
富
士
経
済

の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
そ
の
比
率
は
今
後

も
高
ま
る
と
予
想
し
て
い
る（
図
7
）。

ス
マ
ホ
経
由
の
E
C
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
、
P
C
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
た

と
い
う
調
査
結
果
も
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
次
に
来

3	

”生
活
密
着 

“
競
争
ス
テ
ー
ジ
の

鍵
を
握
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

●
”顧
客
直
結 

“
競
争
の
帰
結
と
し
て

の
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル

前
半
で
述
べ
た
と
お
り
、
ｅ
コ
マ
ー

ス
は
、「
充
た
す
需
要
の
対
象
の
広
が

り
」と
い
う 

”
進
化 

“
と
、「
要
求
の
充

た
し
方
の
レ
ベ
ル
」と
い
う 

”
深
化 

“
の

二
軸
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
高
度
化
さ

せ
な
が
ら「
顧
客
直
結
」競
争
を
繰
り
広

げ
て
き
た
。

ま
た
、
そ
れ
は
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の

垣
根
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、 

”

融
合 

“
す
な
わ
ち
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
に

帰
結
す
る
。
今
や
消
費
者
に
と
っ
て
リ

ア
ル
と
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
二
元
論
は

ま
っ
た
く
意
味
を
な
さ
ず
、
消
費
財
流

通
ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
オ

ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
は
成
長
に
必
要
な
ご
く

当
た
り
前
の
活
動
と
な
り
、
既
に 

”
ど

の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
高
度
化
す
る
の

か 

“
と
い
う
段
階
に
突
入
し
て
い
る
。

で
は
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
は
次
に
ど
の
よ

う
な
ス
テ
ー
ジ
に
進
み
、
そ
こ
で
の
競

争
軸
は
何
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
の
コ

る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は

「
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
」で
あ
り
、
さ
ら
に
は

「
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
」で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
っ
て
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
存
在

し
て
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
間
が
意
識
せ
ず

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
す
よ
う

に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
レ
ス
化（
透
明
化
）

が
確
実
に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

●
A
I
音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
出
現

ー「
顧
客
直
結
」か
ら「
生
活
密
着
」へ
ー

”
ポ
ス
ト
ス
マ
ホ 

“
、
す
な
わ
ち
市

場
が
成
熟
し
た
ス
マ
ホ
の
次
の
成
長
分

野
の
本
命
と
目
さ
れ
る
の
が「
A
I
音

声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」で
あ
る
。
米
国
で

は
家
庭
に
急
速
に
浸
透（
市
場
が
急
拡

大
）し
て
き
て
お
り
、
様
々
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
市
場
参
入
に
よ
っ
て
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
米
国
ア
マ
ゾ
ン
が
先
行
し
、

2
0
1
4
年
に
発
売
さ
れ
た
ア
マ
ゾ
ン

エ
コ
ー
は
こ
れ
ま
で
に
1
1
0
0
万
台

も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
米
国
で
の
シ
ェ

ア
は
70
％
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

A
I
音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
家
の
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直
結
」競
争
か
ら「
生
活
密
着
」競
争
の

ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
て
い
く
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

●「
生
活
密
着
」競
争
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

るｅ
コ
マ
ー
ス
の
成
功
要
件　

ー
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ー

「
生
活
密
着
」競
争
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
ｅ
コ
マ
ー
ス
の
成
功
要
件
は
何
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま

で
の「
進
化
」と「
深
化
」に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
高
度
化
は
さ
ら
に
進
展
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は「
生

活
密
着
」ス
テ
ー
ジ
で
の
競
争
優
位
を

確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
A
I
音
声

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
レ
ス

化
に
伴
っ
て
、
消
費
者
の
購
買
行
動
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
で
あ
る
。

現
在
は
、
消
費
者
が
需
要
を
認
識
し
て

か
ら
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
検
索
し
、
最
適
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
へ
注
文
を
す
る
と
い
う
、
消
費
者

が
意
識
的
に
購
買
行
動
を
と
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
こ
の
行
為
自
体
が
な
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

消
費
者
は
需
要
を
認
識
す
る
だ
け
で
、

中
、
特
に
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の
生
活
の
中

心
の
部
屋
に
お
い
て
お
き
、
声
を
か
け

な
が
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
音
声
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

で
あ
る
。
A
I
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
単
な
る
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
は
な
く
収
集
し
た

情
報
を
も
と
に
学
習
を
重
ね
、
か
な
り

高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
I
o
T
時
代

に
身
の
回
り
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
つ
な

ぐ
ハ
ブ
と
し
て
の
期
待
も
高
い
。

現
時
点
で
は
、
音
楽
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
た
り
、
天
気
予
報
を
確
認
し
た
り
、

タ
ク
シ
ー
の
配
車
や
ピ
ザ
の
注
文
な

ど
、
意
図
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、

商
品
を
注
文
し
た
り
す
る
際
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

消
費
財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
真
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
、
検
索
や
購
入
デ
ー
タ
だ
け

で
な
く
日
常
生
活
の
何
気
な
い
会
話
な

ど
か
ら
生
活
全
般
の
情
報
を
収
集
し
、

そ
こ
か
ら
意
味
の
あ
る
イ
ン
サ
イ
ト

（
需
要
情
報
）を
抽
出
し
、
さ
ら
に
最
適

な
自
動
購
買
に
よ
っ
て
需
要
を
充
た
す

よ
う
な
段
階
ま
で
進
化
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
許

す
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
的
に
は
可
能
と
な
る
日
も
遠
く
な

い
の
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
が
、
消
費
者

が
注
文
す
る
前
に
商
品
を
配
送
す
る
と

い
う
予
測
出
荷
を
真
剣
に
検
討
し
て
い

る
こ
と
も
、
こ
の
競
争
ス
テ
ー
ジ
で
も

圧
倒
的
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
築
く
こ

と
を
見
据
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

需
要
を
充
た
す
行
動
自
体
が
、
生
活
の

中
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
く
こ
と
を

示
唆
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の「
顧
客

も
し
く
は
認
識
す
ら
す
る
前
に
、
商
品

を
購
入
し
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り

す
る
よ
う
に
な
る
、
”

購
買
行
動
レ
ス

化（
買
う
も
の
が
決
ま
っ
て
い
る
食
品

や
日
用
品
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
自
体
が
不

要
に
な
る
）
“
が
進
む
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ｅ
コ

マ
ー
ス
の
主
戦
場
は
既
に
日
常
需
要

（
最
寄
品
）な
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
真
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
は

な
い
も
の
の
、
米
国
の
ダ
ラ
ー
シ
ェ
イ

ブ
ク
ラ
ブ
や
ア
マ
ゾ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
リ
プ

レ
ニ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
、
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
コ
マ
ー
ス
と
い
う
形
で
生

活
の
中
に
購
買
行
動
が
溶
け
込
む
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち 

”
売
る 

“
ビ

ジ
ネ
ス
か
ら 

”使
い
続
け
て
も
ら
う 

“
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
が
こ
こ
に
き
て
改
め

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
活
に
溶
け
込
ん

で
需
要
を
察
知
し
て
購
買
ま
で
自
動
で

済
ま
せ
て
く
れ
る
と
い
う
の
は
一
見
理

想
的
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
一
方

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
め
て
自
分
の
生

活
を
さ
ら
け
出
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
ま
た
、
購
買
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
、
自
分
の
欲
し
て
い
る
も
の（
ニ
ー

ズ
と
合
致
し
て
い
る
）か
と
い
う
不
安

図7｜ ECの受注チャネル別構成比推移と予測（2006-2018）

出所｜ 富士経済「通販・e-コマースビジネスの実態と今後 2017」を基にNTTデータ経営研究所にて作成
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●
ア
マ
ゾ
ン
・
プ
ラ
イ
ム
に
み
る
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
脅
威

ア
マ
ゾ
ン
の
プ
ラ
イ
ム
会
員
が
急
速

に
増
加
し
て
い
る
。
配
送
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
り
、
配
送
料
が
無
料
に
な
る
と

い
っ
た
特
典
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

な
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
を
矢
継
ぎ
早
に
打

ち
出
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
会
員
増
に
つ

な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
生
ん
で
い

る
。
米
国
で
は
、
こ
の
数
年
プ
ラ
イ
ム

会
員
数
が
毎
年
5
割
増
で
増
え
続
け
、

最
近
で
は
世
帯
数
の
3
割
か
ら
4
割
超

に
達
し
て
い
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
、

目
標
の
5
割
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
は
プ
ラ
イ
ム
会
員
制
に

よ
っ
て
、
有
利
な
配
送
条
件
、
映
画
や

電
子
書
籍
見
放
題
な
ど
、
単
に 

”
お
得

感 

“
に
よ
る
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
消
費
者
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン

ト
を
最
大
化
す
る（
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
ア
マ
ゾ
ン
が
現
わ
れ
る
）方
策
を
模

索
し
、
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
採
算

が
合
わ
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
こ
れ
も
プ
ラ
イ
ム
会
員
の
魅
力
を

上
げ
な
が
ら
、
同
時
に
よ
り
強
固
な
エ

も
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
消
費
者

側
が「
ど
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
生
活
密
着

を
許
す
の
か
」と
い
う
点
で
あ
る
。
自

ら
の
意
思
で
購
買
行
動
を
起
こ
す
の
で

あ
れ
ば
、
使
い
勝
手
と
条
件
が
よ
い
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
十
分
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
つ
で
も
生
活
に
密
着
し
て
自
分
の
こ

と
を
十
分
理
解
し
た
上
で
需
要
を
充
た

し
て
く
れ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
と
、

何
よ
り
も
重
要
な
の
は
信
頼
感
や
安
心

感
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
合
意
が
な

け
れ
ば
あ
り
え
な
い
。
加
え
て
、
生
活

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
と
い
う
も
う
一

段
階
高
い
レ
ベ
ル
の
関
係
、
す
な
わ
ち 

”
取
引 

“
で
は
な
く 
”

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト 

“
と
い
う
関
係
で
な
い
と
、
自
ら

の
行
動
や
そ
こ
に
付
随
す
る
思
い
を
安

心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
つ
ま
り
、
た
と
え
ど
ん
な
に
高
度

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て
も
、「
都
合
の

い
い
と
き
に
あ
れ
ば
い
い
」か
ら「
常
に

寄
り
添
っ
て
い
て
ほ
し
い
」と
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、「
生
活

密
着
」ス
テ
ー
ジ
の
競
争
に
勝
ち
残
れ

な
い
の
で
あ
る
。

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
結
ぶ
こ
と
を
狙
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。

実
際
に
、
米
国
世
論
調
査
会
社
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
調
査
の
2
0
1
7
年

版
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
2
年
連
続
で
ア

マ
ゾ
ン
が
首
位
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
の

調
査
で
も
、
ア
マ
ゾ
ン
が
初
の
首
位
と

な
り
、
プ
ラ
イ
ム
ナ
ウ
を
は
じ
め
と
す

る
会
員
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の
進
化
が
ラ

ン
キ
ン
グ
に
如
実
に
現
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

ア
マ
ゾ
ン
は「
生
活
密
着
」ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
プ
ラ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
軸

に
、
着
々
と
会
員
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム

を
有
利
に
進
め
な
が
ら
覇
権
を
狙
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
消
費
財
流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
の

今
後
の
展
望

ｅ
コ
マ
ー
ス
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
高
度
化
は
、
新
し
く
繰
り
出
さ

れ
る
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
ば
か
り
焦
点

が
当
て
ら
れ
、
そ
れ
を
個
別
に
研
究
し

対
抗
軸
を
打
ち
出
す
と
い
う
形
で
競
争

が
進
め
ら
れ
て
き
た
側
面
が
強
い
。
こ

れ
が
、
一
部
の
ネ
ッ
ト
プ
レ
イ
ヤ
ー
か



15│ Info-Future®  No.56 November 2017

十
分
考
え
ら
れ
る
。
格
安
ス
マ
ホ
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
と
M
V
N
O
事
業
者
の

関
係
の
よ
う
に
、
消
費
者
と
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
結
ん
だ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
や
フ
ル
フ
ィ

ル
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
メ
ガ
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
機
能
を
活
用
し
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
い
う
構
図
も
十
分
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
ア
マ
ゾ
ン
の
脅
威
に
ど
の

よ
う
に
対
抗
し
て
い
く
の
か
が
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ

の
チ
ャ
ネ
ル
や
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
を

ど
う
活
か
す
か
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

こ
う
な
る
と
、
安
心
感
や
信
頼
感
を

ベ
ー
ス
に
す
で
に
生
活
に
密
着
し
て
家

の
中
に
入
り
込
ん
で
い
る
業
界
や
事
業

者
に
優
位
性
が
出
て
く
る
。
す
で
に
家

の
中
で
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い

る
、
電
力
・
ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

系
や
、
通
信
系
な
ど
で
あ
る
。「
生
活
密

着
」ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
て
、
ア
マ
ゾ

ン
や
楽
天
を
戦
略
的
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

の
枠
組
み
の
中
で
活
用
し
、
既
に
強
み

で
あ
る 

”
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト 

“
に

集
中
し
て
い
く
方
が
戦
略
と
し
て
正
し

い
か
も
し
れ
な
い
。
競
争
の
軸
が
、
顧

ら
ば
か
り
新
サ
ー
ビ
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
既
存
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
戦
略
で
追
随
す
る
と
い
う
構
図

か
ら
脱
却
で
き
な
い
理
由
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
競
争
か
ら
争
奪
の
段

階
に
突
入
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
個
別
機
能
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
追

随
競
争
に
は
限
界
が
あ
る
。

ｅ
コ
マ
ー
ス
は
、
消
費
者
の
需
要
喚

起
・
需
要
認
識
・
情
報
収
集
・
注
文
・

受
け
取
り
と
い
っ
た
一
連
の
購
買
プ
ロ

セ
ス
を
一
気
通
貫
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
品
揃
え
や
サ
ー

ビ
ス
面
で
圧
倒
的
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
や

楽
天
と
い
っ
た
メ
ガ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
、

こ
れ
か
ら「
顧
客
直
結
」競
争
に
勝
つ
こ

と
は
き
わ
め
て
難
し
い
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
生
活
密
着
」ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
ア
マ
ゾ
ン
以

外
の
消
費
財
流
通
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

と
っ
て
も
今
ま
で
完
全
に
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
家
の
中
に
入
り

込
む
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
と
い
え
る
。

ま
た
、
消
費
者
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
結
ぶ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
、
実
際
に

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
が
分
化
し
て
い
く
こ
と
も

客
直
結
＝「
軒
先
を
制
す
る
者
が
ビ
ジ

ネ
ス
を
制
す
る
」か
ら
、
生
活
密
着
＝

「
家
の
中
を
制
す
る
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を

制
す
る
」に
シ
フ
ト
し
て
い
く
流
れ
を

先
駆
け
て
捉
え
る
、
し
か
る
べ
き
タ
イ

ミ
ン
グ
で
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
市
場
の
成

長
期
に
向
け
て
今
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
と
い
っ

た
大
胆
な
発
想
も
求
め
ら
れ
る
。

消
費
財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
は
ｅ
コ
マ
ー

ス
の
出
現
と
そ
の
高
度
化
に
よ
っ
て
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
き
た
。
今
実
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
多
く
が
、
か
つ
て
は 

”
難
し
い 

“
”

非
現
実
的
だ 

“
と
い

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
5
年
後
10
年
後
は
現
時
点
で
想

像
で
き
な
い
世
界
に
な
っ
て
い
て
も
お

か
し
く
な
い
。
ま
す
ま
す
予
測
が
難
し

く
な
る
事
業
環
境
に
お
い
て
生
き
残

り
、
そ
し
て
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
自
ら

が
未
来
を
作
っ
て
い
く
こ
と
し
か
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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1	
新
規
事
業
開
発
の
よ
く
あ
る
落

と
し
穴

近
年U

ber

やAirbnb, Tesla M
otors

の
よ
う
な
革
新
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
企
業
に

お
い
て
も
新
規
事
業
開
発
を
推
進
す
べ

し
と
い
う
風
潮
が
高
ま
り
、
実
際
に
多

く
の
事
業
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
重
要
と
な
る
の
が
有
効
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
図
１
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、「
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
」

「
マ
ネ
タ
イ
ズ
モ
デ
ル
」「
経
営
資
源
の

調
達
と
配
分
」の
３
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
が
有
機
的
に
結
合
し
た
時
に
実
現

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

1
つ
め
の
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
、

「
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を

提
供
す
る
の
か
」と
い
う
問
い
に
答
え

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ばG

oogle

で

あ
れ
ば「
世
界
中
の
情
報
を
整
理
し
、

世
界
中
の
人
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き
て
使

え
る
よ
う
に
す
る
」と
い
う
使
命
を
掲

げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は「
世
界
中
の

人
々
」に
対
し
て
、「
世
界
中
の
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
て
使
え
る
」と
い
う
価

値
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

2
つ
め
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
モ
デ
ル
と

は
、「
誰
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
課
金
体
系

で
徴
収
す
る
の
か
」を
問
う
も
の
で
あ

る
。G

oogle

の
例
で
は
、
対
象
と
す

る「
世
界
中
の
人
々
」か
ら
は
課
金
し

て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、G

oogle

を
利
用
す
る「
世
界
中
の
人
々
」
に

リ
ー
チ
し
た
い
企
業
か
ら
広
告
費
を
徴

収
す
る
こ
と
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

最
近
で
は
実
に
多
様
な
収
益
源
を
構

築
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
で
掲
げ
た

対
象
ユ
ー
ザ
と
課
金
対
象
を
一
致
さ
せ

る
必
要
は
な
い
。
ど
こ
か
ら
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
に
せ
よ
、
何
か
し
ら
の
収
益
源

を
構
築
し
、
継
続
的
に
収
益
を
あ
げ
る

こ
と
で
事
業
の「
持
続
可
能
性
」を
担

保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

3
つ
め
の「
経
営
資
源
の
調
達
と
配

実
践
！ 

新
規
事
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

～
大
企
業
に
お
け
る
事
業
開
発
が
陥
り
が
ち
な
罠
と
そ
の
乗
り
越
え
方
～
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分
」は「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
等
の
調
達

と
配
分
、
結
果
と
し
て
の
コ
ス
ト
構

造
」を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
。
事
業

コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
、
マ
ネ
タ
イ

ズ
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
機
能
を
組
み
込

ん
だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作
り
込
む
た
め
に

は
様
々
な
経
営
資
源
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
し
、
最
適
な

形
で
配
分
す
る
か
。
こ
れ
に
的
確
に
応

え
る
こ
と
で
構
想
し
た
事
業
が
実
現
す

る
。ま

た
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

コ
ス
ト
構
造
が
規
定
さ
れ
る
。

こ
の
コ
ス
ト
構
造
と
マ
ネ
タ

イ
ズ
モ
デ
ル
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
収
益
性
が
明
ら
か

に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
の

が「
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
」
だ
。

誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

価
値
を
提
供
す
る
の
か
、
こ

れ
が
定
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
も
そ
も
サ
ー
ビ
ス
は
成
り

立
た
な
い
。
そ
し
て
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
顧
客
に
と
っ
て

真
に
有
効
な
も
の
で
あ
っ
て

初
め
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
の
だ
。

事
業
開
発
の
現
場
で
よ
く
見
か
け
る

落
と
し
穴
と
し
て
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

に
対
す
る
過
信
が
あ
る
。
事
業
開
発
担

当
者
が
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
、
さ

も
有
効
な
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
思
い
込

む
。
そ
し
て
適
切
な
検
証
を
行
う
こ
と

な
く
事
業
計
画
書
に
落
と
し
込
み
、
大

規
模
な
開
発
に
着
手
し
て
し
ま
う
。
そ

の
結
果
、
多
大
な
開
発
コ
ス
ト
と
広
告

宣
伝
費
を
投
じ
て
市
場
に
出
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
大
失
敗
に
終
わ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
る
。

ま
た
、
事
業
計
画
書
の
存
在
も
悩
ま

し
い
。
事
業
計
画
書
に
は
前
述
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
す
べ
て
の
要
素
の
詳

細
に
加
え
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

前
提
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、

販
売
戦
略
、
収
益
予
測
、
事
業
評
価
基

準
な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
事
業
開
発
担
当
者
の

思
い
つ
き
で
あ
る「
事
業
コ
ン
セ
プ

ト
」を
ベ
ー
ス
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
」を
仮
説
定
義
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
仮
説
の
上
に
仮
説

を
塗
り
重
ね
て
記
述
し
た
も
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
計
画
の
蓋
然
性
を
高

め
る
た
め
に
各
種
調
査
デ
ー
タ
を
盛
り

込
ん
で
い
く
が
、
そ
れ
ら
の
調
査
結
果

が
示
す
の
は「
過
去
」で
あ
り
、「
現
在
」

あ
る
い
は「
未
来
」の
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
証
明
し
て
は
く
れ
な
い
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
経
営
層
は「
精
度
の
高
い
事

業
計
画
書
」を
求
め
、
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
新
規
事
業
開
発
に
着
手
す
る
こ

と
を
認
め
な
い
と
い
っ
た
カ
ル
チ
ャ
ー

が
未
だ
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
て
新
規

事
業
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
お
題
目
は
永
遠
の
課
題
と
な
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

2	

リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
考

え
方

誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提

供
す
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
お
客
様

に
と
っ
て
真
に
有
効
な
も
の
か
。
こ
れ

を
問
う
こ
と
な
く
進
め
る
事
業
開
発
は

大
抵
失
敗
に
終
わ
る
。
で
は
、
ど
う
し

た
ら
そ
の
失
敗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
失
敗
を
回
避
し
、
効
率

的
に
事
業
開
発
を
推
進
す
る
手
法
と
し

て
近
年
活
用
が
進
ん
で
い
る
の
が

「
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」と
い
う

図1｜ ビジネスモデルの３要素

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

① 事業コンセプト 
の最適化 

誰に対して、どのような価値を 提供するのか 

③ 経営資源の 
調達と配分 

ヒト・モノ・カネ等の調達と配分、
結果としてのコスト構造 

② マネタイズモデル 
の確立 

誰から、どのような課金体系で 徴収するか 

ビジネスモデル  
の３要素 

有効性 

持続可能性 実現可能性 

お客様 
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テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
常

に「G
o / N

o G
o

」の
判
断
を
繰
り

返
し
て
い
く
進
め
方
の
方
が
失
敗
し
た

時
の
痛
手
も
少
な
い
。

こ
の
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
手
法

が
普
及
し
た
背
景
は
幾
つ
か
あ
る
が
、

第
一
に
顧
客
と
対
話
す
る
コ
ス
ト
が
昔

と
比
べ
て
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
か
つ
て
は
顧
客
の
声
を
収
集

す
る
た
め
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
に
は
相
当
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い

た
。
し
か
し
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
を
簡
単
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、Facebook

な
ど

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
顧
客
の

生
の
声
を
収
集
す
る
こ
と
も
実
に
容
易

に
な
っ
た
。

ま
た
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
に
か
か
る

コ
ス
ト
も
劇
的
に
低
下
し
た
。
シ
ス
テ

ム
開
発
の
現
場
で
は
各
種
の
効
率
化
が

進
み
、
開
発
コ
ス
ト
が
低
下
し
て
い

る
。
仮
説
検
証
の
た
め
の
モ
ッ
ク
制
作

に
お
い
て
は
ク
ラ
ウ
ド
型
の
ツ
ー
ル
で

簡
単
に
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
ほ
ぼ
コ
ス
ト
は
か
か
ら
な
い
。
ま

た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
お
い
て
も
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
や

考
え
方
だ
。
こ
れ
は
製
造
業
で
は
有
名

な
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方
式
や
J
I
T

の
考
え
を
新
規
事
業
開
発
に
適
用
し
た

モ
デ
ル
で
あ
る
。

先
述
し
た
通
り
、
売
れ
る
と
思
い
込

ん
で
作
り
込
ん
だ
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
思
っ

た
よ
う
に
売
れ
ず
に
資
金
が
尽
き
て
行

き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
失
敗
が
よ

く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
、
本
格
開
発
に
入
る
前
に
、
そ
も

そ
も
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
か
、
ど
う
や
っ

て
顧
客
に
見
つ
け
て
も
ら
う
の
か
、
ど

こ
か
ら
マ
ネ
タ
イ
ズ
す
る
の
か
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
成
要
素
に
つ

い
て
の
仮
説
を
立
て
、
顧
客
と
の
対
話

を
通
じ
て
検
証
を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
は
思
い
つ
い
た
事
業
コ
ン
セ
プ

ト
が
伝
わ
る
最
低
限
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

用
意
し
、
そ
れ
を
想
定
顧
客
に
提
示
す

る
こ
と
で
コ
ン
セ
プ
ト
の
有
効
性
を
確

か
め
る
。
こ
こ
で
用
意
す
る
最
低
限
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
を
M
V
P
（M

inim
um

 

V
iable P

roduct

）と
呼
ぶ
。

M
V
P
を
作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
3
つ
だ
。

•	

ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
に
向
け
て
作
る

す
べ
て
の
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

製
品
を
作
る
の
で
は
な
く「
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
最
も
欲
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
」

を
想
定
し
て
作
る

•	
最
大
の
価
値
に
集
中
す
る

上
記
想
定
ユ
ー
ザ
が「
こ
れ
だ
け
は

欲
し
い
」と
思
う
価
値
一
つ
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る

•	

最
低
限
の
コ
ス
ト
で
準
備
す
る

無
駄
な
作
り
込
み
を
し
な
い
。
ラ
フ

ス
ケ
ッ
チ
や
紙
芝
居
で
試
せ
る
な
ら
シ

ス
テ
ム
構
築
す
ら
行
わ
な
い

こ
の
M
V
P
を
想
定
顧
客
層
に
提
示

し
、
顧
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

も
と
に
コ
ン
セ
プ
ト
の
有
効
性
を
検
証

し
な
が
ら
機
能
拡
張
を
少
し
ず
つ
進
め

て
い
く
。
い
き
な
り
多
く
の
機
能
を
開

発
す
る
従
来
型
の
開
発
手
法
と
比
べ

て
、
リ
ー
ン
に
顧
客
検
証
を
行
い
、
イ

V
R
技
術
等
の
活
用
に
よ
り
M
V
P
を

簡
易
に
実
装
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
お
け
る「
M
V
P
を
用
い
た

仮
説
検
証
」が
実
に
低
コ
ス
ト
で
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
顧
客
と

の
対
話
の
中
で
仮
説
検
証
を
行
う
こ
と

が
低
コ
ス
ト
で
可
能
な
の
で
あ
れ
ば
、

仮
定
に
仮
定
を
重
ね
た
事
業
計
画
書
の

作
成
に
時
間
を
か
け
る
よ
り
も
、
リ
ー

ン
に
顧
客
開
発
を
進
め
る
方
が
経
済
的

か
つ
効
率
的
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り

頂
け
る
だ
ろ
う
。

3	

大
企
業
に
お
け
る
事
業
開
発
が
陥

り
が
ち
な
罠
と
そ
の
乗
り
越
え
方

さ
て
、
リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

手
法
は
新
規
創
業
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

や
新
興
ネ
ッ
ト
企
業
に
お
い
て
活
用
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
企
業
が
使
う
も

の
で
は
な
い
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
向
き

も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ

大
企
業
こ
そ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
大
企
業
が
実
施
す
る

場
合
に
陥
り
が
ち
な
罠
が
い
く
つ
か
あ

る
こ
と
も
事
実
だ
。
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る
」こ
と
で
そ
れ
が
解
決
で
き
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。

こ
の
あ
た
り
ま
で
は 

”
基
本
の
お
作

法 

“
の
世
界
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
通
じ
て
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
上
で
、

M
V
P
の
制
作
に
入
る
こ
と
で
、
仮
説

検
証
の
精
度
を
高
め
、
さ
ら
に
繰
り
返

し
段
階
的
に
そ
の
検
証
結
果
を
取
り
纏

め
て
上
層
部
に
ぶ
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、
”

組
織
承
認
の
壁 

“
を
崩
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
制
作
さ
れ
た
M
V
P

を
社
員
や
そ
の
友
人
な
ど
の
身
近
な
人

た
ち
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
が
伝
わ
る
か
、
そ
の

良
さ
が
理
解
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
評
価

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
声
を
活

用
し
て
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
と
共
に
、
そ
の
結
果

を
材
料
に
、
事
業
化
検
討
を
進
め
る
こ

と
に
対
す
る
上
層
部
の
理
解
を
得
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

大
企
業
に
お
い
て
は
精
緻
な
事
業
計

画
が
な
け
れ
ば
事
業
開
発
に
着
手
で
き

な
い
と
い
う
課
題
を
先
に
述
べ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
想
定
顧
客
に
対
す

る
小
さ
な
仮
説
検
証
を
実
施
す
る
こ
と

こ
こ
か
ら
は
、
弊
社
が
関
与
し
た
あ

る
事
例
を
元
に
そ
の
活
用
法
と
罠
の
乗

り
越
え
方
を
見
て
い
こ
う
。

某
大
手
通
信
事
業
者
が
開
発
す
る
観

光
系
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
あ
る
特
定
世

代
の
女
性
」に
対
し
て
、「
他
の
ど
の

サ
ー
ビ
ス
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
、
ち
ょ
っ

と
し
た
時
間
の
最
適
な
使
い
か
た
・
動

き
方
を
提
案
す
る
」と
い
う
も
の
で
あ

る
。

大
企
業
に
お
い
て
陥
り
が
ち
な
罠
①　

組
織
の
承
認
の
壁

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
前
述
し
た
事
業

者
の
あ
る
社
員
が
、
同
じ
企
業
グ
ル
ー

プ
の
別
の
事
業
者
が
開
催
し
た
事
業
開

発
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
際
に
思
い
つ

い
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
は
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
終
わ
ら

せ
る
の
は
勿
体
無
い
、
な
ん
と
か
事
業

化
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
さ

に「
思
い
つ
き
」か
ら
開
始
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
思
い
つ
き
を
、
き
ち
ん
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
に
育
て
上
げ
た
い
。
し
か

し
、
い
き
な
り
事
業
計
画
書
を
書
き
、

予
算
を
取
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
跳
ね

返
さ
れ
る
の
が
オ
チ
だ
。

そ
う
考
え
た
彼
ら
は
M
V
P
の
制
作

に
着
手
し
た
。
こ
こ
で
は
予
算
を
最
小

限
に
抑
え
な
が
ら
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

が
伝
わ
る
最
低
限
の
機
能
を
実
装
し
た

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
制
作
し
て
い
る
。
こ

こ
で
重
要
と
な
る
の
が「
顧
客
理
解
」

だ
。
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
は「
誰
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
す
る
の

か
」を
問
う
も
の
だ
と
冒
頭
で
述
べ
た

が
、
こ
の「
誰
に
」の
部
分
を
よ
り
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の

人
は
実
際
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
の

よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
に
対

す
る
深
い
洞
察
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
顧
客
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
本
取
り
組
み
で
は「
ペ
ル
ソ
ナ
」を

明
ら
か
に
し
た
。
顧
客
が
実
際
に
ど
ん

な
人
で
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

か
、
人
生
観
や
旅
行
に
関
す
る
思
考
や

行
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
っ

た
情
報
を
徹
底
し
て
具
体
的
に
記
述
し

て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
情
報
を

下
敷
き
に
、
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
と
い

う
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
そ
の
人
が「
ど

ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
」を
考

察
し
、「
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
す

で
、
具
体
的
な
顧
客
の
声
を
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
を
材
料
に「
リ
ー
ン
な
進
め
方

で
顧
客
に
対
す
る
仮
説
検
証
を
繰
り
返

し
な
が
ら
事
業
計
画
を
練
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
」に
対
す
る
理
解
を
得

て
、
そ
の
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
は
可

能
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
時

間
を
か
け
て
精
緻
な（
し
か
し
根
拠
の

乏
し
い
）事
業
計
画
を
作
っ
て
お
互
い

に
合
意
す
る
よ
り
も
簡
単
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

本
事
例
に
お
い
て
は
、
検
証
フ
ェ
ー

ズ
と
実
行
フ
ェ
ー
ズ
を
分
離
し
、
ま
ず

は
検
証
フ
ェ
ー
ズ
に
て
顧
客
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
改
善
を

繰
り
返
し
な
が
ら
事
業
計
画
書
を
練
り

上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
用
意
し
た
。

そ
し
て
検
証
フ
ェ
ー
ズ
で
は
あ
え
て
精

緻
な
計
画
は
作
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
顧

客
の
声
を
集
め
て
い
く
か
、
そ
し
て
そ

れ
を
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
生
か
し
て
い
く

か
と
い
う
方
針
を
設
定
し
、
そ
の
点
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
の
だ
。

完
成
度
の
高
い
事
業
計
画
を
書
か
な

い
と
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
既
存
の
や

り
方
を
捨
て
、
顧
客
の
声
を
う
ま
く
取

り
込
み
な
が
ら
社
内
承
認
を
得
て
い
く
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と
で
、
観
光
客
に
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
も「
他
の
ど
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
シ

ン
プ
ル
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
の
最

適
な
使
い
か
た
・
動
き
方
を
提
案
す

る
」と
い
う
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
が
有
効

か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
お
互
い
にW

in-

W
in

と
な
る
座
組
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
ユ
ー
ザ
に
使
っ
て
い
た
だ

け
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
効
果
的
に
顧

客
の
声
を
収
集
す
る
。
そ
し
て
顧
客
の

声
に
寄
り
添
っ
て
機
能
改
修
・
強
化
を

進
め
て
い
く
の
だ
。「
共
同
実
証
実
験
」

と
い
う
名
目
で
他
社
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
の
段
階
で
お
客
様
に
提
供
す
る
こ
と

を
社
内
が
納
得
し
や
す
い
状
況
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
弊
社
で
は
こ
の

よ
う
な
共
同
実
証
実
験
の
対
象
事
業
者

の
洗
い
出
し
、
提
案
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
者
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組

み
と
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
も
う
一

つ
あ
る
。
そ
れ
は「
当
初
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
価
値
を
発
見
し
て
く
れ
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。
繰
り
返
し
に
な
る

の
が
良
い
だ
ろ
う
。

大
企
業
に
お
い
て
陥
り
が
ち
な
罠
②	

ク
オ
リ
テ
ィ
の
壁

大
企
業
特
有
の
課
題
と
し
て
次
に
挙

げ
ら
れ
る
の
が「
ク
オ
リ
テ
ィ
の
壁
」

だ
。
特
に
従
来
の
I
T
系
企
業
に
お
い

て

は
Q
C
D
（Q

uality, C
ost, 

D
elivery

）の
遵
守
を
求
め
る
た
め
、

ク
オ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
意
識
が
も
と
も

と
高
い
と
言
え
る
。
そ
の
事
業
者
が
手

掛
け
て
き
た
シ
ス
テ
ム
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
尚

更
で
あ
る
し
至
極
当
然
な
こ
と
と
も
言

え
る
。
が
、
そ
の
結
果
、
ク
オ
リ
テ
ィ

が
低
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
顧
客
の
目
に
触

れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
思
決

定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

時
に
は
、「
ク
オ
リ
テ
ィ
に
こ
だ
わ
り

す
ぎ
る
」と
い
う
、
硬
直
化
し
た
事
態

を
招
い
て
し
ま
う
。

そ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を

評
価
す
る
の
は
他
で
も
な
い
、
顧
客
で

あ
る
。
顧
客
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

し
、
想
定
し
た
提
供
価
値
が
届
い
て
い

る
か
を
顧
客
自
身
が
評
価
し
な
け
れ

ば
、
本
来
の
意
味
で
の
品
質
評
価
に
は

な
ら
な
い
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
段
階
で

顧
客
の
シ
ビ
ア
な
目
で
評
価
を
い
た
だ

き
、
品
質
改
善
を
継
続
的
に
繰
り
返
し

て
い
く
の
が
成
功
へ
の
近
道
で
あ
る
。

で
は
ク
オ
リ
テ
ィ
重
視
の
企
業
に
お

い
て
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
。
そ
の
答
え
の
一
つ

が「
共
同
実
証
実
験
」で
あ
る
。

本
事
例
で
は
共
通
の
顧
客
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
持
ち
、
先
に
述
べ
た
サ
ー
ビ

ス
コ
ン
セ
プ
ト
に
興
味
を
持
ち
そ
う
な

事
業
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
共
同
で
の

実
証
実
験
に
着
手
し
て
い
る
。

例
え
ば
D
M
O
（D

e
stin

a
tio

n

 

M
anagem

ent O
rganization

）は

地
域
の
事
業
者
と
連
携
し
て
観
光
地
域

作
り
を
行
う
組
織
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

組
織
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
持
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
て
観
光
客

に
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
能

は
持
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
組
織

に
当
該
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
提
供
す
る
こ

が
、
本
事
例
で
は「
あ
る
特
定
世
代
の

女
性
」に
対
し
て
、「
他
の
ど
の
サ
ー
ビ

ス
よ
り
シ
ン
プ
ル
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

時
間
の
最
適
な
使
い
か
た
・
動
き
方
を

提
案
す
る
」と
い
う
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

を
当
初
設
定
し
て
い
た
。
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
と
あ
る
D
M
O
に
持
ち
込
ん
だ

際
、「
学
会
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
等
で

訪
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
リ
ッ
プ
の
方
々
に

地
域
の
魅
力
を
最
大
限
体
感
し
て
も
ら

い
た
い
、
そ
の
た
め
に
こ
の
提
案
機
能

を
活
用
で
き
な
い
か
」と
い
う
話
が
持

ち
上
が
っ
た
。

リ
ー
ン
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
考
え
方

で
述
べ
た
通
り
、
M
V
P
を
作
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
は「
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
最

も
欲
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
」を
想
定
し

て
、
彼
ら
が「
こ
れ
だ
け
は
欲
し
い
」と

思
う
価
値
一
つ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
作

る
こ
と
だ
。
そ
う
し
て
作
ら
れ
た

M
V
P
を
第
三
者
が
見
た
際
に
、「
こ

の
価
値
は
実
は
こ
ん
な
人
た
ち
が
欲
し

て
い
る
」と
い
う
気
付
き
が
あ
る
の

だ
。当

初
仮
説
は
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
あ

り
、
仮
説
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
い
て
は

本
質
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
そ
の
顧
客
層
は
想
定
と
異
な
る
の
で
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め「
リ
ソ
ー
ス
の
柔
軟
性
」を
担
保
し

て
お
く
こ
と
が
有
効
だ
。
本
件
に
お
い

て
は
我
々
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

が
推
進
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
そ
の
柔
軟

性
を
提
供
し
て
い
る
。
従
来
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
契
約
で
は
予
め
タ
ス
ク
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
、
決
め
ら
れ
た

「
タ
ス
ク
」を
確
実
に
実
行
し
て
い
く

が
、
本
件
に
お
い
て
は
推
進
サ
ポ
ー
ト

と
い
う「
役
割
」に
対
し
て
コ
ミ
ッ
ト

し
、
具
体
的
な
タ
ス
ク
は
定
め
ず
毎
月

一
定
予
算
の
範
囲
で
都
度
必
要
な
タ
ス

ク
を
遂
行
し
て
い
く
と
い
う
形
態
を

と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な「
タ
ス
ク
」で
は
な
く

「
役
割
」に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
そ
の

時
々
で
必
要
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
は「
リ
ソ
ー
ス

の
柔
軟
性
」を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
の
だ
。

本
稿
で
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
複
数
の
事
業
者
と
の

共
同
実
証
実
験
に
向
け
て
動
き
出
し
て

お
り
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
て
事
業
計
画
書
を
完
成
さ
せ
、
本
格

展
開
の
社
内
承
認
を
獲
得
し
て
い
く
算

実
施
し
な
い
」な
ど
と
当
初
想
定
し
た

ペ
ル
ソ
ナ
に
固
執
せ
ず
、
様
々
な
顧
客

層
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
よ

り
良
い
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
に
収
斂
さ
せ

て
い
く
と
良
い
だ
ろ
う
。

大
企
業
に
お
い
て
陥
り
が
ち
な
罠
③	

リ
ソ
ー
ス
制
約
の
壁

3
つ
め
の
罠
は「
リ
ソ
ー
ス
制
約
の

壁
」だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
割
り
当
て

ら
れ
る
人
員
は
当
然
な
が
ら
有
限
だ
。

そ
の
中
で
う
ま
く
や
り
く
り
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
新
規
事
業
に
は
ユ
ー
ザ
や
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
存
在
す
る
。
先
述
し
た
共
同
実

証
実
験
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
ら
の

事
業
者
も
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
な
る
。

実
証
実
験
の
実
施
に
向
け
た
事
業
者

と
の
交
渉
は
そ
れ
ぞ
れ
時
間
が
か
か
る

し
、
話
が
ま
と
ま
る
確
証
も
な
い
。
そ

れ
故
、
多
く
の
事
業
者
に
声
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
事
業
開
発
担
当
者

自
身
も
社
内
の
他
業
務
を
兼
務
す
る
な

ど
で
事
業
開
発
に
専
念
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
複

数
の
話
が
一
挙
に
動
き
出
す
と
い
う
こ

と
が
起
こ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
話

が
動
き
出
す
と
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

は
こ
れ
ま
で
の
交
渉
窓
口
だ
け
と
は
限

ら
な
い
。
も
っ
と
多
様
に
、
も
っ
と
複

雑
に
変
化
し
て
い
く
可
能
性
を
多
く

持
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
リ
ソ
ー
ス
の
問
題
が
生
じ

る
。
事
が
動
い
た
時
に
タ
イ
ム
リ
ー
に

対
応
す
る
事
が
で
き
な
け
れ
ば
、
せ
っ

か
く
生
ま
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
担
当
者
に
は
時
間
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
時
、
重
要
な
の
は
自

社
リ
ソ
ー
ス
都
合
で
動
く
の
で
は
な

く
、「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ペ
ー
ス

で
動
く
」こ
と
だ
。

例
え
ば
実
証
実
験
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
、
事
業
者
側
は
3
ヶ
月
後
か
ら
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
す
る
。
そ

の
時
期
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
て

い
る
な
ど
、
彼
ら
な
り
の
事
情
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
実
証
実
験
自

体
見
送
り
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し

そ
の
準
備
作
業
を
考
え
る
と
社
内
担
当

者
の
リ
ソ
ー
ス
制
約
か
ら
対
応
が
難
し

い
。
で
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う

か
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
、
予

段
と
な
っ
て
い
る
。
冒
頭
で
ご
紹
介
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
3
つ
の
構
成
要

素
の
う
ち
、
ま
ず
は
顧
客
の
声
を
活
用

し
て「
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
」を
有
効
な

も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で

外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込

み
な
が
ら「
マ
ネ
タ
イ
ズ
モ
デ
ル
」を

整
理
し
た
り
、
実
行
に
必
要
な「
経
営

資
源
の
調
達
と
配
分
」の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
事
業
計
画

書
を
練
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
だ
。

こ
れ
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
時
代
で
あ
る
。
社
内
担
当
者

だ
け
で
事
業
開
発
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
お
客
様
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
で
リ
ー

ン
に
事
業
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
の
中
で
は
推
進
を
妨
げ
る

壁
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら

を
事
前
に
把
握
し
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

本
稿
が
皆
様
の
事
業
開
発
推
進
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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03

は
じ
め
に

2
0
1
7
年
版
中
小
企
業
白
書
に
よ

れ
ば
、
中
小
企
業
の
数
は
3
8
0
・

9
万
社
で
あ
り
、
わ
が
国
の
企
業
数
の

実
に
99
・
7
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

従
業
員
者
数
で
見
て
も
3
3
6
1
万
人

で
あ
り
、
わ
が
国
の
雇
用
の
70
・
1
％

を
占
め
て
い
る
。

近
年
、
技
術
革
新
が
進
み
、
第
四
次

産
業
革
命
と
も
呼
ぶ
べ
き
時
代
が
到
来

し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
中
で
、
こ
れ
ら

わ
が
国
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
の

多
く
は
、
そ
れ
を
実
感
で
き
て
い
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
次
産
業
革
命
を
社
会
的
に
実
装

す
る
た
め
に
は
、

①
I
o
T
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
の
自

動
化
を
進
め
つ
つ
、

②
E
D
I
に
よ
る
デ
ー
タ
を
通
じ
た

業
務
の
連
携
を
促
進
し
、

③
A
I
に
よ
る
デ
ー
タ
活
用

の
3
点
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
て
い
る※

１

。

I
o
T
、
A
I
が
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
近
年
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
一
方
で
、E
D
I
（
電

子
デ
ー
タ
交
換
、E

lectronic D
ata 

Interchange

）は
30
数
年
の
歴
史
を

持
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
る
技

術
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中
小
企
業
の

E
D
I
普
及
率
は
、
業
種
に
よ
り
多
少

の
差
は
あ
る
も
の
の
未
だ
2
割
程
度
に

留
ま
り（
図
1
）、
依
然
と
し
て
受
発
注

に
は
F
A
X
や
電
話
が
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

E
D
I
が
実
現
で
き
れ
ば
、
I
o
T
、

A
I
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
を
得
る
の

み
な
ら
ず
、
受
発
注
業
務
の
生
産
性
向

上
が
見
込
ま
れ
、
わ
が
国
の
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
問
題
へ

の
有
効
な
対
策
に
な
る
。

わ
が
国
が
真
に
第
四
次
産
業
革
命
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
中
小
企
業

の
現
状
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、
解
決

に
向
け
て
確
実
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

業
種
の
垣
根
を
越
え
た

デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
実
現

～
中
小
企
業
の
第
四
次
産
業
改
革
を
目
指
し
て
～
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国
内
E
D
I
の
現
状
と
中
小
企
業

の
課
題

わ
が
国
の
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
は
、

1
9
8
5
年
に
政
府
が
示
し
た「
電
子

計
算
機
の
連
携
利
用
に
関
す
る
指
針
」

を
受
け
て
、
多
く
の
業
界
で
業
界
標
準

E
D
I
が
策
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
業

界
の
大
企
業
が
主
導
し
策
定
し
て
き
た

業
界
標
準
E
D
I
は
、
他
の
業
界
の
業

界
標
準
E
D
I
と
相
互
接
続
性
が
な

い
。業

界
の
大
企
業
に
と
っ
て
、
業
界
標

準
E
D
I
の
導
入
は
受
発
注
業
務
を
効

率
化
し
生
産
性
向
上
に
寄
与
し
た
一
方

で
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
単
純
な
効

率
化
と
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
っ
た
。
例
え
ば
ネ
ジ
を
作
る
中
小
企

業
で
は
、
自
動
車
業
界
、
建
設
業
界
、

流
通
業
界
な
ど
多
く
の
業
界
と
取
引
が

生
じ
る
。
そ
の
場
合
、
取
引
先
業
界
毎

に
異
な
る
業
界
標
準
E
D
I
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
標
準

E
D
I
に
対
応
し
た
異
な
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
コ
ス

ト
負
担
、
作
業
負
荷
か
ら
、
中
小
企
業

へ
の
E
D
I
普
及
は
十
分
に
進
ん
で
こ

な
か
っ
た
。

現
在
も
、
多
く
の
中
小
企
業
が
、

F
A
X
・
電
話
の
利
用
や
、
多
画
面
問

題
と
呼
ば
れ
る
複
数
の
発
注
企
業
固
有

E
D
I
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
し
て
い

る
。
こ
れ
は
生
産
性
向
上
に
向
け
た
大

き
な
阻
害
要
因
と
な
り
、
冒
頭
で
論
じ

た
第
四
次
産
業
革
命
へ
の
対
応
以
前

に
、
わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
人
手
不
足
問
題
の
影
響
が
大
き

い
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

「
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
デ
ー
タ
連

携
基
盤
」の
実
現
に
よ
る
課
題
解
決

こ
の
課
題
に
対
し
、
中
小
企
業
が
業

種
の
垣
根
を
越
え
て
ひ
と
つ
の
標
準

E
D
I
仕
様
を
利
用
し
、
そ
の
標
準

E
D
I
が
複
数
の
業
界
標
準
E
D
I
と

相
互
互
換
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
有
力
な
解
決
の
手
段
と
な
り
得
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
現
在
、
中
小
企
業
庁
が「
次
世

代
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
調
査
事
業
」を

委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
業
界
に
特
定

さ
れ
な
い
国
際
標
準
で
あ
る「
国
連

C
E
F
A
C
T
標
準
」に
準
拠
し
た「
業

種
の
垣
根
を
越
え
た
デ
ー
タ
連
携
基

盤
」（
以
下
、「
中
小
企
業
共
通
E
D
I
基

盤
」と
い
う
）の
実
現
と
そ
の
普
及
を
掲

げ
て
い
る
。

多
く
の
中
小
企
業
は
、
業
界
標
準

E
D
I
を
利
用
し
て
い
て
も
、
業
界

特
有
に
定
義
さ
れ
る
詳
細
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
項
目
の
活
用
ま
で
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
基
本
的
な
項
目
の
み
の

交
換
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国

連
C
E
F
A
C
T
が
策
定
し
て
い
る
多

様
な
業
界
標
準
E
D
I
の
情
報
項
目
の

意
味
を
整
合
化
し
た
E
D
I
共
通
辞
書

を
活
用
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
項
目
を
変
換

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
業
界
標
準

E
D
I
と
の
相
互
接
続
が
可
能
と
な
る

こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

中
小
企
業
共
通
E
D
I
基
盤
の
実
現

に
向
け
た
検
討
状
況

「
次
世
代
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
調
査

事
業
」で
は
、
中
小
企
業
の
受
注
業
者
、

発
注
業
者
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ベ
ン
ダ
ー
、
E
D
I
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

図1｜ 業種別 中小企業のEDIの普及状況（2015年）

出所｜ 公益財団法人 全国中小企業取引振興協会「規模別・業種別の中小企業の経営課題に関する調査（要旨）」
 （ http://www.zenkyo.or.jp/it/pdf/houkoku_h27.pdf ）をもとにNTTデータ経営研究所が作成
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を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
が
、
中
小
企

業
の
取
引
先
に
は
当
然
大
企
業
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
い
く
つ
か
の
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
大
企
業
が
含
ま
れ
て

い
る
。
特
に
既
存
の
業
界
標
準
E
D
I

を
利
用
し
て
い
る
大
企
業
と
の
取
引
に

つ
い
て
は
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
定
義
し
、
あ

り
た
い
姿
の
具
体
化
を
進
め
る
。

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
し
て
は
、
ク
ラ

ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
ク
ラ
ウ

ド
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
う
ベ
ン

ダ
ー
の
い
く
つ
か
は
、
E
D
I
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
立
場
も
担
う
。
こ

の
形
は
、
よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
に
E
D
I

が
完
結
し
、
初
期
費
用
負
担
を
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
現
状
多
く
の

中
小
企
業
に
最
良
と
判
断
さ
れ
て
い
る

F
A
X
の
置
き
換
え
に
向
け
て
は
、
有

力
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
。ま

た
、
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な

検
証
対
象
は
商
流
取
引
で
あ
る
が
、
一

部
I
o
T
と
の
連
携
や
、FinTech

と

の
連
携
が
取
り
組
み
に
含
ま
れ
、
今
後

の
E
D
I
の
高
付
加
価
値
化
の
方
向
性

イ
ダ
ー
、
そ
の
他
自
治
体
や
商
工
会
議

所
等
の
任
意
の
支
援
者
か
ら
な
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
中
小
企
業
共
通
E
D
I

基
盤
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
公

募
・
採
択
し
て
い
る
。
採
択
さ
れ
た
12

の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
実
証

検
証
を
通
し
て
実
現
に
向
け
た
課
題
解

決
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
自
体
が
事
業
終
了
後
も
自
走
的

に
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
を
含
め
た
、

今
後
の
中
小
企
業
共
通
E
D
I
基
盤
の

普
及
計
画
の
策
定
も
実
施
す
る
。

12
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
6

つ
の
業
界
と
5
つ
の
地
域
か
ら
成
る
。

「
次
世
代
企
業
間
デ
ー
タ
連
携
調
査

事
業
」を
受
託
し
た
特
定
非
営
利
活

動
法
人
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
会

が
予か

ね

て
よ
り
取
り
ま
と
め
て
い
る
国

連
C
E
F
A
C
T
標
準
に
準
拠
し
た「
中

小
企
業
共
通
E
D
I
」の
各
種
仕
様
を

開
発
の
要
件
と
し
て
提
示
し
、
業
界
に

よ
り
現
行
の
中
小
企
業
共
通
E
D
I

メ
ッ
セ
ー
ジ
仕
様
で
対
応
で
き
な
い
内

容
が
あ
れ
ば
、
吟
味
し
た
う
え
で
国
連

C
E
F
A
C
T
に
申
請
し
、正
式
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
仕
様
と
し
て
国
際
標
準
化
を
目

指
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
事
業
は
中
小
企
業

を
検
討
す
る
。

今
後
の
展
開
と
課
題

今
後
は
E
D
I
の
高
付
加
価
値
化
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
共
通
E
D
I
基
盤

の
仕
様
の
確
立
・
普
及
促
進
を
確
実
に

実
施
す
る
一
方
で
、
本
格
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
第
四
次
産
業
革
命
の

実
現
を
目
指
し
、
冒
頭
に
示
し
た
よ
う

に
I
o
T
、
A
I
と
の
融
合
も
当
然
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
の
外
部

環
境
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
た
場

合
、
最
も
親
和
性
が
高
く
、
商
流

E
D
I
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組

み
は
、
金
融
・
I
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
で
あ
ろ
う
。

金
融
・
I
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
、
企
業
間
の
国
内
送
金
指
図
で
使

用
す
る
電
文
方
式
に
つ
い
て
、
現「
固

定
長
電
文
」か
ら
、
情
報
量
や
情
報
の

互
換
性
等
に
優
れ
た「
X
M
L
電
文
」に

移
行
し
、
拡
張
さ
れ
た
金
融
E
D
I
が

利
用
で
き
る
新
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
一

般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
が

2
0
1
8
年
内
の
稼
動
を
目
指
し
て
構

築
を
進
め
て
お
り
、
調
査
事
業
終
了
後
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し
、
中
小
企
業
の
第
四
次
産
業
革
命
の

実
現
に
向
け
て
、
わ
が
国
が
一
体
と

な
っ
て「
つ
な
が
る
」仕
組
み
の
標
準
化

へ
歩
を
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

調
査
事
業
の
実
証
検
証
の
結
果
や
、

有
識
者
の
検
討
に
よ
り
、
地
に
足
の
つ

い
た
中
小
企
業
共
通
E
D
I
基
盤
の
仕

様
は
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

仕
様
が
確
立
で
き
た
だ
け
で
は
何
の
意

味
も
な
く
、
中
小
企
業
共
通
E
D
I
基

盤
が
普
及
し
、
そ
の
結
果
中
小
企
業
を

中
心
に
効
果
が
出
て
は
じ
め
て
成
果
と

な
る
。
そ
れ
に
向
け
て
は
、
今
後
の
仕

様
の
維
持
管
理
体
制
、
普
及
の
推
進
体

制
が
何
よ
り
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
ま
で
、
30
数
年
で
き
て
い
な
か
っ

た
中
小
企
業
へ
の
E
D
I
普
及
は
、
仕

様
が
固
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
生
易

し
く
行
え
る
も
の
で
は
な
い
。「
次
世
代

企
業
間
デ
ー
タ
連
携
調
査
事
業
」を
受

託
し
た
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
会

が
、
こ
れ
ま
で
取
り
ま
と
め
て
き
た「
中

小
企
業
共
通
E
D
I
仕
様
」の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
E
D
I
の
導
入
支
援
者
と
な
り
得

の
取
り
組
み
と
し
て
望
ま
し
い
タ
イ
ミ

ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

商
流
E
D
I
に
あ
た
る
中
小
企
業
共

通
E
D
I
基
盤
と
金
融
・
I
T
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
連
携
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
受
発
注
の
み
な
ら
ず
、
決

済
に
至
る
ま
で
の
情
報
が
ス
ト
レ
ー
ト

ス
ル
ー
に
連
携
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
買
掛
自
動
消
込
や
売
掛
自

動
消
込
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
中
小
企

業
の
生
産
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る（
図
2
）。
ま
た
、
資

金
の
流
れ
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
資

金
繰
り
に
も
好
影
響
と
な
り
、
中
小
企

業
の
経
営
を
救
う
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ

う
。但

し
、
中
小
企
業
が
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
連
携
を
実
現
す
る
に
は
、
明
細

付
の
送
金
・
入
金
が
で
き
る
機
能
だ
け

で
は
な
く
、
受
発
注
デ
ー
タ
と
の
突
合

が
可
能
な
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
な
る
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
開
発
さ
れ
る
中
で

重
要
な
こ
と
は
、
中
小
企
業
が
ど
の
ベ

ン
ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
そ

れ
ら
が
相
互
に「
つ
な
が
る
」こ
と
が
担

保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
民
間
企
業
の

独
自
仕
様
に
よ
る
囲
い
込
み
戦
略
を
排

る
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
ス
キ
ー
ム

を
生
か
し
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
は
重

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
他
関
係
者
を
含
め
た
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
体
制
で
普
及
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
の

自
走
的
な
普
及
を
基
本
と
す
る
一
方
、

国
が
効
果
的
な
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

よ
り
加
速
的
に
わ
が
国
の
中
小
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
見
え
て

く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

近
い
将
来
、
多
く
の
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
第
四
次
産
業
革
命
の
実
現
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
小
企

業
共
通
E
D
I
基
盤
の
普
及
と
発
展
の

動
向
に
注
目
し
た
い
。

図2｜ 商流EDIと金融・ITネットワークシステムとの連携

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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※1 経済産業省/東京証券取引所, 「攻めのＩＴ経営銘柄２０１７」, 2017/5/31
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04

は
じ
め
に

デ
ジ
タ
ル
化
先
進
企
業
の
取
り
組
み

が
、
新
聞
や
経
済
誌
の
紙
面
を
に
ぎ
わ

せ
て
い
る
。
ど
の
記
事
も
興
味
深
い
。

た
だ
、
昨
今
報
道
さ
れ
て
い
る
先
進
事

例
に
は
、
成
功
事
例
と
い
え
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
大
半
が
企
業
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
広
告
の
よ
う
な
記

事
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
年
の
五
月
三
一
日
、
経
済
産
業
省
と

東
京
証
券
取
引
所
が
共
同
で「
攻
め
の
Ｉ

Ｔ
経
営
銘
柄
２
０
１
７
」と
題
す
る
報
告

書
を
発
表
し
た※

１

。
上
場
企
業
の
な
か
か

ら「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
」と
し
て
評
価
の
高

い
31
社
を
選
ん
で
、
各
社
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
内
容
だ
。

事
例
は
ど
れ
も
興
味
深
い
し
、
読
め
ば
ア

イ
デ
ア
を
触
発
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
ら
の
企
業
が
業
界
平
均
以
上
の
業
績
を

あ
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。（
図
１
）

事
例
紹
介
に
は
価
値
が
な
い
、
成
功

事
例
に
し
か
意
味
が
な
い
、
な
ど
と
言

い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
が
強
調

し
た
い
の
は
、
多
す
ぎ
る
情
報
は
か

え
っ
て
判
断
を
鈍
ら
せ
る
、
と
い
う
こ

と
だ
。

本
稿
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
も
う
と
す
る
日
本
の
大

企
業
に
向
け
て
執
筆
し
た
。
主
な
狙
い

は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
諸
説
紛
々
に

一
定
の
解
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
か
ら
概
観
を
つ
か
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル

に
、
わ
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
に
努
め

た
。
先
進
事
例
や
Ｉ
Ｔ
部
門
の
話
題
に

つ
い
て
は
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
て
は
み
た
が
、

ど
こ
か
空
回
り
し
て
い
る
気
が
す

る
・
・
・
」、
と
思
わ
れ
て
い
る
方
に
も
、

自
己
点
検
の
意
味
で
一
読
し
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
あ
る
。　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
羅
針
盤

NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
シニアマネージャー

小林 洋介
K O B A Y A S H I  Y O S U K E

大手外資系コンサルティング・シス
テムインテグレータ等を経て、NTT
データ経営研究所入社。自動車、
家電、通信、金融、運輸、航空、
B to Bサービス等、幅広い業界の
コンサルティングを経験。 特に、
営業改革・CRM改革などの顧客
接点改革と新規事業の戦略立案・
実行支援のコンサルティングに強
みを持つ。
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※2 日本情報システム・ユーザー協会(JUAS), 「企業ＩＴ動向調査」, 2017/2/23

1	

今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

１
．（
１
）氾
濫
す
る
デ
ジ
タ
ル
、
混
乱
す

る
企
業

巷
に
は
デ
ジ
タ
ル
用
語
が
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
る
。
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
、
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
枚
挙
に
暇
が

な
い
。
同
時
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

セ
プ
ト
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
リ
ー

ン
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
デ
ザ
イ
ン
シ

ン
キ
ン
グ
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
・
・
。
そ

し
て
声
高
に
叫
ば
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
。

言
葉
の
氾
濫
は
、
現
実
の
混
沌
を
映

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
り

遅
れ
ま
い
と
す
る
企
業
は
、
そ
の
実
態

を
見
極
め
る
暇
も
な
い
う
ち
に
こ
の
混

沌
の
中
に
身
を
投
じ
て
い
く
。

１
．（
２
）デ
ジ
タ
ル
化
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
マ
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
化
を
シ
ン
プ
ル
に
言
え

ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
変
革
で
あ

る
。
人
手
の
プ
ロ
セ
ス
が
自
動
化
さ
れ
、

現
実
世
界
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
、
処
理
プ

ロ
セ
ス
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
が
新
し
い
も
の
に
な
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
刷

新
さ
れ
る
。
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
は
Ｉ
Ｔ
部
門
だ
け
で
進
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

主
体
的
に
関
わ
っ
て
マ
ネ
ー
ジ
し
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

１
．（
３
）デ
ジ
タ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
台
頭

デ
ジ
タ
ル
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

泉
で
あ
る
。
す
べ
て
の
企
業
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
誕
生
し
、
そ
し
て

生
き
残
る
た
め
に
、
常
に
次
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ

の
終
わ
り
な
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
質

と
ス
ピ
ー
ド
が
劣
っ
て
い
る
企
業
は
衰

退
し
て
い
く
。

大
企
業
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
き
た
。
し
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
内
に
専

門
家
を
擁
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
専

門
家
を
育
て
て
い
る
時
間
も
な
い
。

こ
う
し
て
登
場
し
た
の
が
、
デ
ジ
タ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
い
ま
や 

”
デ
ジ
タ

ル
化 

“
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
の

成
長
を
牽
引
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

１
．（
４
）今
後
も
続
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ジ

タ
ル
化

す
で
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・

ユ
ー
ザ
ー
協
会（
J
U
A
S
）が
公
表
し

た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
を「
実
施
し
て
い
る
」と
回

答
し
た
企
業
は
い
ま
だ
全
体
の
12
・
5
%

に
と
ど
ま
っ
て
い
る※

２

。
つ
ま
り
、
世
間

を
騒
が
せ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
潮
流
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
る
。

2	

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
五
つ
の
質
問
に
答
え
る

こ
の
章
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
質
問
に
答
え
た
い
。
特
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
て
議
論
を
呼
び

0%

20%

40%

60%

80%

100%

図1｜ “攻めのIT企業”は好業績か？
 （攻めのIT企業３１社中、業界平均以上、以下、の割合）

出所｜ NTTデータ経営研究所にて独自調査

ROE 売上成長率 利益率 ROE 売上成長率
直近1年間

業界平均以上 業界平均以下

過去5年間
利益率

三つの指標全てで業界
平均を上回った企業 

＝10%（3社） 

三つの指標全てで業界
平均を下回った企業 

＝19%（6社） 52%

48%

55%

45%

74%

26%

43%

57%

70%

30%

60%

40%
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小林 洋介

※3 クレイトン・クリステンセン, 「イノベーションのジレンマ」（訳）, 2001/7/3
※4 Henry Chesbrough, “Open Innovation”, 2003
※5 Henry Chesbrough and Marcel Bogers, “Explicating Open Innovation - Clarifying an Emerging Paradigm for Understanding Innovation”, Aug. 05 2014

図2｜ 破壊的イノベーションを思いとどまるべき三つの理由

“イノベーションのジレンマ”はデジ
タル化の時代も健在である

● 企業が意図して破壊的イノベーションを起こすには大きな困難が伴う
● 破壊的イノベーションの成功率は低い（成功率に関する学術的なデータはない

が、わずかな成功例が伝説的に語られることから、成功率の低さが推察される）

破壊的イノベーションは思いのほ
かゆっくりと進行する

● 既存ビジネスの破壊は一夜にして全てがひっくり返るような話ではない。破壊が
現実の脅威となるまでには年単位の時間が必要

ー Uberがタクシー業界の脅威となるUberXを開始したのは5年前（2012年）
ー Spotifyが無料の音楽配信サービスにシフトしていったのは8年前（2009年）
ー Netflixがインターネットを介したＶＯＤを始めたのは10年前（2007年）

● 破壊者の姿が見え始めてからでも十分に対応可能
● ただし、いったん破壊者の姿が見え始めたらこれまでの慣習にとらわれず素早く

対処する

そもそも既存ビジネスを破壊する
ことを目的にする必要がない

● 既存ビジネスの拡大こそが、ＣＥＯにとって最も重要なミッション
● 既存のビジネスを自ら破壊していく行為は、株主や既存の顧客、従業員など、

多くのステークホルダーから賛同を得られない

出所｜ クレイトン・クリステンセン, 「イノベーションのジレンマ」（訳）（2001/7/3）を基にNTTデータ経営研究所にて作成

Info-Future® No.56 November 2017│28

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
だ※

３

。
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好

例
と
し
て
、Uber

（
タ
ク
シ
ー
業
界
）、

S
potify

（
音
楽
業
界
）、N

etflix

（
D
V
D
レ
ン
タ
ル
・
テ
レ
ビ
業
界
）に

よ
る
破
壊
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
み
て
す
ぐ
さ
ま

“D
isrupt or B

e D
isrupted!”

な

ど
と
騒
い
だ
り
、
ま
だ
見
ぬ
破
壊
者
に

怯
え
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。

そ
の
主
な
理
由
は
次
の
三
つ
で
あ

る
。（
図
２
）

・
”イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
“
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
も
健
在
で
あ
る

・
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
思
い
の

ほ
か
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る

・
そ
も
そ
も
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
を
破
壊
す

る
こ
と
を
目
的
に
す
る
必
要
が
な
い

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
む

リ
ー
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
魅
力
的
だ

が
、
現
実
的
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も

王
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
る
。
既
存
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
未
知
な

る
破
壊
者
へ
の
備
え
に
も
な
る
。

そ
う
な
テ
ー
マ
の
方
が
本
稿
の
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
と
考
え
、
次
の
五
つ
を
と

り
あ
げ
た
。

（
１
）デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
破
壊
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
乗
り
出
す
べ
き
か

（
２
）デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
進
め
る
べ
き
か

（
３
）チ
ー
フ
・
デ
ジ
タ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー

を
置
く
べ
き
か

（
４
）デ
ジ
タ
ル
化
で
生
じ
る
余
剰
人
員

の
問
題
を
ど
う
す
る
か

（
５
）デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
社
会
は
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

　２
．（
１
）デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
破
壊
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
乗
り
出
す
べ
き
か

答
え
は
ノ
ー
だ
。
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
推
進
す
べ
き
だ
。
し
か

し
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
目
指

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
特
に
現
状
で

う
ま
く
い
っ
て
い
る
大
企
業
で
は
。

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（D

isruptive 

Innovation

）
と
は
、「
ロ
ー
エ
ン
ド

（Low
-end

）ま
た
は
新
市
場（N

ew
-

m
arket

）を
足
が
か
り
に
し
て
成
長

し
、
や
が
て
利
益
の
出
て
い
る
大
企
業

の
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
破
壊
し
て
い
く
イ

２
．（
２
）デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
進
め
る
べ
き
か

や
る
べ
き
こ
と
は
無
数
に
あ
る
が
、

と
り
わ
け
次
の
三
点
が
重
要
で
あ
る
。

（ⅰ）
社
外
に
目
を
向
け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
種
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

（ⅱ）
小
さ
な
仮
説
検
証
サ
イ
ク
ル
を
短
期

間
で
回
し
て
戦
略
と
計
画
を
適
宜
見

直
す

（ⅲ）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
進
め
る

体
制
を
整
備
す
る

（ⅰ）	

社
外
に
目
を
向
け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
種
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
れ
は
有
り
体
に
言
っ
て
し
ま
え
ば 

”オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

“
の
推

進
と
い
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
概

念
を
指
し
て
い
る
だ
け
で
、
方
法
論
と

は
言
い
難
い
。（
図
３
）

重
要
な
の
は
概
念
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
な
く
実
態
で
あ
る
。
社
外
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
見
つ
け
に
行
く
こ

と
は
大
事
だ
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
双
方
向
性
で
あ
る
。
社
外
の
人
材
に

自
社
に
来
て
も
ら
い
、
机
を
並
べ
て
と

も
に
仕
事
を
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
。



※6 エリック・リース, 「リーン・スタートアップ」（訳）, 2012/4/16
※7 トレヴァー・オーエンズ／オービー・フェルナンデス, 「リーン・スタートアップを駆使する企業」（訳）, 2015/6/23
※8 ジョセフ・シュンペーター, 「企業家とは何か」（清成忠男編訳）, 1998/12/1

図3｜ オープンイノベーションとは？

 オープンイノベーションとは？　 
● もともとは２００３年にヘンリー・チェスブロウによって提唱された言葉

※４
。その後、さまざまな団体や個人によって都合よく解釈されて使われてきた。 

● ２０１４年になってチェスブロウはオープンイノベーション再定義
※５

。コーポレート・ベンチャー・キャピタル（ＣＶＣ）やスタートアップ企業の買収といっ 
　た近年の趨勢を踏まえた幅広い定義となっているが、シンプルでわかりやすい定義とは言いがたい。　 
● 結局のところ、イノベーション創出にあたって組織外の力を活用する、といった概念であり、イノベーションの方法論にまで昇華されたものではない。

文献 オープンイノベーションの定義

Open Innovation (2003)
組織内部のイノベーションを促進するために、意図的かつ積極的に内部と外部の技術や
アイデアなどの資源の流出入を活用し、その結果組織内で創出したイノベーションを組織
外に展開する市場機会を増やすことである

“Explicating Open Innovation - Clarifying an 
Emerging Paradigm for Understanding Innovation 
-”, (2014)

組織の境界を越えて、目的に沿って管理された知識の流れに基づく分散型イノベーション
プロセスのことであり、組織のビジネスモデルに沿った金銭的及び非金銭的なメカニズム
を利用する

出所｜ Henry Chesbrough, “Open Innovation”,（2003）、Henry Chesbrough and Marcel Bogers, “Explicating Open Innovation - Clarifying an 
Emerging Paradigm for Understanding Innovation”（Aug.05 2014）を基にNTTデータ経営研究所にて作成

図4｜ リーン・スタート・アップ応用の核心部分と留意点

戦略や計画を仮説とみなす

まず、戦略や計画は修正の余地のある仮説であるとみなすことである。このことは、
リーダーや戦略家にこれまでとは異なる行動様式を要求する。事実と仮説を区別し
て白日の下にさらすこと、失敗や思い込みの誤りを認めオープンにすること、戦
略の転換点を見極めること、そして、実際に頻繁に戦略を転換することなどだ。

明確で客観的な成功の基準を設定
する

また、いつでも修正できるからといって戦略や計画を疎かにしていいわけでもない。
甘えや開き直りを防止するためにも、明確で客観的な成功の基準を設定し、リー
ダーの責任を明確にすることが必要だ。

実用最小限の製品（Minimum 
Viable Product：ＭＶＰ）は“完成”
させる

ＭＶＰという言葉も甘えを誘発しうる。実用最小限の製品は、実運用を通じて思い
込みを排除し、修正・発展させていく核となるものである。もちろん、はじめから“完
璧”である必要はない。しかし、“完成”していることが条件だ。動かないものや壊
れたもので試そうとしてはならない。壊れたもので実運用すると改善の焦点が製品
の壊れた部分にあたってしまい、取り組みの意義が矮小化されてしまう。

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

図5｜ 企業家は「私的帝国の建設」 「勝利」「創造」追求し続ける

企業家 創業企業 人物像を語るエピソード
トラビス・ 
カラニック Uber

● トラビス・カラニックは起業にあたって大きな失敗を繰り返し、給与ゼロの十年間を耐
えた後にUberを創業し成功させた

ダニエル・ 
エク Spotify

● 十四歳で起業したベンチャー企業を売却して十分な資産を築いて、いったんはビジネ
ス界を引退

● その後、ビジネス界に復帰してSpotifyを起業

イーロン・ 
マスク

PayPal 
(の前身企業)
Tesla Motors
Space X

● 最初の起業は１９９５年。その会社を売却して300億円以上の資産を築く。その資金
を元手にPayPalの前身企業を創業

● PayPalではＣＥＯに就任するが、ピーター・ティールなど他の経営陣との間で確執が
起こり、休暇中にＣＥＯを解任される

● その後も屈することなく、保有していたPayPalの株式を元手にスペースＸ（宇宙事業）
やテスラ・モーターズ（電気自動車会社）を創業

● 週八十時間から百時間も働くワーカホリックとしても有名

ジョシュア・ 
クシュナー Oscar Health

● ハーバード・ビジネス・スクールのＭＢＡホルダー。インスタグラムへの投資で成功し
大金と名声を手にする

● その後、オスカー・ヘルス（ＩｎｓＴｅｃｈのスタートアップ）など複数のスタートアップを起業
● 保険界のイーロン・マスクと言われている。トランプ大統領の娘婿、クシュナー氏の

弟でもある

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
的
確

に
変
革
を
実
現
で
き
る

※
６
※
７。

こ
れ
は
単
に

レ
ビ
ュ
ー
の
サ
イ
ク
ル
を
短
く
す
る
と

い
う
話
で
は
な
い
。
そ
の
核
心
部
分
と

留
意
点
を
要
約
す
る
と
次
の
三
点
で
あ

る
。（
図
４
）

・
戦
略
や
計
画
を
仮
説
と
み
な
す

・
明
確
で
客
観
的
な
成
功
の
基
準
を
設

連
携
対
象
と
し
て
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
小
さ
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
が
、
規

模
の
大
小
を
問
わ
ず
幅
広
く
連
携
相
手

を
模
索
す
る
。

（ⅱ）	

小
さ
な
仮
説
検
証
サ
イ
ク
ル
を
短

期
間
で
回
し
て
戦
略
と
計
画
を
適

宜
見
直
す

リ
ー
ン
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
を
応
用
し
て
取
り
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
早
め
に
小
さ

く
失
敗
し
、
そ
こ
か
ら
学
ん
で
改
善
し

定
す
る

・
実
用
最
小
限
の
製
品（M

inim
um

 
V
iable P

roduct：
Ｍ

Ｖ
Ｐ

）は

 

”
完
成 

“
さ
せ
る

（ⅲ）	

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
進
め
る

体
制
を
整
備
す
る

ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を「
新
結
合
」で

あ
る
と
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
で
あ
る「
企
業

家
」に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
彼
は
企
業

家
の
条
件（
機
能
）を「
私
的
帝
国
の
建
設

意
欲
」、「
勝
利
者
意
欲
」、「
創
造
の
喜
び
」

で
あ
る
と
し
た※

８

。
大
企
業
に
お
い
て
不

足
し
が
ち
な
の
は
、
新
結
合
の
ア
イ
デ

ア
で
は
な
く「
企
業
家
」で
あ
る
。

企
業
家
の
精
神
を
持
っ
た
個
人
が
既

存
の
大
企
業
の
枠
に
お
さ
ま
る
こ
と
は

稀
だ
。（
図
５
）

た
だ
、「
企
業
家
」は
特
定
の
個
人
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
重
要
な
の
は
企
業

家
の
条
件（
機
能
）、
す
な
わ
ち「
私
的

帝
国
の
建
設
意
欲
」「
勝
利
者
意
欲
」「
創

造
の
喜
び
」で
あ
る
。
こ
れ
を
社
内
に

ど
う
作
り
出
す
か
が
体
制
整
備
上
の
論

点
に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
大

ま
か
に
い
っ
て
三
つ
の
方
向
性
が
あ



特集レポート

04
小林 洋介

Info-Future® No.56 November 2017│30

サ
ー（
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）だ
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
設

置
し
て
い
る
日
本
企
業
は
少
な
い
た

め
こ
れ
で
は
答
え
に
な
ら
な
い
。
通

常
の
日
本
企
業
を
念
頭
に
お
け
ば
、

戦
略
と
Ｉ
Ｔ
の
両
方
が
わ
か
る
リ
ー

ダ
ー
に
ク
ロ
ス
・
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ー
ム（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）を
率
い
さ
せ

て
企
業
家
機
能
を
担
わ
せ
る
の
が
い

い
。
リ
ー
ダ
ー
の
も
っ
と
も
重
要
な

役
割
は
、
迅
速
に
実
践
し
て
成
果
を

出
す
こ
と
で
あ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
経
営
幹
部
が
投
じ
る
リ

ソ
ー
ス
で
重
要
な
の
は
、
改
革
を
率

い
る
リ
ー
ダ
ー
が
迅
速
に
実
践
し
て

成
果
を
出
す
た
め
の
環
境
だ
。
す
な

わ
ち
、
仮
説
を
試
す
実
験
の
場
を

リ
ー
ダ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
次
の
三
つ
の
提
供

で
あ
る
。

•
実
験
で
き
る
場（
実
店
舗
や
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
実
験
場
と
し

て
確
保
）

•
実
験
を
実
行
す
る
少
数
の
Ｃ
Ｆ
Ｔ

の
メ
ン
バ
ー

•
実
験
に
協
力
し
て
く
れ
る
顧
客
や

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

こ
れ
ら
三
つ
を
リ
ー
ダ
ー
に
提
供

す
る
に
は
、
組
織
の
枠
組
み
を
超
え

る
。「
社
内
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
」、「
新

規
事
業
の
創
出
」、「
顧
客
プ
ロ
セ
ス
の
改

革
」、
の
三
つ
だ
。
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
に
よ
っ
て

企
業
家
機
能
の
作
り
出
し
方
が
異
な
る
。

•
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
社
内
業
務
プ
ロ
セ

ス
改
革

社
内
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
で

は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ（
ま
た
は
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）が
企

業
家
機
能
を
担
う
必
要
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
実
現
し
た
い
と
強

く
願
う
業
務
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、意
図
的
に
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
横
断
す
る
全
社
的
な
取

り
組
み
と
し
て
設
計
す
る
。「
新
結
合
」

に
採
用
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
最
先

端
の
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
む

し
ろ
既
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
実
績
が
あ

る
も
の
の
方
が
い
い
。
は
じ
め
は
小

さ
く
て
も
、
結
果
的
に
は
多
大
な
リ

ソ
ー
ス（
特
に
カ
ネ
）を
投
じ
る
。
新

組
織
の
設
置
は
不
要
だ
が
、
組
織
の

名
称
や
人
事
評
価
の
指
標
な
ど
は
微

調
整
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

•	

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
規
事
業
創
出

新
規
事
業
の
創
出
で
は
、
独
立
性

の
高
い
新
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が

必
須
と
な
る
。
こ
の
新
組
織
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
、
組
織
と
し
て
企
業
家

機
能
を
担
う
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
経
営
幹
部

は
こ
の
組
織
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
過
度
な
干
渉
は
避
け
る
。

多
す
ぎ
る
リ
ソ
ー
ス（
資
金
、
人
材
、

生
産
手
段
）の
投
入
は
か
え
っ
て
企

業
家
機
能
を
損
な
う
。
事
前
に
設
定

し
た
メ
ト
リ
ク
ス
の
数
値
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

連
続
的
に
リ
ソ
ー
ス
を
増
や
す
。
評

価
制
度
や
処
遇
は
、
企
業
家
の
三
つ

の
条
件
に
合
う
よ
う
に
設
計
す
る
。

•
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
顧
客
プ
ロ
セ
ス
改
革

顧
客
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
は
、
社
内

目
線
で
い
う
と「
顧
客
接
点
の
改
革
」

と
も
い
え
る
。

顧
客
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
で
企
業
家

機
能
を
担
う
の
は
、
本
来
的
に
は

チ
ー
フ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
フ
ィ

た
意
思
決
定
が
必
要
だ
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

主
要
幹
部
に
主
体
的
に
働
き
か
け
て
、

適
正
な
リ
ソ
ー
ス
を
投
じ
る
よ
う
促

す
必
要
が
あ
る
。改
革
を
率
い
る
リ
ー

ダ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
を
提
供
し

て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
迅
速
な
成
果
創

出
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
や
実
験
場
と

な
る
店
舗
の
評
価
に
は
、
既
存
の
業
績

指
標
と
は
異
な
る
指
標
を
適
用
す
る
こ

と
が
必
須
と
な
る
。

２
．（
３
）チ
ー
フ
・
デ
ジ
タ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー

を
置
く
べ
き
か

答
え
は
、「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」だ
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
用
語
の
中
で
も
、

チ
ー
フ
・
デ
ジ
タ
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー（
Ｃ

Ｄ
Ｏ
）ほ
ど
混
乱
し
て
い
る
言
葉
は
な

い
。
Ｃ
Ｄ
Ｏ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
五

年
以
上
前
か
ら
あ
る
が
、
未
だ
に
そ
の

定
義
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、
Ｃ

Ｄ
Ｏ
を
置
い
て
い
る
企
業
は
グ
ロ
ー
バ

ル
で
み
て
も
少
数
派
だ
。
も
っ
と
言
え

ば
、
Ｃ
Ｄ
Ｏ
を
置
い
て
い
る
企
業
の
業

績
が
、
同
業
他
社
よ
り
も
優
れ
て
い
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
な
い
。
要
す
る
に
、

今
の
段
階
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｏ
を
任
命
す
る
こ
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る
、
と
直
感
的
に
わ
か
っ
て
い
る
。
情

報
を
オ
ー
プ
ン
に
せ
ず
、
自
分
が
い
な

い
と
業
務
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
状
態

を
無
意
識
の
う
ち
に
作
り
出
す
。
自
分

の
価
値
が
下
が
る
取
り
組
み
に
は
後
ろ

向
き
に
な
る
。

希
望
退
職
者
を
募
る
だ
け
で
乗
り
切

る
の
は
難
し
い
。
一
般
論
と
し
て
の
解

は
、 

”
余
剰
人
員
は
高
付
加
価
値
業
務

へ
シ
フ
ト 

“
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、 

”
高
付
加
価
値
業
務 

“
の
中

身
が
空
疎
だ
と
、
か
え
っ
て
逆
効
果
に

も
な
る
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
代
替

案
を
提
示
し
た
い
。

•
残
業
ゼ
ロ
：
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

残
業
ゼ
ロ
化
や
働
き
方
改
革
の
取
り

組
み
と
し
て
進
め
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

賛
同
す
る
社
員
は
必
ず
で
て
く
る
。

•
デ
ジ
タ
ル
化
の
先
駆
者
：
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
う
ま
く
進
め
る
コ
ツ

は
、
既
存
の
業
務
や
ル
ー
ル
の
シ
ン

プ
ル
化
で
あ
る
。
実
践
す
る
こ
と
で

そ
の
コ
ツ
を
つ
か
め
る
が
、
実
践
し

な
い
と
コ
ツ
を
つ
か
め
な
い
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
過
渡
期
に
は
多
く
の
変
革

実
践
要
員
が
必
要
と
な
る
。
全
社
変

革
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
次
の
変
革

へ
の
ア
サ
イ
ン
を
約
束
す
る
。

と
が
大
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
成
功
要

因
な
の
か
ど
う
か
、
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
Ｃ
Ｄ
Ｏ
に
求
め
ら

れ
る
人
材
要
件
は
厳
し
い
。
Ｅ
ビ
ジ
ネ

ス
の
経
験
、
人
脈
、
顧
客
へ
の
洞
察
力
、

戦
略
策
定
力
、
自
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
知
識
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
応
用
力
、

デ
ー
タ
分
析
に
関
す
る
見
識
、
既
存
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
知
見
、
そ
し
て
、
変
革

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
。
こ
の
よ
う
な
人
材
は
、
社

内
に
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見

回
し
て
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

仮
に
見
つ
か
っ
て
も
、
自
社
に
来
て
く

れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
誤
っ

た
人
材
を
配
属
す
る
と
か
え
っ
て
デ
ジ

タ
ル
化
の
ブ
レ
ー
キ
に
も
な
る
。

も
し
Ｃ
Ｄ
Ｏ
を
置
く
つ
も
り
な
ら
、

広
範
で
曖
昧
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
た
せ

て
は
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
変
革
を

実
現
し
た
い
の
か
を
明
確
に
し
、
そ
の

枠
組
み
の
中
で
も
Ｃ
Ｄ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
絞
り
込
ん
で
責
任
の
範
囲
を
限
定
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｄ
Ｏ
が
見
つ
か

ら
な
い
リ
ス
ク
、
誤
っ
た
人
材
を
Ｃ
Ｄ
Ｏ

に
登
用
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
。

２
．（
４
）デ
ジ
タ
ル
化
で
生
じ
る
余
剰
人

員
の
問
題
を
ど
う
す
る
か

”余
剰
人
員 

“
は
、
余
剰
人
員
と
し

て
で
は
な
く
、
変
革
の
核
要
員
と
し
て

扱
う
べ
き
だ
。

多
く
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
余
剰

人
員
の
問
題
を
一
刀
両
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
国
家
レ
ベ
ル
で
見
る
と
労
働

人
口
は
確
実
に
減
少
し
て
い
る
た
め
、

効
率
化
を
歓
迎
す
る
向
き
も
あ
る
。
そ

れ
は
そ
れ
で
合
理
的
だ
。
し
か
し
、
個

別
の
企
業
レ
ベ
ル
み
れ
ば
、
や
は
り
余

剰
人
員
の
問
題
は
発
生
す
る
。
特
に
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
は
、
単
純
作
業
だ
け
で
な
く
専

門
的
な
知
識
労
働
の
分
野
に
も
波
及
し

て
い
く
た
め
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
く
な
る
。

一
見
す
る
と
簡
単
そ
う
な
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
大
企
業
が
苦
戦
す
る
こ
と

が
あ
る
。
分
厚
い
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

も
と
に
Ｏ
Ｋ
／
Ｎ
Ｇ
を
下
す
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
そ
の
典
型
だ
。
余
剰
人
員

の
問
題
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上

で
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
社
員
は
、
自
分
が
価
値
あ
る

存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ

•
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
：
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
今
後
も
連
続
的
に
起
こ
る
。
現

場
へ
の
ロ
ー
ル
ア
ウ
ト
要
員
は
不
足

し
が
ち
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
新
た
な
業
務
の
あ
り
方
を
全
社
的

に
展
開
す
る
担
当
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
一
過
性
の
も
の
と
考

え
ず
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
と
考
え
れ
ば
、 

”
余
剰
人
員 

“
を
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
核

要
員
と
し
て
活
用
で
き
る
。

２
．（
５
）デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
社
会
は
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

未
来
は
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
投
資
を
躊
躇
す
る
理
由
に
は
な

ら
な
い
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
や

X
a
a
S
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
態
は
、
現

在
進
行
形
で
消
費
者
へ
の
更
な
る
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
を
引
き
起
こ
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
が
、
社
会
全
体
に
及
ぼ
す

影
響
は
ま
だ
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。
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•
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

Ａ
Ｉ
の
進
化
は
現
在
の
生
活
者
の
仕

事
を
確
実
に
奪
っ
て
い
き
、
そ
し
て
多

く
の
生
活
者
は
現
在
の
仕
事
を
変
え
て

い
く
。　

少
し
前
の
こ
と
に
な
る
が
、 

”
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
な
く
な
る
仕
事 

“
の

話
題
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
マ
イ
ケ
ル
・

A
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
が「
雇
用
の
未
来
」の

な
か
で
、約
50
％
の
仕
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
置
き
か
わ
る※1

※

と
し
て
注
目
を
集
め

た
。
Ｃ
Ｓ
Ｔ
が
公
表
し
て
い
る

「
２
０
３
０
年
の
仕
事
」で
は
、 

”
デ
ジ
タ

ル
通
貨
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

“
や 

”
ノ
ス
タ

ル
ジ
ス
ト 

“
と
い
っ
た
新
た
に
登
場
す

る
未
来
の
職
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
る※※

※

。

こ
う
い
っ
た
話
は
、
技
術
的
失
業
の

問
題
と
直
接
関
係
す
る
。
急
速
す
ぎ
る

Ａ
Ｉ
化
は
、
若
く
て
有
能
な
人
た
ち
に

と
っ
て
は
明
る
い
未
来
で
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
有
能
な
人
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
を

強
調
す
る
著
作
も
あ
る
が※※

 ※

、
そ
の
他
の

多
く
一
般
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
貧

困
化
の
恐
怖
と
同
義
で
あ
る
。
現
在
の

日
本
に
は
、
企
業
で
長
く
働
く
こ
と
で

技
能
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
に
伴
っ
て
収

入
も
増
え
る
、
と
い
う
社
会
通
念
が
あ

る
。
社
会
制
度
も
基
本
的
に
は
そ
う

一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
社
会
全
体

を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き

な
の
が
、
顧
客
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
／
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ィ
ッ
ド
リ
ア
リ

テ
ィ（
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
）の
３
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

•	

顧
客
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

世
間
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
だ
が
、
社
会
へ
の
影
響
力
の
観

点
か
ら
は
、
顧
客
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

集
積
が
特
に
破
壊
力
が
あ
る
。
既
存
の

法
律
・
規
制
の
範
囲
内
で
も
、
パ
ー
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
梃
子
に
し
て
個
人
デ
ー
タ
を

集
積
し
、
統
合
し
、
利
用
す
る
こ
と
は

可
能
だ
。

企
業
は
顧
客
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、

個
人
の
好
み
や 

”
今
こ
の
瞬
間 

“
に

あ
っ
た
、
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
出
す
。
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は

個
人
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る

た
め
、
顧
客
は
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
顧
客
は
、
最
初
の
う
ち
は
個

人
デ
ー
タ
を
企
業
に
知
ら
れ
る
こ
と
に

不
安
や
不
快
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
、

や
が
て
は
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
、
自
ら
進
ん
で
情
報
を

提
供
す
る
よ
う
に
な
る
。

企
業
は
、
よ
り
個
々
人
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
提
供
す
る
た
め

に
、
バ
イ
ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
け

で
な
く
、
利
害
が
一
致
す
れ
ば
異
業
種

も
巻
き
込
ん
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
集
積

す
る
。
こ
う
し
て
、
業
界
の
垣
根
を
越

え
た
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
緩
や
か
に
進
行

し※
９

、
そ
し
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
巨
大
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
。

こ
の
企
業
集
合
体
の
欲
望
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
け
れ
ば
、
ソ
フ

ト
な
経
済
的 

”
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー 

“
が

誕
生
し
、
消
費
者
は
不
利
益
を
被
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
社
会
が

こ
の
企
業
集
合
体
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
全
て
の
人
が
極
め

て
優
秀
な
無
料
の
バ
ー
チ
ャ
ル
秘
書
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。

い
っ
た
現
在
の
社
会
通
念
を
ベ
ー
ス
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。「
時
代
に
つ
い
て
行

け
ず
に
貧
し
く
な
る
の
は
自
己
責
任

だ
」と
い
う
の
は
論
理
的
に
は
正
し
い
。

た
だ
、
社
会
通
念
や
社
会
制
度
と
現
実

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
ま
り
に
急
速
に
広

が
る
と
、
過
渡
期
の
世
代
に
し
わ
寄
せ

が
い
く
。
四
十
歳
を
超
え
た
人
の
転
職

は
容
易
で
は
な
い
。　

雇
用
の
不
安
定
化
は
、
社
会
の
不
安

定
化
だ
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
導

入
は
否
定
し
な
い
が
、
社
会
通
念
や
社

会
制
度
、
あ
る
い
は
人
材
の
価
値
の
考

え
方
が
今
の
ま
ま
だ
と
、生
活
者
に
と
っ

て
の
不
安
は
増
大
し
て
い
く
。
個
人
も

企
業
も
社
会
も
、
人
材
の
価
値
や
技
能

の
評
価
の
考
え
方
を
時
代
に
合
わ
せ
て

変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
い
ず
れ
は
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
が
訪
れ
る
。「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

以
降
、
人
間
の
知
能
は
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
問
い
に
は
意
味
が
な
い
。
知
性

の
面
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
が
人
間
よ
り
も
良

い
答
え
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
良
い
問

い
を
生
み
出
し
、
良
い
分
析
を
行
い
、

良
い
結
果
を
出
す
よ
う
に
な
る
。
シ
ン

ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
到
来
は
２
０
４
５
年

と
も
２
０
３
０
年
頃
と
も
い
わ
れ
て
い
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困
難
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
未
来
は
だ

れ
に
も
わ
か
ら
な
い
。

今
後
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
連
続
的

に
起
こ
る
。
未
来
は
不
確
実
性
を
増
し

て
い
く
だ
ろ
う
。
不
確
実
な
未
来
は
長

期
的
な
投
資
を
躊
躇
さ
せ
る
。
し
か
し
、

投
資
し
な
け
れ
ば
競
争
に
勝
つ
こ
と
は

で
き
な
い
。
従
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う

に
小
さ
な
仮
説
検
証
サ
イ
ク
ル
を
短
期

間
で
回
し
て
戦
略
と
計
画
を
適
宜
見
直

し
、
連
続
的
に
リ
ソ
ー
ス
を
投
じ
て
い

く
経
営
手
法
が
よ
り
重
要
性
を
増
し
て

い
く
。

3	

い
く
つ
か
の
制
約
事
項

本
格
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
よ
う

と
す
る
と
す
ぐ
に
制
約
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
そ
れ
ら
の
う
ち
発
生
ケ
ー
ス

が
多
く
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
三
つ
の

問
題
、
Ｉ
Ｔ
部
門
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不

足
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
基
準
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
企
業
文
化
の
問
題
に
つ
い
て
言
及

し
、
対
応
策
を
示
し
た
い
。

３
．（
１
）Ｉ
Ｔ
部
門
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足

デ
ジ
タ
ル
化
を
本
格
化
し
よ
う
と
す

る
が
、
そ
の
後
の
社
会
が
ど
う
な
る
か

は
予
測
が
難
し
い
。

•
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
／
オ
ー
グ
メ
ン

テ
ィ
ッ
ド
リ
ア
リ
テ
ィ（
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
）

Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ（
以
降
、
Ｖ
Ｒ
と
表
記
）

は
、
顧
客
接
点
に
入
り
込
ん
で
顧
客
プ

ロ
セ
ス
を
大
き
く
変
え
る
。
消
費
者
は

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
消
費
す
る

前
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
確
か
め
る

よ
う
に
な
る
。

仕
事
面
で
は
働
き
方
や
技
能
の
習
得

方
法
を
変
え
て
い
く
。
自
宅
か
ら
Ｖ
Ｒ

空
間
に
入
っ
て
同
僚
と
協
働
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
熟
練
者
の
体
験
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
お
け
ば
、
未
経
験
者
の
ス
キ

ル
や
技
能
の
習
得
に
も
役
立
て
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

し
か
し
、
社
会
に
と
っ
て
よ
り
重
大

な
の
は
、
Ｖ
Ｒ
が
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ

ル
を
融
合
さ
せ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、

リ
ア
ル
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
線
を

あ
い
ま
い
に
し
て
い
く
点
だ
。

Ｖ
Ｒ
は
時
間
と
空
間
を
超
え
た
追
体

験
を
可
能
に
す
る
。
同
時
に
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
追
体
験
も
可
能
に
す
る
。
リ

ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
体
験
は
人
の
思
考
や

行
動
へ
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
。

現
実
の
社
会
に
は
様
々
な
意
見
の
対

立
が
あ
る
。
歴
史
的
、宗
教
的
、哲
学
的
、

政
治
的
な
問
題
の
ほ
か
、
人
の
生
死
に

関
わ
る
問
題
な
ど
、
価
値
判
断
を
含
む

こ
と
が
ら
に
関
す
る
意
見
の
対
立
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
体
験
を
伴
う

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
紛
れ
込
ん
で
く
れ

ば
、
異
な
る
立
場
の
人
た
ち
は
、
本
来

不
要
な
は
ず
の
対
立
を
深
め
る
か
も
し

れ
な
い
。

何
が
リ
ア
ル
で
何
が
バ
ー
チ
ャ
ル
か
、

何
が
事
実
で
何
が
意
見
か
、
何
が
真
実

で
何
が
偽
り
か
を
認
識
で
き
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
社
会
を
よ
り
良
い
方
向

へ
よ
り
変
え
て
い
く
力
に
も
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
確
か
に
社
会
を
変
化

さ
せ
る
。
た
だ
、
社
会
変
化
を
引
き
起

こ
す
の
は
デ
ジ
タ
ル
だ
け
で
は
な
い
。

バ
イ
オ
、
ゲ
ノ
ム
、
宇
宙
開
発
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
な
ど
、
他
の
様
々
な
技
術
革

新
が
同
時
並
行
で
社
会
や
生
活
を
変
え

て
い
く
。
人
口
動
態
、
経
済
格
差
、
各

国
の
政
策
な
ど
も
、
さ
ら
に
直
接
的
に

社
会
を
変
え
う
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術

に
着
目
し
た
未
来
予
想
は
可
能
だ
が
、

未
来
の
全
体
像
を
正
し
く
描
く
こ
と
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
変
化
が

い
つ
起
こ
る
か
を
見
通
す
の
は
さ
ら
に

る
時
、
Ｉ
Ｔ
部
門
の
リ
ソ
ー
ス
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
不
足
は
よ
く
問
題
に
な
る
。

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
な
ど
に
手
一
杯
で
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
新
た
な
取
り
組
み
に
人
を
割
け

な
い
。
こ
の
問
題
に
明
快
な
解
は
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
打
ち
手
を
例
示
し
て

お
く
。

•
デ
ジ
タ
ル
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
を
練

り
な
が
ら
機
が
熟
す
の
を
待
つ
。
Ｃ

Ｉ
Ｏ
も
構
想
策
定
に
加
わ
り
、
今
後

の
要
員
需
要
を
見
越
し
て
予
め
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
確
保
し
て
お
く
。

•
デ
ジ
タ
ル
化
要
員
を
一
定
数
確
保
し

て
案
件
へ
の
ア
サ
イ
ン
を
別
管
理
に

す
る
。
少
数
で
も
か
ま
わ
な
い
。
ま

ず
は
小
さ
く
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
。

•
外
部
か
ら
人
材
を
採
用
し
て
追
加
す

る
。
採
用
し
た
人
材
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

新
た
な
取
り
組
み
に
ア
サ
イ
ン
す
る
。

•
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
を
減
ら

す
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
で
な
い
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中
止
す
る
。
類
似
案

件
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
て
一
つ
に
ま

と
め
る
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
る
。

•
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ン
プ
ル

化
を
図
り
、
シ
ス
テ
ム
対
応
が
必
要
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そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
を
し
な
い
こ
と

だ
。
解
釈
変
更
は
い
ず
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
形
骸
化
さ
せ
、
全
社
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
規
律
を
乱
し
、
収
拾
の
つ
か
な

い
事
態
を
誘
発
す
る
か
ら
だ
。
二
点
目

は
、
必
ず
効
果
検
証
を
行
う
こ
と
だ
。

事
前
に
計
画
し
た
Ｒ
Ｏ
Ｉ
や
成
功
指
標

に
基
づ
い
て
、
必
ず
事
後
の
効
果
測
定

を
行
う
。
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
事
前
事

後
で
効
果
検
証
を
し
て
い
る
日
本
企
業

は
30
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
事
後
検
証

を
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
責
任
を
取
ら
な

く
て
い
い
と
い
う
免
罪
符
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
だ
。
コ
ス
ト
の
増
大
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
遅
延
、
品
質
の
低
下
を
避

け
る
に
は
、
効
果
測
定
は
必
須
で
あ
る
。

３
．（
３
）リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
企
業
文
化
の

問
題

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
、
変
わ
ろ
う
と
し

な
い
現
場
、
組
織
文
化
と
い
っ
た
壁
に

ぶ
ち
当
た
る
。
し
か
し
、
こ
の
壁
は
ほ

と
ん
ど
幻
想
だ
。
壁
が
あ
る
と
思
う
か

ら
本
当
に
壁
が
で
き
る
。
幻
想
を
打
ち

な
範
囲
を
減
ら
す
。
開
発
規
模
を
縮

小
し
て
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
捻
出
す

る
。

•
新
規
事
業
の
創
出
に
取
り
組
む
。
投

入
す
る
リ
ソ
ー
ス
が
少
な
く
て
す

む
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
き
な
り
Ｉ
Ｔ

ド
リ
ブ
ン
で
の
大
掛
か
り
な
改
革
は
断

行
し
な
い
ほ
う
が
賢
明
だ
。
Ｉ
Ｔ
リ

ソ
ー
ス
が
不
足
し
た
ま
ま
強
引
に
進
め

る
と
、
大
き
な
混
乱
と
時
間
や
資
金
の

ロ
ス
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
小
さ
く

て
も
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、
自
社

で
う
ま
く
い
く
や
り
方
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。

３
．（
２
）Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
基
準
を
満
た
せ
な
い

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
投
資
判
断
に
際
し

て
、
既
存
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
枠
組
み
で
は
投
資
対
効
果（
Ｒ

Ｏ
Ｉ
）の
基
準
を
満
た
せ
ず
投
資
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
う

い
っ
た
時
は
迷
わ
ず
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

変
更
す
べ
き
だ
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
変
わ
る
の
だ
か

ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
変
更
も
必
要
だ

と
考
え
れ
ば
よ
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

変
更
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
限
っ
た
も
の
で
も
よ
い
。
変
更
の
観

点
を
い
く
つ
か
例
示
す
る
。

•
ハ
ー
ド
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト（
効
果
が
確

実
な
も
の
）と
ソ
フ
ト
ベ
ネ
ッ
ト（
不

確
実
だ
が
効
果
が
予
想
さ
れ
る
も

の
）を
区
別
し
つ
つ
も
、
両
方
と
も

効
果
と
し
て
見
込
む
。

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
せ
ず
現
状
を

維
持
し
た
場
合
の
経
済
的
な
損
失
を

加
味
す
る
。
機
会
損
失
だ
け
で
な
く
、

競
合
他
社
に
よ
る
侵
食
も
考
慮
に
入

れ
る
。

•
投
資
回
収
期
間
を
変
更
す
る（
早
過

ぎ
る
回
収
期
間
を
是
正
す
る
）。

•
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
で
は
な

く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
で
Ｒ
Ｏ
Ｉ
を

管
理
す
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
運
用
で

留
意
す
べ
き
点
を
二
つ
挙
げ
て
お
き
た

い
。
一
点
目
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
そ
の

も
の
を
変
更
せ
ず
に 

”
解
釈
変
更 

“
で

破
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
は
三
つ
だ

け
だ
。
人
事
評
価
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
組
織
横

断
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
変
え
る
こ
と
、
そ
の

評
価
制
度
を
正
し
く
運
用
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
る

こ
と
だ
。

本
当
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

た
い
な
ら
、
選
ぶ
べ
き
変
革
の
リ
ー

ダ
ー
は
今
の
エ
ー
ス
社
員
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
旧
来
の
枠
組
み
で
評
価

さ
れ
て
き
た
社
員
よ
り
も
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
探
す
方
が
よ
い
。

リ
ー
ダ
ー
候
補
を
選
ぶ
際
に
は
、
能
力

は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も

過
去
の
行
動
特
性
に
焦
点
を
あ
て
る
こ

と
が
必
要
だ
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
点
だ
。

•
会
社
へ
の
貢
献
意
欲
：
個
人
や
組
織

の
利
益
で
は
な
く
会
社
の
利
益
を
考

え
た
提
言
や
言
動
を
し
て
い
る
か

•
責
任
を
と
る
能
力
：
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
事
を
形
だ
け
取
り
繕
っ
て
ご

ま
か
し
て
い
な
い
か
、
自
分
が
関

わ
っ
て
失
敗
し
た
事
に
対
し
て
責
任

を
取
っ
た
か

•
事
実
へ
の
真
摯
さ
：
経
営
層
に
と
っ

て
都
合
の
悪
い
事
実
で
あ
っ
て
も
率

直
に
話
し
た
か
、
耳
触
り
の
い
い
こ
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当
社
の
事
業
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
こ
う
い
っ
た
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
診
断
、
戦
略
策
定
、
お
よ
び
実

行
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
数
多
く
手
が
け
て

い
る
。
本
稿
も
、
こ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

化
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
大
企
業

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

終
わ
り
に

本
稿
を
書
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
ク
レ
イ
ト
ン
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー

（
Ｈ
Ｂ
Ｒ
）へ
の
寄
稿
文
で
あ
る
。
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
は「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ジ
レ
ン
マ
」の
著
者
で
あ
り
、
現
代
の

大
企
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

大
家
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
彼

が
Ｈ
Ｂ
Ｒ
へ
の
寄
稿
文
の
中
で「U

ber
は
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

い
」と
書
い
た※1

※

。
そ
の
二
ヵ
月
後
、
ウ
ェ

ブ
メ
デ
ィ
ア
のTech C

runch

が
、 

”
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
は
間
違
っ
て
い
る 

“
と

す
る
記
事※1

※

を
掲
載
し
た
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
と
い
う
話

を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
今
、
政
治
の

と
ば
か
り
言
っ
て
い
な
い
か
、
思
い

込
み
で
話
し
て
い
な
い
か

•
現
実
へ
の
柔
軟
性
：
あ
り
が
ち
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
自
分
の
考
え
に
固

執
せ
ず
、
現
実
に
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
た
か

•
リ
ス
ク
を
と
る
勇
気
：
失
敗
の
可
能

性
の
あ
る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

し
た
か

こ
う
い
っ
た
人
材
は
社
内
で
埋
も
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
既
存
の
人
事
制

度
で
は
評
価
さ
れ
な
い
か
ら
だ
が
、
必

ず
し
も
そ
う
い
っ
た
既
存
の
人
事
制
度

が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
こ
ん
な
人
材
ば
か
り
だ
と
組
織
は

安
定
性
を
失
う
か
ら
だ
。
幸
い
日
本
の

大
企
業
は
人
材
の
宝
庫
だ
と
思
う
。
そ

の
気
に
な
っ
て
社
内
を
探
せ
ば
、
必
ず

良
い
人
材
が
見
つ
か
る
は
ず
だ
。
デ
ジ

タ
ル
化
を
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
の

機
会
と
し
て
使
う
こ
と
も
有
効
で
あ

る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
自
ら
が
幅
広
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

4	

結
論
に
か
え
て

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

実
践
し
て
み
る
こ
と
が
な
に
よ
り
重
要

で
あ
る
。
検
討
す
る
だ
け
、
先
進
事
例

の
情
報
を
収
集
す
る
だ
け
で
は
、
他
社

の
や
っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
が
気
に

な
っ
て
主
体
性
を
失
う
。
ま
ず
始
め
て

み
れ
ば
地
に
足
が
着
く
。
他
社
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
自
社
の
文
脈

で
冷
静
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

何
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
と
迷
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
手
始
め
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
沿
っ
た
プ
ロ
セ
ス

の
可
視
化
か
ら
始
め
る
。
プ
ロ
セ
ス
毎

に
現
在
か
か
っ
て
い
る
コ
ス
ト
と
社
員

の
工
数
を
書
き
込
ん
で
み
る
。
同
時
並

行
で
現
在
の
経
営
課
題
を
棚
卸
し
す

る
。
こ
れ
ら
を
突
き
合
わ
せ
て
、
デ
ジ

タ
ル
改
革
の
方
向
性
を
見
極
め
る
診
断

を
行
う
。

「
1　

今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
」で
示
し
た
と
お
り
、
多
く
の
日
本

企
業
は
い
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討
段

階
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
は

こ
れ
か
ら
始
め
て
も
遅
く
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
む
し
ろ
、
今
か
ら
始
め
る

方
が
、
他
社
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
失
敗
を

糧
に
で
き
る
分
、
賢
い
選
択
と
も
い
え

る
。

世
界
で
は「
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の

時
代
」と
言
わ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ク
・

ニ
ュ
ー
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
拡
散
さ
れ
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
や
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
を
生
ん
だ
と
す
る
現
象
を

指
し
て
こ
の
言
葉
を
使
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ブ
ロ
グ
な
ど
で
驚
き
の
事
実
を
見
つ
け

て
も
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
そ

の
反
対
の
事
実（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

フ
ァ
ク
ト
）が
見
つ
か
る
。
政
治
の
世

界
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

も
同
じ
現
象
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
領
域
の
あ
ら
ゆ
る
専
門
家

が
、
好
み
の 

”
事
実 

“
を
述
べ
る
時

代
の
到
来
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て

言
葉
が
氾
濫
す
る
。

世
の
中
に
は
多
様
な
意
見
が
あ
り
、

何
が
真
実
で
何
が
偽
り
で
あ
る
か
は
簡

単
に
は
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
何
が
真
実
か
ま
だ
わ

か
ら
な
い
う
ち
で
あ
っ
て
も
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
取
り
組
み
は
そ
の
典
型
だ
。

今
後
の
経
営
で
は
そ
う
い
っ
た
状
況
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ

う
い
っ
た
時
代
に
、
企
業
は
ど
う
対
応

し
、
生
き
残
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
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は
じ
め
に

業
務
変
革
の
目
的
は
様
々
で
あ
る
。

経
営
計
画
達
成
の
為
の
各
種
変
革
、
顧

客
満
足
度
の
向
上
を
狙
っ
た
も
の
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
改
善
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
向
上
な
ど
、
企
業
に
よ
っ
て
、
ま

た
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
目
的
や
進
め
方

は
異
な
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
日
本
で
も
、
Ｂ

Ｐ
Ｒ（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）と
い
う
言
葉
の
流
行

と
と
も
に
、
各
社
が
こ
ぞ
っ
て
様
々
な

業
務
変
革
に
取
り
組
ん
だ
時
期
が
あ
っ

た
。
あ
れ
か
ら
20
年
、
今
で
は
多
く
の

企
業
に
お
い
て
、
日
々
何
か
し
ら
の
変

革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
恒
常
的

に
業
務
変
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
で
、
フ
ロ
ン
ト

オ
フ
ィ
ス
を
中
心
に
、
業
務
変
革
は
さ

ら
に
そ
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
多
様
化
、

高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

世
の
風
潮
と
し
て
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
目
覚
し
い
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
経
営
者（
と
り
わ
け
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・

Ｃ
Ｉ
Ｏ
）に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
常
的
に
業
務
変
革
が
行

わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

企
業
も
そ
の
運
営
・
実
現
に
は
非
常
に

苦
労
し
て
い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。

変
革
の
企
画
か
ら
始
ま
り
、
計
画
策
定
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ
、
実
行
推
進
、

い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
社
内
の

人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
か
ら
か
外
部
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ベ
ン
ダ
ー
に
支
援

を
求
め
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
悪
戦

苦
闘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
日
本
企
業

は 

”
変
え
る 

“
こ
と
が
苦
手
だ
。

業
務
変
革 

”
あ
る
あ
る 

“

企
業
の
業
務
変
革
の
現
場
に
お
い
て

は
、
例
え
ば
以
下
の
状
況
が
散
見
さ
れ

る
。

勝
ち
続
け
る
組
織
の
設
計
技
法

～
デ
ジ
タ
ル
化
の
荒
波
で
沈
む
組
織
、
飛
躍
す
る
組
織
～

NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
アソシエイトパートナー

野中 淳
N O N A K A  J U N

大手外資系コンサルティングファー
ム、システムインテグレータを経て
NTTデータ経営研究所に入社。主
にサービス業、製造業、金融機関
等に対して、事業戦略の策定・実
行支援、業務・組織・IT変革に関
わるコンサルティングサービスを数多く
提供。なかでも、IT部門の組織・人
材変革、IT戦略の策定、大規模シ
ステムの企画構想・プロジェクト管理・
監査等、情報システムに関しては幅
広いコンサルティング実績をもつ。
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•
事
務
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
目
的

で
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
を
事
務
セ
ン
タ
ー
に
集

約
・
標
準
化
を
図
っ
た
が
、
事
務
セ

ン
タ
ー
内
の
業
務
最
適
化
の
為
に
、

利
用
者
で
あ
る
事
業
部
、
拠
点
に
対

し
て
厳
し
い
締
切
り
時
間
や
内
容
不

備
時
の
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
設
け

た
。
結
果
、
事
務
セ
ン
タ
ー
の
コ
ス

ト
は
順
調
に
下
が
っ
て
い
っ
た
が
、

一
方
で
各
事
業
部
、
拠
点
で
は
事
務

セ
ン
タ
ー
の
締
め
切
り
を
遵
守
す
る

た
め
要
員
増
・
残
業
を
強
い
ら
れ
、

ま
た
本
来
セ
ン
タ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
内
容
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
な
ど
の
二
重
処
理
が
発
生
し
企
業

グ
ル
ー
プ
全
体
で
コ
ス
ト
増
と
な
っ

て
い
た
。

•
営
業
シ
ス
テ
ム
の
保
守
切
れ
に
伴
う

更
改
で
、
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
型
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
Ｉ
Ｔ
部
門
主
導
で

導
入
。
し
か
し
短
期
間
で
の
導
入
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
来
の
仕
様
を

単
純
に
踏
襲
し
よ
う
と
し
て
、
以
前

の
シ
ス
テ
ム
に
似
せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ソ
フ
ト
の
特
性
に
合
わ
な
い
機
能
や

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
無

理
や
り
作
り
こ
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

新
シ
ス
テ
ム
は
不
自
然
な
デ
ー
タ
の

持
ち
方
、
重
い
検
索
機
能
、
似
て
非

な
る
画
面
遷
移
等
、
以
前
よ
り
使
い

勝
手
の
悪
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
を
補
う
為
に
、
現
場

は
別
シ
ス
テ
ム
・
ツ
ー
ル
を
導
入
、

結
果
、
正
規
の
シ
ス
テ
ム
は
活
用
度

合
い
が
減
り
、
営
業
情
報
は
正
し
く

入
力
さ
れ
ず
、
部
署
別
に
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
貴
重

な
デ
ー
タ
も
別
シ
ス
テ
ム
・
ツ
ー
ル

な
ど
に
点
在
し
て
し
ま
っ
た
。

•
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
号
令
の
も
と
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
現
場
に
一
斉
導
入
し
、
営

業
情
報
、
接
客
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
提
供
や
、
各
種
業
務
処
理
が
可

能
な
様
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

制
約
等
か
ら
ア
プ
リ
の
起
動
～
ロ
グ

イ
ン
～
業
務
実
施
ま
で
の
手
順
が
煩

雑
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
照
で
き
る

情
報
に
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
結
局

事
業
所
に
も
ど
り
Ｐ
Ｃ
で
作
業
す
る

方
が
早
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
現
場
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

殆
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
保
守

切
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
た
な
デ
バ

イ
ス
の
検
討
が
Ｉ
Ｔ
部
門
主
導
の
も

と
に
行
わ
れ
て
い
る
。

•
経
理
業
務
の
業
務
変
革
と
し
て
、
業

務
の
集
約
、
標
準
化
、
簡
素
化
を
推

進
し
た
が
、
上
流
の
業
務
で
あ
る
請

求
業
務
や
、
調
達
業
務
に
つ
い
て
は
、

営
業
部
門
や
購
買
部
門
が
業
務
を
所

管
し
て
お
り
、
関
係
部
門
と
の
調
整

が
難
航
し
た
。
結
局
当
該
領
域
の
変

革
に
つ
い
て
は
手
付
か
ず
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

•
業
務
を
効
率
化
し
、
人
員
の
再
配
置

～
再
活
用
／
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
と

し
た
業
務
変
革
を
推
進
。
業
務
の
効

率
化
は
一
旦
実
現
し
た
も
の
の
、
人

員
の
シ
フ
ト
は
進
ま
ず
、
結
局
余
っ

た
人
が
新
た
な
仕
事
を
作
り
出
し
、

従
来
ど
お
り
の
業
務
を
続
行
し
た
。

結
果
、
二
重
三
重
の
業
務
処
理
と
な

り
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
は
む

し
ろ
コ
ス
ト
増
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

•
前
Ｃ
Ｅ
Ｏ
時
代
に
作
っ
た
事
務
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
立
ち
上
げ
当
初
計
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1	

業
務
組
織
間
の
壁

•
一
般
的
に
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
は
、
当

該
プ
ロ
セ
ス
を
実
行
す
る
部
署
が
所

管
し
て
お
り
、
業
務
の
内
容
、
シ
ス

テ
ム
の
仕
様
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
部
門

が
決
定
権
を
持
つ
こ
と
が
多
い

•
例
え
ば
、
販
売
→
出
荷
→
請
求
→
入

金
確
認
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
で

は
、
営
業
、
配
送
、
営
業
事
務
、
経

理
な
ど
の
複
数
の
部
門
に
業
務
プ
ロ

セ
ス
が
ま
た
が
っ
て
お
り
、
個
々
の

プ
ロ
セ
ス
・
シ
ス
テ
ム
仕
様
は
夫
々

の
組
織
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

•
こ
の
状
況
で
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
エ
ン

画
さ
れ
て
い
た
業
務
領
域
の
拡
大

や
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
展
開
が

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
当
初
描
い
て
い
た
長
期
的

な
効
果
も
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

新
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
解
散
さ
せ
た
。

変
革
を
阻
む
３
つ
の 

”
壁 

“

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
し

起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
く
の
業
務
変
革
は
、 「
期
間
内
・
予

算
内
の
シ
ス
テ
ム
導
入
は
上
手
く
い
っ

た
」、「
あ
る
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
業
務

は
効
率
化
さ
れ
た
」、「
予
定
さ
れ
て
い

た
事
務
セ
ン
タ
ー
は
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
」等
、
限
ら
れ
た
範
囲
や
一
時

的
に
は
上
手
く
い
く
が
、
組
織
を
俯
瞰

す
る
視
点
や
、
中
期
的
な
期
間
で
状
況

を
み
て
み
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど 

”
壁 

“
に
突
き
当
た
り
、先
に
述
べ

た 

”
あ
る
あ
る 

“
な
様
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。

こ
の
変
革
を
阻
む 

”
壁 

“
は
大
別

し
て
、
①
業
務
組
織
間
の
壁
、
②
業
務

と
シ
ス
テ
ム
の
壁
、
③
継
続
の
壁
の
３

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。（
図
1
）

ド
・
ツ
ゥ
・
エ
ン
ド（
以
下
、 

”
Ｅ
２

Ｅ 

“
と
表
記
）で
最
適
に
変
革
を
行

う
為
に
は
、
関
連
す
る
組
織
間
で
の

調
整
が
必
要
と
な
る
。
特
に
顧
客
と

の
調
整
が
発
生
す
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
容
易
に
変
革
が
進
ま
な
い

•
ま
た
同
様
に
、事
業
部
、本
社
、拠
点
、

関
連
会
社
な
ど
で
も
業
務
プ
ロ
セ
ス

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

れ
ら
を
標
準
化
す
る
／
最
適
化
す
る

為
の
調
整
は
簡
単
で
は
な
い

こ
の
状
況
を
打
破
し
、
プ
ロ
セ
ス
の

始
点
か
ら
終
点
の
Ｅ
２
Ｅ
や
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
横
断
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し

て
最
適
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
と

り
わ
け
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
変
革

に
お
い
て
、
企
業
レ
ベ
ル
で
の
全
体
最

適
を
達
成
す
る
た
め
に
は
必
須
の
概
念

と
な
る
。

2	

業
務
と
シ
ス
テ
ム
の
壁

•
多
く
の
企
業
で
は
、
業
務
と
Ｉ
Ｔ
は

異
な
る
部
署
が
所
管
し
て
お
り
、
シ

ス
テ
ム
化
の
為
の
仕
様
は
Ｉ
Ｔ
組
織

の
支
援
の
も
と
に
業
務
組
織
が
定

め
、
Ｉ
Ｔ
組
織
が
そ
れ
に
従
っ
て
作

る
と
い
う
役
割
分
担
と
な
っ
て
い
る

図1｜ 業務変革を阻害する３つの“壁”

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

営業 
受注 出荷 請求 入金 商品／ 
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仮説 
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測定 

学習 
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ら
ず
、
そ
の
デ
ー
タ
の
定
義
も
精
度

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
各
デ
ー
タ
間

の
整
合
も
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い

本
来
、
業
務
と
Ｉ
Ｔ
、
さ
ら
に
デ
ー

タ
は
不
可
分
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
組
織
が
責
任
分
担
し
て
考
え
る

の
で
は
な
く
、
業
務
と
Ｉ
Ｔ
を
一
体
で

変
革
を
行
う
考
え
方（P

rocess 

S
ystem

 D
ata

一
体
変
革
）が
重
要
で

あ
る
。

特
に
変
化
の
激
し
い
フ
ロ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
業
務
に
お
い
て
は
、
今
や
大
半

の
施
策
が
デ
ジ
タ
ル
施
策
で
あ
り
、
高

速
で
仮
説
検
証
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が

ら
変
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
一
体
の
概
念
は
必

須
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

3	

継
続
の
壁

•
業
務
変
革
は
、
一
過
性
の
活
動（
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
活
動
）と
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、

継
続
的
に
変
革
を
続
け
て
い
く
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
負
っ
た
組
織
が
な
い
、
十
分

な
要
員
が
ア
サ
イ
ン
さ
れ
て
い
な
い
、

予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
の
状
況

•
Ｉ
Ｔ
組
織
は
長
年
の
コ
ス
ト
削
減
の

取
り
組
み
・
自
ら
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
に
よ
り
、
開
発
の
外
部
化
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
自
社
の
業
務
・
現
場

と
い
え
ど
も
実
態
を
正
し
く
把
握
で

き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る

•
ま
た
業
務
組
織
側
に
お
い
て
も
、
シ

ス
テ
ム
化
の
為
の
業
務
要
件
を
自
力

で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
る
要
員
は
少
な

い
•
こ
の
た
め
業
務
と
I
T
の
連
携
は
、

何
を
や
る
に
も
遅
く
非
効
率
的
で
、

そ
の
為
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
が
多
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
上
手

く
シ
ス
テ
ム
が
作
れ
な
い
・
導
入
で

き
な
い
こ
と
も
発
生
す
る

•
双
方
の
思
惑
の
ず
れ
か
ら
、
現
場
で

使
わ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た

り
、
そ
も
そ
も
無
駄
な
業
務
の
為
の

シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
り
す
る

•
ま
た
、
業
務
組
織
が
、
業
務
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
測
定
、
変
革
プ
ラ
ン
の
検

討
等
の
目
的
で
企
業
内
の
様
々
な

デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
し
て

も
、
デ
ー
タ
は
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
毎
に
分
断
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
組
織

の
中
で
も
統
合
的
に
管
理
さ
れ
て
お

が
散
見
さ
れ
る

•
ま
た
、
継
続
的
に
変
革
し
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
評
価
が
低
い
、
ま
た
は

評
価
さ
れ
な
い（
場
合
に
よ
っ
て
は

嫌
が
ら
れ
る
）

•
継
続
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明

確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営
者
、
上

級
マ
ネ
ー
ジ
ャ
が
交
代
に
な
る
と
、

活
動
は
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
や
す
い

•
継
続
的
な
変
革
を
続
け
よ
う
と
し
て

も
、
成
果
を
は
か
る
定
量
的
な
指
標

や
実
績
値
が
存
在
し
な
い
、
ま
た
は

取
得
す
る
為
に
は
別
途
多
大
な
投
資

が
必
要
と
な
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

現
在
で
は 

”
常
識 

“
と
な
っ
て
い
る

が
、
継
続
的
に
変
革
を
行
う
こ
と
を
組

織
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
企
業

は
多
く
な
い
。
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務

の
変
革
で
は
そ
の
ね
ば
り
強
さ
が
、
フ

ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
変
革
で
は
そ

の
速
さ
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
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し
く
は
で
き
る
と
こ
ろ 

”
だ
け 

“
の

変
革
を
行
う
企
業
も
多
い
。

”壁 

“を
打
ち
破
る
為
の
組
織
モ
デ
ル

 

”
壁 

“
を
打
ち
破
る
為
に
組
織
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
モ
デ
ル
を
み

て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
従
来
型
の
組
織
構
造
を
み
て

い
く
と
以
下
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
図
2
）

•
前
述
の
通
り
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
は
事

業
部
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン（
Ｖ
Ｃ
）

単
位
等
で
所
管
部
署
が
わ
か
れ
、
業

務
を
実
行
す
る
部
署
が
、
業
務
企
画

～
設
計
～
実
行
を
担
う
事
が
多
い

•
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
も
、
概
ね
、
前

述
と
同
様
の
単
位
で
担
当
部
署
が
存

在
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
組
織
の
横

串
機
能
と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｏ
配
下
で
横
断

的
に
企
画
機
能
が
統
合
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
一
般
的

•
但
し
、
社
内
で
利
用
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
全
て
を
I
T
部
門
が
統
括
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
事
業
部
が

ベ
ン
ダ
ー
と
直
接
契
約
し
て
導
入
し

た
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
散
在
し
て
い
る

”
壁 

“
を
打
ち
破
る
３
つ
の
要
素

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
継
続

的
且
つ
効
果
的
な
業
務
変
革
を
阻
む 

”
壁 

“
を
打
ち
破
る
為
に
は
、
以
下
の

３
つ
の
要
素
が
重
要
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
。

1
横
断
的
に
変
革
を
行
う

 
	
・
・
・
・
・
・
・

Ｅ
２
Ｅ
で
の
変
革

2
業
務
と
Ｉ
Ｔ
を
一
体
で
変
革
を
行
う

 

	
・
・
・
・
・
・
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ一
体
変
革

3
変
革
を
繰
り
返
す
・
続
け
る

 

	
・
・
・
・
・
・
・

継
続
的
変
革

こ
れ
ら
の 

”
壁 
“
を
乗
り
越
え
て
、

継
続
的
に
、
本
質
的
な
業
務
変
革
を
成

し
遂
げ
て
い
く
為
に
は
、
意
図
的
、
且

つ
組
織
的
な
手
当
て
が
必
要
と
な
る
。

先
に
あ
げ
た
３
つ
の
要
素
は
、
机
上
で

は
そ
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
と
思
う

が
、
実
現
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

い
ず
れ
も
企
業
の
組
織
、
役
割
分
担
と

い
う
大
き
な
枠
組
み
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
企
業
で
は
、

こ
の
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
そ
の
影

響
の
大
き
さ
か
ら
対
処
は
後
回
し
に
し

て
、
ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
も

•
デ
ー
タ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
一
要
素
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

全
社
の
デ
ー
タ
を
統
合
的
に
管
理
す

る
役
割
を
担
っ
た
組
織
は
存
在
し
な

い機
能
毎
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
が
役
割
を
分
担
を
し
て
い
る
、
い

わ
ば 

”
分
業
型 

“
の
組
織
モ
デ
ル
で

あ
り
、
役
割
分
担
の
境
目
が
変
革
を
阻

害
す
る 

”
壁 

“
と
な
り
や
す
い（
図
２

の
赤
破
線
部
分
）

図2｜ “従来型”の組織モデル

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

図3｜ 変革組織例　“事務センター＋IT型”

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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検
討
の
責
務
を
担
っ
て
い
た
。（
図
3
）

〈
狙
い
〉	

•
業
務
・
シ
ス
テ
ム
一
体
で
の
業
務

変
革
の
推
進

•
継
続
的
業
務
変
革
に
お
け
る
推
進

組
織
の
明
確
化

•
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
・
業
務
に
精
通
し

た
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
流
出
／
四

散
を
防
ぐ
、
後
継
者
育
成

こ
の 

”
壁 

“
を
如
何
に
取
り
除
く
、

減
ら
せ
る
か
が
、
各
組
織
モ
デ
ル
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

次
に
変
革
組
織
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

（1）
事
務
セ
ン
タ
ー
＋
Ｉ
Ｔ
型
、

（2）
ベ
ン

チ
ャ
ー
型
、

（3）
プ
ロ
セ
ス
・
Ｉ
Ｔ
統
合

型
、

（4）
デ
ジ
タ
ル
企
画
統
合
型
の
４
つ

の
取
り
組
み
を
み
て
い
き
た
い
。

（1）	

変
革
組
織
例
：
事
務
セ
ン
タ
ー
＋

Ｉ
Ｔ
型

大
手
製
造
業
、
流
通
業
で
の
モ
デ
ル

と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
業
務
の
事
務
セ
ン

タ
ー
に
、
Ｉ
Ｔ
部
門
の
機
能
を
統
合
し

た
取
り
組
み
を
み
て
い
き
た
い
。
統
合

し
た
Ｉ
Ｔ
部
門
は
、
主
に
事
務
セ
ン

タ
ー
が
取
り
扱
っ
て
い
る
業
務（
こ
の

場
合
、
経
理
、
人
事
等
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ

ス
業
務
）に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・

開
発
組
織
で
あ
る
。

組
織
的
に
は
、
事
務
セ
ン
タ
ー
配
下

に
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
、
Ｉ
Ｔ

部
門
が
並
列
に
所
属
す
る
形
態
で
あ

り
、
業
務
変
革
の
継
続
的
な
推
進
に
責

任
を
持
つ
と
同
時
に
、
必
要
な
シ
ス
テ

ム
の
改
修
と
、
今
後
の
業
務
形
態
を
見

据
え
た
、
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
構
想
の

〈
課
題
〉	

•
担
当
業
務
領
域
は
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ

ス
業
務
に
限
ら
れ
、
フ
ロ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
業
務
と
の
間
に
は
依
然
と

し
て
組
織
間
の 

”
壁 

“
が
あ
っ
た

•
当
初
は
活
動
的
で
あ
っ
た
が
、
数

年
も
す
る
と
手
詰
ま
り
感
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
み
ら
れ
た

•
全
社
的
に
活
用
可
能
な
情
報
が
多

数
集
積
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

（2）	

変
革
組
織
例
：
ベ
ン
チ
ャ
ー
型

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
様
に
、
少
人

数
の
単
一
組
織
が
、
戦
略
立
案
、
プ
ロ

セ
ス
設
計
、
シ
ス
テ
ム
改
修
・
運
用
な

ど
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
形

態
で
あ
る
。
大
手
企
業
に
お
い
て
も
、

新
規
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
等
を
立

ち
上
げ
た
際
や
、
一
部
の
カ
ス
タ
マ
ー
・

チ
ャ
ネ
ル
系
の
業
務
に
お
い
て
み
か
け

る
形
態
で
あ
る
。

組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
人
で
複
数

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

（
戦
略
の
検
討
、
業
務
設
計
、
シ
ス
テ

ム
の
改
修
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
デ
ー

タ
の
分
析　

等
）（
図
4
）

図2｜ “従来型”の組織モデル

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

図3｜ 変革組織例　“事務センター＋IT型”

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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〈
狙
い
〉

•
試
行
錯
誤
や
、
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応

に
応
じ
て
高
頻
度
で
変
更
が
発
生

す
る
業
務
や
シ
ス
テ
ム
に
対
応

•
少
人
数
で
効
率
的
に
業
務
を
変
革

さ
せ
て
い
く

〈
課
題
〉	

•
プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
の
品
質
面
、

リ
ス
ク
面
の
管
理
が
十
分
で
な
い

•
小
規
模
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
一

部
チ
ャ
ネ
ル
機
能
な
ど
に
限
定
さ

れ
る

•
他
事
業
、
他
チ
ャ
ネ
ル
と
の
間
で

デ
ー
タ
が
分
散
し
や
す
い

組
織
形
態
と
し
て
は
、
前
述
の 

”
事

務
セ
ン
タ
ー
＋
I
T
型 

“
と
似
て
い
る

が
、 

”
事
務
セ
ン
タ
ー
＋
I
T
型 

“
が

継
続
変
革
、
全
体
最
適
を
重
視
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
当
該
組
織
形
態
は
変
革

の
早
さ
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
織

メ
ン
バ
ー
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
一
人
何
役

も
こ
な
し
て
お
り
、
概
ね
多
忙
な
傾
向
に

み
え
る
が
、同
時
に
成
長
の
速
度
も
速
い
。

（3）	

変
革
組
織
例
： 

プ
ロ
セ
ス
・
Ｉ
Ｔ

統
合
型

大
手
製
造
業
、
I
T
企
業
で
の
モ
デ

ル
と
し
て
、
業
務
横
断（
Ｅ
２
Ｅ
）で
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
企
画
・
設
計
と
Ｉ
Ｔ
組

織
の
機
能
を
統
合
し
た
取
り
組
み
を
み

て
い
き
た
い
。

Ｅ
２
Ｅ
で
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
わ
る

継
続
的
な
業
務
変
革
に
責
任
を
も
つ
と

同
時
に
、
業
務
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の

保
守
・
開
発
・
統
廃
合
を
推
進
す
る
。

ま
た
事
業
部
の
オ
ー
ナ
ー
と
協
働
で
戦

略
の
策
定
に
も
寄
与
。
フ
ロ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
業
務
に
お
い
て
は
、
業
務
実
行

組
織
と
共
に
戦
略
立
案
の
支
援
か
ら
、

そ
の
後
の
高
速
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
な
が

ら
主
体
的
に
業
務
変
革
を
行
う
。

ま
た
社
内
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
収

集
、
蓄
積
、
加
工
、
提
供
、
分
析
に
つ

い
て
も
責
任
を
も
っ
て
お
り
、
定
量
的

な
情
報
を
も
と
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

理
念
的
に
は
非
常
に
有
効
な
組
織
形

態
に
み
え
る
が
、
業
務
と
Ｉ
Ｔ
の
両
方

VC1 VC2 VC3 
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プロ 
セス 

シス 
テム 

データ 

企画 

実行 
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企画 

実行 

 

（事業部戦略） 

外部
ベンダー 

図5｜ 変革組織例：“プロセス・IT統合型”

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
理
解
し
、
企
画
、
推

進
で
き
る
人
材
は
限
ら
れ
て
お
り
、
常

に
人
手
不
足
・
ス
キ
ル
不
足
に
悩
ん
で

い
た
。（
図
5
・
図
6
）

〈
狙
い
〉	

•
Ｅ
２
Ｅ
で
の
、
業
務
・
シ
ス
テ
ム

の
一
体
変
革
の
推
進

•
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
お
け

る
高
速
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
現

•
企
業
内
デ
ー
タ
の
統
合
管
理

•
ビ
ジ
ネ
ス
・
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
が
わ

か
る
人
材
の
育
成

〈
課
題
〉

•
ス
コ
ー
プ
が
広
範

•
ス
キ
ル
不
足
・
パ
ワ
ー
不
足（
業
務
、

Ｉ
Ｔ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
を

兼
ね
備
え
た
人
材
の
不
足
）

（4）	

変
革
組
織
例
：
デ
ジ
タ
ル
統
合
企

画
型

金
融
業
、
I
T
企
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
社
の
業
務
企

画
・
Ｉ
Ｔ
企
画
機
能
を
統
合
し
た
取
り

組
み
を
み
て
い
き
た
い
。
事
業
部
系
の

企
画
機
能
、
並
び
に
Ｉ
Ｔ
系
の
企
画
機

能
を
、
１
組
織
に
統
合
ま
た
は
複
数
組

織
に
統
合
し
つ
つ
相
互
に
密
に
連
携
さ

せ
た
。（
図
7
）

図6｜ “プロセス・ＩＴ統合型”組織における役割分担例

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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○ 

○ 
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組織 

設計～構築～設定までワンストップで実施 
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凡例 
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パフォーマンス測定 責任 

図7｜ 変革組織例：“デジタル統合企画型”

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
業
務
に

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
狙
い
、
社
内

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
専
門
家

を
集
め
る
こ
と
で
、
変
革
の
為
の
企
画

の
質
と
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
て
い
る
。
特

に
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
、
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

等
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
横
断
的
に
進

め
る
施
策
の
強
化
を
図
る
狙
い
が
強

い
。〈

狙
い
〉	

•
デ
ジ
タ
ル
企
画
の
企
画
・
実
行
力

の
強
化
・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

•
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
横
断
的
な
変
革

（
カ
ス
タ
マ
ー
関
連
、
チ
ャ
ネ
ル
関

連
等
）変
革
の
強
化

〈
課
題
〉

•
デ
ジ
タ
ル
企
画
組
織
の
権
限
を
強

化
し
た
反
面
、
Ｉ
Ｔ
投
資
に
対
す

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
が
必

要
•
企
画
力
の
強
化
に
対
し
て
、
シ
ス

テ
ム
の
実
行
力（
実
装
）が
追
い
つ

か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
業
務
変
革
を
成

功
さ
せ
る
組
織
と
は

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
各
変
革
組
織
モ

デ
ル
の
良
い
特
性
を
組
み
合
わ
せ
つ

つ
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
実
現
す
る
為
の

1
つ
の
理
想
組
織
モ
デ
ル
を
描
い
て
み

た
の
が
図
８
で
あ
る
。

①	

全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
組
織
図

の
上
部
を
業
務
執
行
組
織（
い
わ
ゆ

る
現
場
）と
し
、
下
部
を
仕
組
み
の

設
計
・
変
革
を
担
う
組
織
と
し
て 

”
プ
ロ
セ
ス
・
Ｉ
Ｔ
統
合
型 

“ 

組

織（
図
中
は
P
S
D
統
合
部
と
記

載
）を
採
用
し
た

②	 

”プ
ロ
セ
ス
・
Ｉ
Ｔ
統
合
型 

“
組

織
は
機
能
に
よ
り
、
所
謂
B
P
R
の

推
進
役
で
あ
る 

”
プ
ロ
セ
ス
管
理

層 

“
と
、
S
E
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
か

ら
構
成
さ
れ
る 

”
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
層 

“
の
2
階
層
に

分
類
、
但
し
組
織
的
構
造
上
は
フ

ラ
ッ
ト
な
組
織
と
し
た

③	

前
述
２
つ
の
階
層
＋
相
対
す
る
事
業

部
を
も
っ
て
業
務
変
革
の
活
動
単
位

と
位
置
づ
け
、
こ
の
単
位
毎
に
継
続

図8｜ デジタル時代の業務変革を成功させる組織（モデル例）

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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的
な
変
革
の
責
務
を
担
わ
せ
る
。
企

画
提
起
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
、
収

支
管
理
な
ど
を
当
該
単
位
に
て
行
う

④	

フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
お
い
て

は
、
業
務
、
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム

が
一
体
と
な
っ
た
早
い
サ
イ
ク
ル
で

の
変
革
を
求
め
る

⑤	

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
つ
い
て
は
、 

”
事
務
セ
ン
タ
ー
＋
I
T
型 
“
組

織
を
採
用
し
、
プ
ロ
セ
ス
＋
I
T
一

体
で
全
体
最
適
を
意
識
し
た
継
続
的

変
革
を
担
わ
せ
る

⑥	

Ｐ
Ｓ
Ｄ
統
合
部
配
下
に
、
全
社
の

デ
ー
タ
の
統
合
的
な
収
集
／
蓄
積
／

加
工
／
提
供
／
分
析
を
担
う
、
統
合

デ
ー
タ
チ
ー
ム
を
配
置

⑦	

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
変
革
の
ス

ピ
ー
ド
を
重
視
し 

”
ベ
ン
チ
ャ
ー

型 

“
を
採
用

⑧
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
加
速
さ
せ
る
為

に
、
企
画
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
各
事
業
部
本
部
と

Ｐ
Ｓ
Ｄ
統
合
部
と
の
間
に
統
合
企
画

会
議
を
設
置
し
、
デ
ジ
タ
ル
企
画
力

の
底
上
げ
を
図
る
と
共
に
、
意
思
決

定
の
速
度
を
速
め
る

以
上
は
、
変
革
組
織
例
を
も
と
に
し

た
、 

”
い
い
と
こ
取
り 

“
の
組
織
モ
デ

ル
の
一
例
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
思
考
実

験
で
あ
る
。
実
際
に
は
各
企
業
の
事
業

モ
デ
ル
、
強
み
、
弱
み
、
既
存
組
織
の

成
り
立
ち
等
を
踏
ま
え
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
検
討
に
際
し
て
の
何
ら

か
の
参
考
に
は
な
る
と
考
え
る
。

よ
り
早
く
、
よ
り
統
合
的
に
変
革
す

る
為
に
は
、
広
範
囲
に
・
強
力
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
組
織
が
必

要
と
な
る
。

変
革
を
成
功
に
導
く
に
は
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、
各
変
革
の
リ
ー

ダ
ー
や
主
要
メ
ン
バ
ー
に
お
い
て
ビ
ジ

ネ
ス
、
シ
ス
テ
ム
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ー
タ
分
析
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
な

ど
複
合
的
な
能
力
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
潤
沢

に
抱
え
た
企
業
は
ま
れ
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
、
知
恵
と
人
材
を
集

結
し
、
そ
れ
ら
の
人
材
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

物
事
を
決
め
て
・
進
め
て
い
け
る
組
織
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

分
業
型
か
ら
デ
ジ
タ
ル
集
権
組
織
へ

こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
で
は
、
そ
の
成

否
に
か
か
わ
ら
ず 

”
壁 

“
を
乗
り
越
え

る
為
の
工
夫
と
し
て
、
以
下
の
方
向
性

の
変
革
を
目
指
し
て
い
る
。

•
プ
ロ
セ
ス
・
シ
ス
テ
ム
・
デ
ー
タ
を

統
合
的
に
扱
え
る
よ
う
に
す
る

•
変
革
実
行
・
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド

を
あ
げ
る

•
I
T
・
デ
ー
タ
を
活
か
し
て
業
務
変

革
を
成
功
さ
せ
る

•
常
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
、
継
続
的

に
業
務
変
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
前
提
に
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
組

織
設
計
と
す
る

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
3
つ

の 

”
壁 

“
を
壊
し
、
機
能
・
権
限
を
統

合
し
て
い
く
動
き
は
、
伝
統
的
な
日
本

企
業
が
好
む
分
業
型
の
組
織
と
は
逆

の
、
む
し
ろ
集
権
型
へ
の
動
き
に
近
い
。

ま
た
人
材
活
用
の
視
点
か
ら
み
て

も
、
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
リ
ー
ド
で
き
る

人
材
、即
ち
、ビ
ジ
ネ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
・

デ
ー
タ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
理
解
し
た
う

え
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
長
け
て
い

て
、
尚
且
つ
行
動
力
が
要
求
さ
れ
る
優
秀

な
人
材
は
企
業
の
中
で
は
限
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
限
ら
れ
た
人
材
を
有
効
に
機
能
さ
せ

る
に
は
、
各
地
に 

”
散
ら
す 

“
の
で
は

な
く
、
機
能
・
権
限
を
統
合
し
た
組
織
に 

” 

集
中
配
備 

“
し
、
存
分
に
腕
を
揮
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
o
Ｔ
な
ど
未
曾
有
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
企
業

は
そ
の
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
と
実
行
力
を

得
る
た
め
に
、
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
が
あ

る
種
独
善
的
且
つ
迅
速
に
意
思
決
定
で

き
る 

”
デ
ジ
タ
ル
集
権
組
織 

“
を
必

要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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1	
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
待
っ
た

な
し
の
状
況

2
0
3
0
年
問
題
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
日
本
は
2
0
1
5
年
か
ら
総
人
口

が
減
少
し
て
お
り
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
遂

に
、
2
0
3
0
年
に
は
人
口
の
3
分
の

1
が
高
齢
者
に
な
る
超
高
齢
化
時
代
が

到
来
す
る
。
ま
た
、
社
会
の
支
え
手
で

あ
る
労
働
力
人
口
も
縮
小
を
続
け
て
い

る
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の

労
働
力
人
口
の
推
計
に
よ
る
と
、
現

状
維
持（
経
済
が
ゼ
ロ
成
長
で
、
各
年

齢
層
で
働
い
て
い
る
人
の
割
合
に
変

化
が
な
い
状
態
）を
想
定
し
た
場
合
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
、
労
働
力
人
口
が

7
8
7
万
人
減
少
し
、
5
8
0
0
万
人

ま
で
縮
小
す
る（
図
1
）。
7
8
0
万
と

い
う
と
想
像
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
東
海
地
方
の
労
働
力
人
口
相
当

が
15
年
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
と
し
て
も
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て

お
り
、「
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6
」に

て
労
働
力
縮
小
に
対
す
る
解
決
策
と
し

て
、
①
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
推
進
、

②
外
国
人
材
の
活
用
、
③
第
４
次
産
業

革
命
に
向
け
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

①
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
推
進
は
望

ま
れ
る
が
、
女
性
は
出
産
・
育
児
、
高

齢
者
は
健
康
問
題
に
よ
り
、
恒
常
的
に

フ
ル
タ
イ
ム
で
の
労
働
を
期
待
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
彼
ら
が
働
き
や
す
い
よ

う
に
、
時
短
勤
務
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
整
備
、
職
場
に
通
わ
ず
に
す
む

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
も
、
減
少
す

る
労
働
人
口
を
補
う
こ
と
は
で
き
な

い
。②

外
国
人
材
の
活
用
も
、
一
部
職
種

に
つ
い
て
は
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
日
本

は
諸
外
国
と
比
較
し
労
働
時
間
が
長

く
、
給
与
水
準
も
高
く
な
い
た
め
、
門

戸
を
開
い
て
も
、
求
め
る
人
材
が
ど
の

程
度
確
保
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問

符
が
つ
く
。

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の

正
し
い
航
路
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最
後
に
③
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

は
、
第
3
次
人
工
知
能（
A
I
）ブ
ー
ム

と
重
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
労
働

の
補
助
、
代
替
な
ど
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
る
解
決
策
と
言
え
る
。
実
際
に

企
業
の
A
I
導
入
は
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
成
28
年
度
の
情

報
通
信
白
書
に
よ
る
と
、
就
労
者
で
職

場
に
A
I
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
回
答

し
た
人
は
、
5
・
0
%
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
、
導
入
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
と
回

答
し
た
人
も
5
・
6
%
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
導
入
済
、
検
討
中
を
合
わ
せ
て

も
1
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

導
入
済
、
検
討
中
と
回
答
し
た
人
に

対
し
、
A
I
が
果
た
す
役
割
・
機
能
を

尋
ね
て
い
る
の
で
併
せ
て
結
果
を
見
て

い
き
た
い（
図
2
）。「
既
存
の
労
働
力

を
省
力
化
す
る
役
割
・
機
能
」が
最
も

高
く
41
・
0
%
、
次
い
で
、「
不
足
し
て

い
る
労
働
力
を
補
完
す
る
役
割
・
機

能
」、「
既
存
の
業
務
効
率
・
生
産
性
を

高
め
る
役
割
・
機
能
」が
35
・
0
%
と

な
っ
た
。
A
I
を
労
働
力
の
手
助
け
に

対
応
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
傾
向
が

窺
え
る
。

現
状
で
は
、
A
I
の
導
入
/
検
討
中

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、

労
働
力
人
口
縮
小
の
抜
本
的
な
解
決
策

が
な
い
状
況
で
は
、
有
効
な
対
応
策
と

し
て
各
社
で
検
討
、
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
技
術
革
新
が
目

覚
し
い
A
I
を
含
め
た
企
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
焦
点
を
当
て
、
失
敗
し
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
や
各
社
が
進
む
べ
き
デ

ジ
タ
ル
化
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

2	

デ
ジ
タ
ル
化
の
失
敗
を
避
け
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ

ル
化
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
の
情
報

提
供
を
基
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
で
き

そ
う
な
こ
と
を
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
企
業
が
多
い

印
象
を
受
け
る
。

・	

目
的
に
沿
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
対
象
の

選
定

で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
対
象
を
選

定
す
る
こ
と
の
問
題
は
、
実
現
で
き
て

も
投
資
に
見
合
う
効
果
と
な
ら
ず
、
取

り
組
み
が
途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
、
A
I
が
果
た

す
役
割
・
機
能
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、

労
働
力
の
手
助
け
を
A
I
に
期
待
す
る

こ
と
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
そ

れ
自
体
を
目
的
に
導
入
を
決
定
す
る
こ

と
は
危
険
で
あ
る
。

例
え
ば
、
単
純
業
務
の
置
き
換
え
の

た
め
に
R
P
A
や
A
I
を
導
入
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
最
終
的
に
は
人
員
整

理
を
行
う
か
、
余
剰
人
員
に
は
本
来
業

務
に
注
力
し
て
も
ら
い
、
企
業
の
利
益

に
貢
献
し
て
も
ら
わ
な
い
と
効
果
が
現

れ
な
い
。
企
業
と
し
て
は
、
人
員
整
理

と
い
う
選
択
肢
は
取
り
づ
ら
い
。
導
入

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
削
減
で
き

る
工
数
と
、
当
該
業
務
に
従
事
し
て
い

た
社
員
に
今
後
任
せ
た
い
業
務
の
工
数

に
釣
り
合
い
が
と
れ
て
い
な
い
状
態
で

導
入
を
行
う
と
、
実
に
中
途
半
端
な
状

態
に
な
る
だ
ろ
う
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
あ
り
き
で
考
え
る
の

で
は
な
く
、
企
業
の
抱
え
て
い
る
業
務

課
題
を
整
理
し
、
目
的
を
明
確
化
し
た

う
え
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
業
務
を
定

め
、
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る

の
か
を
選
定
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
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図1｜ 日本の労働力人口※1と労働力率の将来推計※2

出所｜ 労働政策研究・研修機構「労働力需給の推計-新たな全国推計（2015年版）
 を踏まえた都道府県別試算を基にNTTデータ経営研究所にて作成

※1 満15歳以上の人口のうち、就業者、休業者、完全失業者の合計
※2 経済ゼロ成長、労働参加率一定推移
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図2｜ 人工知能（AI）が果たす役割・機能

出所｜ 総務省「ICTの進化が雇用と働き方に及ぼす影響に関する調査研究」
 （平成28年）を基にNTTデータ経営研究所にて作成
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     41.0%

   35.0%
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  31.6%

 26.5%

6.8%

6.8%

既存の業務の提供する価値
（品質や顧客満足度など）を高める

既存の業務効率・生産性を高める

不足している労働力を補完する

既存の労働力を省力化する

既存の業務に取組む意欲や
満足度を高める
新しい業務に取組む意欲や
満足度を高める

これまでに存在しなかった新しい
価値をもった業務を創出する
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門
、
業
務
改
革
を
担
う
経
営
企
画
部
門

で
あ
る
。
こ
の
2
部
門
だ
け
で
進
め
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
先
に
も
述
べ
た

が
失
敗
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
継
続
的

に
取
り
組
み
を
続
け
る
た
め
に
も
納
得

感
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
ま
た
A
I
は
、
ど
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
準
備
す
る
か
が
物
を
言
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
業
務
担
当
の
現
場
部

門
の
参
加
は
必
須
で
あ
る
。
3
者
で
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

I
T
部
門
が
先
走
っ
た
り
、
現
場
業
務

を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
る
コ
ス
ト
増
大
の
リ
ス
ク
を
、
経
営

企
画
部
門
が
B
P
O
を
事
前
に
行
う
こ

と
に
よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
ま
た
、
現
場
担
当
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
企
画
部
門
が
準
備

す
る
デ
ー
タ
が
実
業
務
と
乖
離
し
、
で

き
上
が
っ
た
も
の
が
使
用
で
き
ず
、
い

つ
の
ま
に
か
使
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う

事
態
も
避
け
ら
れ
る
。
3
者
が
当
初
の

目
的
か
ら
逸
れ
て
い
な
い
か
、
設
定
し

た
K
P
I
が
達
成
で
き
る
の
か
を
監
督

す
る
立
場
と
し
て
、
C
D
O
が
参
画
す

る
と
よ
い（
C
D
O
が
い
な
い
企
業
で

重
要
で
あ
る
。

・
K
P
I
の
設
定

導
入
の
目
的
、ゴ
ー
ル
を
明
確
に
し
、

採
用
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
見
え
て
き

た
と
し
て
も
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

単
純
業
務
の
置
き
換
え
の
例
を
挙
げ

た
が
、
即
座
に
効
果
が
で
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
結
論

を
出
す
の
は
早
計
と
い
え
る
。
最
終
的

な
ゴ
ー
ル
に
必
要
な
手
段
で
あ
れ
ば
、

最
初
の
一
歩
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
業
務
課
題
を

明
確
に
し
、
解
決
に
至
る
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、
要
所
要
所
で

K
P
I
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。デ

ジ
タ
ル
技
術
は
成
熟
途
中
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
失
敗
が
つ
き
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
A
I
は
デ
ー
タ
量
に
依
存

す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が
少
な
い
状
態
で

大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
小
さ
な
ス
コ
ー
プ
か
ら
始

め
、
段
階
的
に
拡
張
す
る
ア
ジ
ャ
イ
ル

型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
継
続
的
に
投
資
を
続
け
る
た
め
に

も
、
入
口
の
取
り
組
み
で
何
が
達
成
さ

れ
る
の
か
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
も
し
、
充
分
な
数
値
の

提
示
が
難
し
い
場
合
で
も
、
少
な
く
と

も
、
足
元
の
課
題
に
対
す
る
改
善
効
果

を
示
す
こ
と
で
の
納
得
感
の
醸
成
が
求

め
ら
れ
る
。

・
誰
と
検
討
を
進
め
る
か

直
近
の
達
成
す
べ
き
K
P
I
を
設
定

し
、
い
ざ
導
入
と
な
っ
た
と
き
に
、
ど

の
よ
う
な
体
制
で
検
討
を
進
め
る
の
か

も
成
功
に
向
け
て
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
ま
ず
、
対
象
の
取
り
組
み
が

企
業
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
、
変
革
が
必
要
で
あ
る
こ

と
の
共
通
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
C
E
O
や
C
D
O
と
い
っ
た

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
発
せ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
検
討
メ
ン
バ
ー

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ
I
T
部

は
C
I
O
や
C
M
O
が
そ
の
立
場
を
務

め
る
こ
と
に
な
る
）。

3	

企
業
が
進
む
べ
き
デ
ジ
タ
ル
化

の
方
向
性

自
社
の
ど
の
領
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
採
用
す
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
企
業
が
指
向
す
る

方
向
と
の
一
致
が
求
め
ら
れ
る
。
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
顧
客
接
点
、
製
品
開
発

の
3
つ
を
例
に
、
ど
の
よ
う
な
デ
ジ
タ

ル
化
が
可
能
か
、
考
察
し
た
い
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
強
み
を
持
っ
て

い
る
、
も
し
く
は
強
化
し
た
い
企
業
の

場
合
、
標
準
プ
ロ
セ
ス
を
定
め
、
プ
ロ

セ
ス
自
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
自
社
・

顧
客
固
有
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ

を
素
早
く
収
集
し
、
意
思
決
定
の
精
度

を
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
シ
ア
ト
ル
で
テ
ス
ト
中
の

A
m
azon G

o

の
レ
ジ
が
な
い
店
舗
の

ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、A

m
azon

や
ア
ス
ク
ル
で
は
、

既
に
倉
庫
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
化
が
始

ま
っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、

D
ata C

afe

と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
分
析
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A
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
武
田

薬
品
工
業
、
塩
野
義
製
薬
な
ど
の
製
薬

大
手
を
は
じ
め
、
富
士
通
、
N
E
C
な

ど
の
I
T
大
手
、
海
外
の
大
手
製
薬
会

社
や
I
T
企
業
な
ど
約
50
社
、
理
化
学

研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
、
京
都
大
学

病
院
が
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
京
」を
使
用
し
、
創
薬
に
か
か
る
時

間
、
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
参
加
製
薬
企

業
が
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
提
案
し
、
I
T

企
業
が
A
I
開
発
で
具
現
化
す
る
体
制

が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
や

ホ
ン
ダ
も
生
産
準
備
段
階
で
3
D
モ
デ

ル
を
使
っ
て
作
業
者
自
身
が
検
討
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
V
R
の
一
種
で

あ
る
M
R
（
複
合
現
実
）を
活
用
し
て

い
る（
図
3
）。

以
上
の
よ
う
に
、
企
業
が
指
向
す
る

方
向
別
に
採
用
可
能
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
整
理
を
行
っ

た
。
大
切
な
事
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
あ

り
き
で
す
す
め
る
の
で
は
な
く
、
業
務

課
題
を
整
理
し
、
企
業
の
指
向
す
る
方

向
を
明
確
に
し
た
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
化

対
象
業
務
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
選
定
を
行

い
、
適
切
な
体
制
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

基
盤
を
業
務
に
組
み
込
み
、
2
万
店
に

お
よ
ぶ
店
舗
の
業
務
デ
ー
タ
に
加
え
、

購
買
行
動
、
気
象
、
経
済
、
ガ
ソ
リ
ン

価
格
な
ど
を
統
合
し
、
販
売
機
会
ロ

ス
、
在
庫
リ
ス
ク
を
最
小
化
に
す
る
た

め
の
判
断
、
解
決
策
を
提
示
す
る
A
I

を
導
入
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

は
、
C
E
O
が
旗
振
り
役
と
な
り
、@

w
alm

artlabs

が
技
術
の
研
究
、
提
供

を
行
い
、
現
場
業
務
に
つ
い
て
は
オ
ン

ラ
イ
ン
小
売
の
ジ
ェ
ッ
ト
・
ド
ッ
ト
・

コ
ム
を
買
収
し
体
制
を
強
化
し
、
内
製

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
る
。

顧
客
接
点
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
企

業
の
場
合
、
24
時
間
対
応
に
よ
る
顧
客

満
足
度
の
向
上
や
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
情
報
提
供
に
よ
る
自
社
顧
客
の

囲
い
込
み
が
必
要
と
な
る
。
A
I
が
問

い
合
わ
せ
対
応
を
代
替
す
る
こ
と
に
よ

る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
コ
ー
ル
数
の

削
減
や
、
優
秀
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
同

じ
よ
う
に
、
顧
客
の
問
い
合
わ
せ
や
契

約
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
レ
コ
メ
ン

ド
に
よ
り
、
新
規
申
し
込
み
の
向
上
や

ア
ッ
プ
セ
ル
・
ク
ロ
ス
セ
ル
の
向
上
が

見
込
め
る
。
三
井
住
友
銀
行
や
み
ず
ほ

銀
行
で
は
I
B
M
のW

atson

を
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
導
入
し
て
い
る
。

優
れ
た
製
品
に
よ
り
他
社
の
追
随
を

許
さ
な
い
企
業
を
め
ざ
す
場
合
は
、
製

品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
が
鍵
と
な
る
。
膨

大
な
デ
ー
タ
を
A
I
に
解
析
さ
せ
、
試

行
回
数
を
高
め
る
こ
と
で
、
製
品
開
発

の
期
間
自
体
を
抜
本
的
に
短
縮
す
る
こ

と
が
見
込
め
る
。
ま
た
、
V
R
を
活
用

し
新
製
品
を
仮
想
的
に
組
み
立
て
て
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
る

期
間
短
縮
も
可
能
で
あ
る
。「
創
薬

進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

4	

お
わ
り
に

労
働
力
人
口
縮
小
に
歯
止
め
を
か
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
確
実
な
未
来
で
あ
る

日
本
に
と
っ
て
、
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
船
出
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は

日
々
進
歩
を
続
け
て
お
り
、
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
べ
き
か
頭
を
悩
ま

せ
る
経
営
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
大
切
な

こ
と
は
自
社
が
目
指
す
べ
き
進
路
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
目
的
地
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
正
し
い
航
路

を
進
む
こ
と
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が

円
滑
に
進
め
ば
、
必
ず
や
企
業
は
変
革

を
遂
げ
、
更
な
る
成
功
を
手
に
で
き
る

だ
ろ
う
。
本
稿
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

検
討
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

指向する方向 オペレーション 顧客接点 製品開発

対応する業界 ・ 小売業 
・ 製造業

・ 金融業 
・ 通信業 
・ 流通業

・ 製造業 
・ 製薬業

採用可能な 
テクノロジー

・ 店舗のデジタル化 
・ オペレーションデータの蓄積 
  （BI/AI） 
・ 工場、倉庫のロボティクス

・ 問い合わせ 
  対応のAI

・ 最適な製品を開発 
  するためのAI 
・ プロトタイプ作成の 
  ためのVR

図3｜企業の指向する方向性と採用可能なテクノロジー例

出所｜ 日経BP社「ビッグデータ・IoT・AI総覧2016-2017」を参考にNTTデータ経営研究所にて作成



NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
シニアマネージャー

武藤 健
M U T O U  T A K E S H I

米国大手コンサルティングファー
ム、大手AV機器メーカーのシステ
ム子会社を経て現職。両社を通じ
CRM領域の戦略立案、システム
企画・開発マネジメントを経験。
現職では主に、IT組織・マネジメン
ト改革、CRM・営業改革を手がけ
る。著書に『2020年のリテール金
融投資サービス』（ＮＴＴ出版）、『グ
ローバル・トップを目指して』（共著、
日刊工業新聞社）。
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07

昨
近
、A
I
、R
P
A
等
の
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
技
術
が
急
速
に
進
展
し
、
実
際
の

企
業
経
営
の
現
場
で
活
用
さ
れ
る
事
例

も
増
え
て
き
て
お
り
、
注
目
度
も
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
技
術
は
、
技
術
的
に
は
実

用
に
耐
え
う
る
レ
ベ
ル
ま
で
成
熟
し
て

き
た
が
、
実
際
に
活
用
す
る
側
で
あ
る

企
業
側
の
体
制
の
整
備
等
、
活
用
に
向

け
て
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
状
況
と
思
わ

れ
る
。

本
稿
で
は
、
A
I
、
R
P
A
等
の
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
技
術
適
用
の
事
例
と
、
実

際
の
導
入
に
向
け
た
論
点
／
課
題
を
整

理
し
、
組
織
体
制
も
含
め
た
次
世
代
型

の
経
営
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

A
I
は
も
は
や
次
世
代
の
技
術
で
は

な
い
！  

多
様
な
分
野
で
活
用
で
き
る

A
I
技
術

A
I
と
い
う
と
、
人
間
の
プ
ロ
囲
碁

棋
士
を
破
っ
た「AlphaG

o

」や
、東
大
合

格
を
目
指
し
た「
東
ロ
ボ
君
」等
、
最
先

端
の
技
術
を
持
つ
企
業
の
研
究
部
門
や

大
学
等
の
研
究
機
関
が
、
人
間
の
知
能

に
挑
戦
す
る
高
度
な
も
の
が
想
起
さ
れ

る
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の
ば
か
り
に
目

が
い
く
と
、
A
I
の
活
用
用
途
の
本
質

を
見
誤
る
だ
ろ
う
。
A
I
は
急
速
に
現

実
的
で
身
近
な
技
術
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
性
能
の
大
幅

な
向
上
に
よ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

が
以
前
に
比
べ
て
安
価
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
が
、
① 

G
oogle 

や M
icrosoft 

の
ク
ラ
ウ
ド
基

盤
に
、
機
械
学
習
の
ア
プ
リ
が
搭
載
さ

れ
、
G
U
I
ベ
ー
ス
で
簡
単
に
実
装
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
② 

理
系
の

学
生
が
大
学
の
授
業
に
お
い
て「
デ
ィ
ー

プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」等
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
20
代
を
中
心

と
し
た
若
年
層
に
お
い
て
、
A
I
を
扱

え
る
人
材
が
急
速
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ

と
も
大
き
い
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、

筆
者
も
縁
あ
っ
て
20
代
の
理
系
の
学
生

ロボ
テ
ィ
ク
ス
技
術（
A
I
・
R
P
A
）を

活
用
し
た
次
世
代
型
企
業
経
営
の
あ
り
方
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と
仕
事
を
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
が
あ

る
が
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
環
境
で
育
っ
て
き

た
彼
ら
は
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
を
扱
う

よ
う
に
簡
単
に
A
I
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
行
っ
て
し
ま
う
。
筆
者
の
よ
う
な

40
歳
以
上
の
世
代
か
ら
見
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
常
識
が
覆
さ
れ
る
思
い
だ
。

A
I
は
、
今
後
企
業
経
営
に
寄
与
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
爆
発
的
に
普
及
し
て

い
く
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
う
い
っ
た
変

化
に
追
従
で
き
な
け
れ
ば
、
も
は
や
時

代
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の

A
I
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て

き
た
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験
を
踏
ま
え

て
、1	

大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
・
解
析
し
、

デ
ー
タ
項
目
の
特
徴
や
デ
ー
タ
項

目
間
の
関
係
性
を
導
き
出
す
／
可

視
化
す
る
。（
A
I
用
語
で
機
械
学

習
と
呼
ば
れ
る
行
為
）

2	

分
析
・
解
析
結
果
を
基
に
、
デ
ー

タ
の
推
計
や
分
類
・
評
価
等
、
こ

れ
ま
で
の
商
用
シ
ス
テ
ム
で
は
出

来
な
か
っ
た
非
定
型
的
な
判
断
を

行
う
。

こ
と
が
A
I
の
本
質
的
な
役
割
だ
と
理

解
し
て
い
る
。

扱
う
デ
ー
タ
が
数
値
デ
ー
タ
だ
け
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
数
値
解
析
技
術

と
大
差
は
な
い
が
、「
デ
ィ
ー
プ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
る
新
た
な
機
械
学
習

の
手
法
の
登
場
や
、
自
然
言
語
解
析
技

術
等
と
の
融
合
に
よ
り
、
数
値
デ
ー
タ

だ
け
で
な
く
、
文
字
列
や
音
声
、
画
像
・

動
画
等
の
デ
ー
タ
も
扱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
。

実
際
の
企
業
経
営
に
導
入
さ
れ
て
い

る
実
例
を
分
析
す
る
と
、
A
I
に
は
お

お
よ
そ
図
1
の
よ
う
な
要
素
技
術
が
使

わ
れ
て
い
る
。
尚
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

A
I
を
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
方
で
も
ご
理

解
を
頂
け
る
よ
う
に
、
敢
え
て
使
う
側
の

視
点
で
A
I
の
で
き
る
こ
と
を「
要
素
技

術
」と
い
う
言
い
方
で
分
類
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
A
I
を
研
究
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
見
れ
ば
違
和
感
が
あ
る
分
類
／
表

現
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
容
赦

を
頂
き
た
い
。

こ
う
い
っ
た「
要
素
技
術
」を
組
み
合

わ
せ
て
、
企
業
現
場
の
現
場
に
お
い
て

も
A
I
が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

A
I
の
活
用
用
途
は
、
概
ね
以
下
の
3 

つ
に
分
類
さ
れ
る
。

•
社
内
業
務
活
用
‐
業
務
代
替

•
社
内
業
務
活
用
‐
意
思
決
定
支
援

•
付
加
価
値
情
報
／
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー

ビ
ス
提
供

1	

社
内
業
務
活
用‐業
務
代
替

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
例
と

し
て
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、「
専
門
業
務
」

の
代
替
と
、
問
合
せ
対
応
等
の「
簡
単
な

応
対
業
務
」の
代
替
だ
。

前
者
で
事
例
と
し
て
多
い
の
は
、
金

融
機
関
の「
審
査
・
与
信
」業
務
や
、「
不

正
取
引
検
知
」業
務
等
だ
が
、
こ
う
い
っ

た
金
融
業
務
以
外
に
も「
経
理
：
財
務
諸

表
作
成
」や「
法
務
：
当
該
案
件
の
類
似

事
例
調
査
」、「
不
動
産
等
の
評
価
値
の
算

定
」へ
の
適
用
事
例
も
あ
り
、
専
門
的
な

ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
定

型
業
務
と
は
相
性
が
良
い
と
考
え
ら
れ

る
。後

者
で
代
表
的
な
の
は
、「
問
合
せ
対

応
」業
務
の
代
替
で
あ
る
。
現
時
点
で
の

事
例
は
、
L
I
N
E
を
活
用
し
た「
ボ
ッ

ト
チ
ャ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
る
自
動
応
対
の

仕
組
み
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
将
来

的
に
は
、
音
声
を
活
用
し
た
自
動
応
対

の
仕
組
み
も
実
現
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

2	

社
内
業
務
活
用‐意
思
決
定
支
援

企
業
の
意
思
決
定
の
た
め
の
、
主
に

情
報
整
備
に
A
I
が
活
用
さ
れ
て
い
る

事
例
も
散
見
さ
れ
る
。

現
時
点
で
事
例
と
し
て
多
い
の
は
、

「
需
要
予
測
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報

と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
顧
客
情
報
の

分
析 

（
購
買
動
向
の
分
析
や
問
い
合
わ

せ
内
容
の
分
類
／
分
析
）」、「
金
融
機
関

に
お
け
る
投
資
判
断
の
た
め
の
情
報
収

集
」等
だ
が
、
意
思
決
定
支
援
の
た
め
の

情
報
整
備
に
つ
い
て
は
A
I
と
相
性
が

対象データ 処理 処理概要

数値データ
評価・分類 属性、行動履歴等のデータを基に、データの評価や特定

パターンの検出、セグメント・グループへの分類を行う。

推計 過去のデータを基に、将来の需要動向や金融商品の値動
き動向等、未来情報の推計を行う。

テキストデータ・ 
音声データ

タグ付け テキスト・音声データを自然言語処理により構造化し、目
的にあったキーワードを抽出する。

感度分類 テキスト・音声データを、ポジティブ/ネガティブ等内容
によって分類する。

文書作成 既存文書の学習結果とインプットデータを基に、新しい
文書を自動作成する。

自動応答 問合せの内容等を認識し、最適な応答を行う。

画像・動画 情報認知・検知 画像・動画の中から、特定の事象を認知・検知する。
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図1｜使う側からの視点で見たAIの要素技術

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成
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を
自
動
化
す
る
技
術
／
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。

現
時
点
の
技
術
／
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
①
に
関
す
る
自
動
化
範
囲
は
、

電
子
化
さ
れ
た
情
報
の「
転
記
」に
限
定

さ
れ
る
が
、
O
C
R
入
力
の
文
字
識
別

技
術
や
A
I
等
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用

す
れ
ば
、
紙
の
契
約
書
等
の
入
力
業
務

も
自
動
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

R
P
A
の
本
質
的
な
役
割
／
機
能
は
、

こ
れ
ま
で
の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
と
基

本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
た
情
報
を
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に

転
記
・
登
録
す
る
R
P
A
ス
ク
リ
プ
ト

は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
I
／
F
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
役
割

は
変
わ
ら
な
い
し
、
定
型
帳
票
の
作
成

に
つ
い
て
も
、
R
P
A
を
利
用
せ
ず
と

も
既
存
の
シ
ス
テ
ム
技
術
で
も
充
分
に

対
応
は
可
能
で
あ
る
。

で
は
、
既
存
の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術

と
何
が
異
な
る
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
ら

の
こ
と
が
、
既
存
の
情
報
シ
ス
テ
ム
技

術
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
低
コ
ス
ト
で

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
R
P
A
は
、
こ
れ
ま
で
の

情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
の
補
完
技
術
／
ソ

良
い
。「
経
営
管
理
」、「
営
業
」、「
人
事
」

等
、
今
後
多
く
の
領
域
で
活
用
さ
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。

3	

付
加
価
値
情
報
／
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー

ビ
ス
提
供

A
I
を
活
用
し
て
、
有
料
の
付
加
価

値
情
報
／
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
等
、
新

た
な
収
益
源
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

す
る
事
例
も
多
く
は
な
い
が
出
て
き
て

い
る
。

現
時
点
で
は
、
金
融
機
関
の「
ロ
ボ
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
個
人
の
特
性
や
投
資
方

針
に
合
わ
せ
て
推
奨
投
資
商
品
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
）」や「
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
プ

（
投
資
信
託
等
の
複
数
の
金
融
商
品
を
組

み
合
わ
せ
て
自
動
で
資
産
運
用
を
す

る
）」に
代
表
さ
れ
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
系

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
大
多
数
を
占
め

る
が
、「
英
語
学
習
の
コ
ー
チ
ン
グ
ア
プ

リ
」や「
交
通
機
関
乗
換
え
案
内
ア
プ
リ

で
の
遅
延
予
測
情
報
の
提
供
」等
、
そ
の

他
の
領
域
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
事
例

が
出
て
き
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
A
I
が
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
が
あ
ま
り
得
意

と
し
て
こ
な
か
っ
た「
専
門
業
務
の
合
理

化
」や「
売
上
拡
大
」に
寄
与
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
う
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
の
情
報
化
で
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
経
営
改
善
・
業
務
改
革
が
可
能

に
な
る
と
い
う
意
味
合
い
で
、
A
I
導

入
の
成
否
が
今
後
の
企
業
経
営
を
大
き

く
左
右
す
る
だ
ろ
う
。

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
補
完
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
な
り
う
る
R
P
A

R
P
A 

（R
obotic P

rocess 

Autom
ation 

） 

も
、
A
I 

と
同
様
、
近

年
急
速
に
普
及
が
拡
大
し
た
技
術
で
あ

る
。
A
I 

が「
非
定
型
の
情
報
加
工
」業

務
、「
判
断
」業
務
を
自
動
化
す
る
技
術
で

あ
る
の
に
対
し
、
R
P
A
は

①
入
力
業
務

②（
入
力
項
目
の
正
誤
チ
ェ
ッ
ク
等
の
） 

定
型
的
な
チ
ェ
ッ
ク
業
務

③
定
型
的
な
集
計
・
情
報
加
工
業
務

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

①
既
存
シ
ス
テ
ム
の
入
力
生
産
性
向
上

に
向
け
た
入
力
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

の
改
善（
既
存
シ
ス
テ
ム
の
ラ
ッ
プ

ツ
ー
ル
）

②
従
来
の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
で
は
、

費
用
対
効
果
が
出
な
か
っ
た
業
務
領

域
の
情
報
化
／
業
務
の
自
動
化

に
利
用
さ
れ
る
形
で
、
今
後
更
に
普
及

が
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
事
務
業
務
の
効
率
化
に
向

け
て
業
務
フ
ロ
ー
を
見
直
し
た
場
合
、

既
存
シ
ス
テ
ム
に
手
を
入
れ
な
く
て
も
、

新
し
い
業
務
フ
ロ
ー
に
マ
ッ
チ
す
る
入

力
フ
ォ
ー
ム
と
、
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
登

録
さ
れ
た
情
報
を
既
存
シ
ス
テ
ム
に
自

動
登
録
を
行
う
R
P
A
ス
ク
リ
プ
ト
を

作
れ
ば
新
し
い
業
務
に
対
応
し
た
最
適

な
仕
組
み
が
構
築
で
き
る
し
、
こ
れ
ま

で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
の
費
用
対
効
果
が

合
わ
ず
、EXC

EL

等
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
管

理
を
し
て
い
た
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
等
の
面
で
リ
ス
ク
が
残
っ
て
い
る
業

務
に
関
し
て
、デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
、
入
力
・
チ
ェ
ッ
ク
を
担

う
R
P
A
ス
ク
リ
プ
ト
を
作
れ
ば
業
務

の
効
率
化
と
リ
ス
ク
回
避
が
可
能
と
な

る
。
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に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
本
稿
の
最
初

で
触
れ
た「AlphaG

o

」の
よ
う
な
最
先

端
の
高
度
な
A
I
で
す
ら
、
学
習
デ
ー

タ
は
人
間
が
与
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

最
近
で
は
、
A
I
の
世
界
で
長
年
語

ら
れ
て
き
た
、
A
I
が
人
間
の
知
能
を

超
え
る
日
、
い
わ
ゆ
る「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
」を
否
定
す
る
研
究
者
も
出
て
き
て

い
る
。

少
な
く
と
も
、
企
業
経
営
の
現
場
で

使
わ
れ
る
汎
用
的
な
A
I
が
、
人
知
を

超
え
て
自
立
的
に
学
習
す
る
よ
う
に
な

る
よ
う
な
時
代
は
、
筆
者
が
生
き
て
い

る
間
に
は
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
A
I
を
企
業
の
現
場
で
動

か
す
た
め
に
は
、
A
I
が
正
し
く
動
く

た
め
に
必
要
な
学
習
デ
ー
タ
、
す
な
わ

ち
、
A
I
が
答
え
を
出
す
た
め
の
イ
ン

プ
ッ
ト
デ
ー
タ
と
、
出
し
て
ほ
し
い
答

え
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
を
A
I
に
与

え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
学
習
デ
ー
タ
を
設
計
す
る
の
は

人
間
で
あ
り
、
業
務
知
識
や
経
験
／
ノ

ウ
ハ
ウ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
が

必
要
に
な
る
。業
務
に
精
通
し
た
リ
ソ
ー

ス
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
は
ず
だ
。

ま
た
、
②
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が

ら
A
I
の
は
じ
き
出
す
答
え
が
1
0
0 

こ
う
い
っ
た
形
で
、
業
務
の
更
な
る

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
は
ず
だ
。

 A
I 

／ 
R
P
A 

は
本
当
に
既
存
リ

ソ
ー
ス
の
仕
事
を
奪
う
だ
け
な
の
か

「
A
I
や
R
P
A
の
導
入
が
既
存
リ

ソ
ー
ス
の
大
幅
な
削
減
に
繋
が
る
」と
一

般
的
に
は
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
A
I 

／ 

R
P
A 

普
及
の
阻
害
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
A
I
／

R
P
A
は
本
当
に
既
存
リ
ソ
ー
ス
の
仕

事
を
奪
う
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
A
I
／
R
P
A
の
導
入

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
筆
者
の
感

覚
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、答
え
は「
N
o
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

確
か
に
、
R
P
A
の
導
入
は
、
従
来

の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
に
よ
っ
て
効
率

化
さ
れ
た「
入
力
」、「
定
型
的
な
情
報
加

工
」業
務
の
更
な
る
効
率
化
・
自
動
化
を

可
能
と
す
る
し
、
A
I
に
至
っ
て
は
、

従
来
の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
が
得
意
と

し
て
こ
な
か
っ
た「
非
定
型
の
情
報
加

工
」、「
判
断
」業
務
の
効
率
化
・
自
動
化

ま
で
可
能
に
す
る
。
現
在
社
内
で
行
わ

れ
て
い
る
業
務
の
い
く
つ
か
は
確
実
に

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
こ
と

が
大
幅
な
リ
ス
ト
ラ
に
繋
が
る
か
と
い

え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

A
I
／
R
P
A
を
運
用
し
て
い
く
た

め
の
企
画
／
設
計
／
管
理
の
人
材
が
必

要
に
な
る
た
め
だ
。

最
初
に
、
A
I
に
関
し
て
だ
が
、
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
あ
る
。

①
A
I
は
学
習
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
動

か
な
い
こ
と

②
更
に
A
I
の
は
じ
き
出
す
答
え
が

1
0
0
%
の
精
度
に
な
る
こ
と
は
絶

対
に
な
い
こ
と

③
従
っ
て
、
A
I
の
は
じ
き
出
す
答
え

に
1
0
0
%
の
依
存
は
で
き
ず
人
の

業
務
は
絶
対
に
残
る
こ
と

で
あ
る
。

ま
ず
、
①
に
関
し
て
、
現
時
点
で
企

業
経
営
の
現
場
に
登
場
し
て
い
る
A
I

の
実
態
は
、
そ
の
名
前
で
あ
る「
人
工
知

能
」と
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
大
き
く
異
な

る
。学
習
デ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
プ
ッ

ト
デ
ー
タ
を
基
に
、
高
度
な
数
理
モ
デ

ル
を
構
築
し
、そ
の
数
理
モ
デ
ル
を
ベ
ー

ス
に
答
え
を
出
す
と
い
う
形
態
だ
。

デ
ィ
ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
登
場
に
よ

り
、
A
I
は
自
立
的
に
学
習
す
る
よ
う

%
の
精
度
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

例
え
ば
、
人
間
が
審
査
等
の
専
門
業

務
で
判
断
を
行
う
際
に
は
、
目
の
前
の

案
件
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
そ
の
と
き

の
経
済
情
勢
や
自
社
の
経
営
状
況
等
、

様
々
な
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な

判
断
を
行
う
。
こ
う
い
っ
た
情
報
を
漏

れ
な
く
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
定
義
す
る

こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い（
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
業
務
に
精
通
し
た
人
が

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
A
I
な
ど
必
要
が

な
く
、
そ
の
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
定
型
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
落
と
せ
ば
良
い
だ
け

の
話
で
あ
る
）し
、
仮
に
そ
れ
が
で
き
た

と
し
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

た
め
に
莫
大
な
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
過
学
習（
イ
ン
プ
ッ
ト
項
目
が
多

す
ぎ
て
、
A
I
が
正
常
に
動
作
し
な
く

な
る
事
象
）に
よ
る
精
度
の
低
下
と
い
う

問
題
も
出
て
く
る
。
A
I
を
1
0
0
%

の
精
度
に
す
る
た
め
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は

揃
え
ら
れ
な
い
の
だ
。

こ
う
な
る
と
、
A
I
の
精
度
に
関
し

て
、
ど
こ
を
ゴ
ー
ル
に
、
ど
こ
に
注
力

し
て
精
度
を
高
め
て
い
く
か
を
人
間
が

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
業
務
に
精
通

し
、
経
営
目
線
で
物
事
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
に
し
か
で
き
な
い
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計
・
加
工
業
務
の
ほ
と
ん
ど
を
な
く
せ

る
よ
う
な
大
き
な
効
果
は
出
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
無
秩
序
に
ス
ク
リ
プ
ト
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
、
各
業
務
が
属
人

化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
し
ま

い
、
引
継
ぎ
も
で
き
な
い
状
況
に
陥
り

リ
ソ
ー
ス
が
固
定
化
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め

に
は
、
業
務
を
全
体
最
適
の
視
点
で
デ

ザ
イ
ン
し
、
統
一
思
想
に
基
づ
い
て
管

理
さ
れ
た
形
で
R
P
A
化
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
業
務
・
既
存
シ
ス
テ

ム
に
精
通
し
、
経
営
目
線
で
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
が
必
要

と
な
る
。

R
P
A
化
に
よ
り
ル
ー
チ
ン
業
務
は

減
ら
せ
る
が
、
こ
ち
ら
も
単
純
に
人
が

減
ら
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
設
計

／
管
理
業
務
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
。

A
I
／
R
P
A
の
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
！ 
専
任
の
リ
ソ
ー
ス

が
継
続
的
に
進
化
さ
せ
て
い
く
形
態

判
断
だ
。

最
後
に
③
に
関
し
て
、
②
に
付
随
し

た
話
で
あ
る
が
、
A
I
が
1
0
0
%
の

精
度
を
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、（
需

要
予
測
や
金
融
商
品
の
値
動
き
予
測
の

よ
う
に
、
人
間
が
い
く
ら
考
え
て
も

A
I
以
上
の
精
度
を
出
せ
な
い
も
の
を

除
い
て
）
A
I
に
1
0
0
%
依
存
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
A
I
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ

セ
ス
の
融
合
型
の
業
務
を
設
計
す
る
必

要
が
あ
る
し
、
運
用
開
始
後
も
人
の
業

務（
基
本
的
に
は
A
I
で
答
え
が
出
せ
な

い
難
易
度
が
高
い
業
務
）が
残
る
こ
と
に

な
る
。

A
I
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
な
く
な

る
・
省
力
化
さ
れ
る
業
務
も
あ
る
が
、

一
方
で
、
A
I
を
活
用
す
る
た
め
に
は 

①
～
③
の
よ
う
な
企
画
／
設
計
／
管
理
系

の
業
務
が
新
た
に
必
要
に
な
る
。
ト
ー
タ

ル
で
考
え
れ
ば
、
効
率
的
に
な
る
部
分

も
出
て
く
る
し
、
精
緻
化
さ
れ
競
争
優

位
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
が
、

単
純
に
人
が
行
っ
て
い
る
業
務
を

A
I
に
置
き
か
え
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
シ
フ
ト

さ
せ
な
け
れ
ば
、
A
I
は
廻
ら
な
い
。

R
P
A
も
、
A
I
と
同
様
に
R
P
A

に
よ
っ
て
な
く
せ
る
・
省
力
化
で
き
る

業
務
も
あ
る
。
極
論
に
は
な
る
が
、
技

術
／
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
が
上
が

れ
ば
、
入
力
業
務
や
定
型
的
な
チ
ェ
ッ

ク
・
集
計
・
加
工
業
務
の
ほ
と
ん
ど
を

な
く
す
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
だ
ろ

う
。し

か
も
、
R
P
A
の
ス
ク
リ
プ
ト
に

つ
い
て
は
、
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
手

早
く
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
存
在
す
る
た
め
、
各

業
務
担
当
者
が
自
分
の
行
っ
て
い
る
業

務
を
自
動
化
し
、
省
力
化
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
ス
ク
リ
プ
ト

を
担
当
者
任
せ
に
近
い
形
で
無
秩
序
に

増
や
し
て
い
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
、
担
当
者
は
、
自
分

が
リ
ス
ト
ラ
で
き
る
よ
う
な
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
は
も
た
な
い
の
で
、

入
力
業
務
や
定
型
的
な
チ
ェ
ッ
ク
・
集

も
う
1
点
、
A
I
／
R
P
A
化
に
際

し
て
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

A
I
／
R
P
A
の
企
画
・
導
入
プ
ロ
セ

ス
が
、
従
来
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・

導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
大
き
く
異
な
る

こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
導

入
に
関
し
て
は
、
所
謂「
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ォ
ー
ル
型
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
要
件
を
決
め
た

後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
い
手
は
情

報
シ
ス
テ
ム
開
発
の
専
門
化
で
あ
る
情

報
シ
ス
テ
ム
部
門
やSIer

に
移
り
、
業

務
の
担
当
者
は
出
来
上
が
っ
た
後
に
仕

様
通
り
に
動
く
か
を
確
認
し
、
問
題
が

な
け
れ
ば
実
業
務
に
導
入
す
る
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
た
。
乱
暴
な
言

い
方
を
す
る
と
、
業
務
担
当
者
は
本
業

の
傍
ら
で
、最
初
と
最
後
だ
け
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
A
I
／
R
P
A
の
企
画
・

導
入
プ
ロ
セ
ス
は
、
技
術
的
な
特
性
上

全
く
異
な
る
形
態
と
な
る
。

•
ま
ず
、
A
I
／
R
P
A
と
も
に
、
ノ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
実
装
で
き
る

環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
A
I

に
関
し
て
は
、G

oogle

やM
icrosoft

が
、
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
機
械
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A
I
／
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
技
術
を
適
用

し
た
新
た
な
経
営
モ
デ
ル
の
あ
り
方

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
纏
め
る
と

1	

A
I
／
R
P
A
の
普
及
は
今
後
の

企
業
経
営
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
。

•	

こ
れ
ま
で
効
率
化
・
自
動
化
の
余

地
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
、
経
理
・

法
務
・
審
査
／
査
定
等
の「
専
門
業

務
領
域
」や
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等

の「
応
対
業
務
領
域
」に
つ
い
て
、

A
I
を
活
用
し
た
効
率
化
／
自
動

化
の
余
地
が
発
生
。

•	

経
営
管
理
、営
業
企
画
、需
給
調
整
、

人
事
等
の
意
思
決
定
機
能
に
つ
い

て
は
、
A
I
を
活
用
し
た
意
思
決

定
支
援
の
た
め
の
情
報
整
備
強
化

に
よ
り
、
情
報
整
備
の
た
め
の
人

的
業
務
の
効
率
化
／
自
動
化
だ
け

で
な
く
、
精
緻
な
情
報
を
基
に
し

た
機
能
強
化
が
可
能
。

•	

A
I
を
活
用
し
た
、
新
し
い
収
益

源
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
可

能
と
な
り
、
企
業
の
競
争
力
強
化

を
図
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

学
習
の
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
る
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

し
、
R
P
A
に
つ
い
て
も
、
ノ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ス
ク
リ
プ
ト
を
作

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
複
数
社
が
提

供
し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
A
I
／

R
P
A
は
普
及
初
期
段
階
で
あ
り
、

今
後
、
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
／
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
改
善
さ
れ
、
更
に

便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。

•
ま
た
、
A
I
に
関
し
て
、
前
述
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
場

合
は
、
一
般
的
に
は「
パ
イ
ソ
ン
」と

い
っ
た
専
用
の
開
発
言
語
を
利
用
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
の
だ

が
、
パ
イ
ソ
ン
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
か
な

り
充
実
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
知
識

を
持
つ
技
術
者
で
あ
れ
ば
、
短
期
間

（
短
い
も
の
で
あ
れ
ば
2
～
3
日
）で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
て
し
ま
う

の
だ
。

•
一
方
、
A
I
に
関
し
て
は
、
精
度
を

上
げ
る
た
め
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
か

な
り
の
労
力
を
要
す
る
。
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
・

ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
の
要
素
が
強
く
、

何
度
も
モ
デ
ル
を
改
定
し
て
は
検
証

と
い
う
作
業
を
繰
り
返
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
こ
の
作
業
は
業
務
知
識
が
な

い
と
う
ま
く
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
モ
デ
ル
の
構
築
や
検
証
自

体
は
技
術
者
が
進
め
ら
れ
る
が
、
学

習
デ
ー
タ
の
項
目
の
見
直
し
や

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
方
向
性
の
検
討

は
、
業
務
知
識
が
な
い
と
で
き
な
い
。

業
務
担
当
者
と
技
術
者
が
2
人
3
脚

で
作
業
を
進
め
な
い
と
、
良
い
も
の

は
で
き
な
い
。

•
R
P
A
に
つ
い
て
は
、
ノ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
実
装
で
き
て
し
ま
う
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
も

そ
も
技
術
者
が
担
う
べ
き
役
割
は
少

な
い
。
ま
た
、
短
期
間
で
実
装
が
で

き
て
し
ま
う
た
め
、
短
い
サ
イ
ク
ル

で
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
す
こ

と
に
な
る
。

こ
う
い
っ
た
特
性
を
踏
ま
え
る
と
、

A
I
／
R
P
A
の
企
画
・
導
入
プ
ロ
セ

ス
は
、必
然
的
に 

”
ア
ジ
ャ
イ
ル
型 

“
な

る
。
業
務
担
当
者
の
担
う
べ
き
役
割
も

多
く
、
と
て
も
本
業
の
傍
ら
で
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
A
I
／
R
P
A
の
企

画
・
導
入
の
た
め
の
専
任
の
リ
ソ
ー
ス

が
必
要
と
な
る
の
だ
。

•	

R
P
A
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
と
組
み
合

わ
せ
て
、
入
力
・
チ
ェ
ッ
ク
・
定

型
情
報
加
工
等
の
事
務
業
務
の
更

な
る
効
率
化
が
可
能
。

2	

A
I
／
R
P
A
の
導
入
に
よ
り
、
既

存
の
業
務
の
大
幅
な
効
率
化
／
省
力

化
が
図
ら
れ
る
が
、
一
方
で
A
I
／

R
P
A
の
企
画
／
設
計
／
管
理
と

い
っ
た
新
た
な
業
務
が
発
生
。
A
I

／
R
P
A
の
本
格
導
入
に
向
け
た
大

幅
な
リ
ソ
ー
ス
シ
フ
ト
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

と
な
る
。
A
I
／
R
P
A
を
は
じ
め
と

し
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
技
術
が
導
く
新
た

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
本
格
到
来
に
向
け

て
、
待
っ
た
な
し
の
企
業
経
営
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。



NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
シニアコンサルタント

徐 賀奈
S E O  H A N A

大手家電メーカーでのグローバルプ
ロジェクトを経て現職。金融、メー
カーなど事業会社のトータル戦略サ
ポートに取り組んでいる。
AI導入、BPR、経営データ戦略
策定など幅広いプロジェクトを担当。
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08

は
じ
め
に

最
近
ソ
ニ
ー
が
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
た
め
の
開
発
ソ

フ
ト
の
無
償
提
供
を
始
め
た
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
毎
日
こ
の
よ
う
な
A
I
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
る
が
、
ど
う
や

ら
A
I
の
実
態
を
把
握
し
て
利
用
で
き

る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
だ
。
A
I

の
導
入
で
業
務
効
率
化
が
実
現
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
や
事
例
は
あ
ま
り
見
か

け
た
こ
と
が
な
い
。
A
I
と
い
う
概
念

は
広
ま
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
業
務
効

率
化
に
活
用
し
て
い
る
企
業
は
ま
だ
ま

だ
少
な
く
、
実
用
化
が
進
む
の
は
こ
れ

か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
昨
年
か

ら
A
I
の
業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
実
装
の
前
段
階
ま
で
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
A
I
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
な
が
ら
失
敗
す

る
理
由
と
成
功
す
る
要
因
に
つ
い
て
学

ん
だ
こ
と
を
紹
介
す
る
。
初
め
て
A
I

の
業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

A
I
の
歴
史
と
定
義

ま
ず
、
そ
も
そ
も
A
I
と
い
う
概
念

が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
一
度

A
I
の
歴
史
と
定
義
に
つ
い
て
触
れ
た

い
と
思
う
。

2
0
1
4
年
頃
か
ら
A
I
は
第
三
次

ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
第
一
次
ブ
ー
ム
は
1
9
5
0
年
代

で
、
人
間
の
よ
う
な
知
的
マ
シ
ー
ン
を

求
め
て
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

投
資
し
た
が
、
莫
大
な
投
資
金
を
回
収

で
き
る
ほ
ど
の
成
果
は
出
せ
ず
失
敗
に

終
わ
っ
た
。
次
の
ブ
ー
ム
は
1
9
8
0

年
代
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
よ
り
A
I
の
可
能
性
が
初
め
て
広

が
っ
た
が
、
一
般
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性

能
の
向
上
と
普
及
に
よ
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
へ
の
投
資
が
メ
イ
ン
と
な
り

A
I
へ
の
投
資
が
中
断
さ
れ
た
。
そ
れ

初
心
者
で
も
失
敗
し
な
い
A
I
の

業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
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か
ら
近
年
ま
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発

展
が
続
い
て
、
A
I
の
投
資
は
減
少
し

た
が
、
近
年
A
I
ブ
ー
ム
が
再
度
訪
れ

た
。
近
年
の
A
I
技
術
以
下
三
つ
を
背

景
に
、
こ
こ
数
年
急
速
に
実
用
化
に
向

け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。

‐
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
向
上
に
よ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
実
現

‐
音
声
や
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

学
習
母
体
の
増
加

‐
深
層
学
習（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

等
、
新
し
い
モ
デ
リ
ン
グ
手
法
の
開

発特
に
、
2
0
1
4
年
にG

oogle

が
買

収
し
たD

eep M
ind

社
が
開
発
し
、

韓
国
の
プ
ロ
棋
士
に
勝
利
を
収
め
た

A
lphaG

o

の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
に

大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
例
も
出

て
き
て
い
る
し
、
I
B
M
の
デ
ィ
ー
プ
・

ブ
ル
ー
や
ワ
ト
ソ
ン
な
ど
の
よ
う
な
、

A
I
技
術
を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
製
品
も
登
場
し
て
い
る
。
A
I
が
急

速
に
身
近
に
な
っ
て
き
た
印
象
だ
。

A
I
と
い
え
ば「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

の
よ
う
な
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
型
の
人
工

ロ
ボ
ッ
ト
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
想
起
さ

れ
る
が
、
現
在
の「
A
I
」は
、
今
ま
で

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
も
の
と
は
異
な

り
、
今
の
A
I
を
み
る
と
そ
の
定
義
自

体
の
ハ
ー
ド
ル
も
下
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

今
は
一
般
的
に「
学
習
」に
よ
り
人
間

の「
脳
」の
よ
う
に
複
雑
な
処
理
の
一
部

を
シ
ス
テ
ム
で
再
現
し
た
も
の
が
い
わ

ゆ
る
A
I
で
あ
り
、
人
間
の
脳
の
処
理

の
す
べ
て
を
ま
る
ご
と
真
似
る
の
で
は

な
く
、
一
部
分
を
真
似
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
A
I
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

自
然
言
語
処
理
、
音
声
処
理
、
画
像
処

理
等
が
、
単
純
な
ル
ー
ル
設
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
な
く
、
一
定
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
で
学
習
さ
れ
、
新
情
報
に
対

し
て
計
算
し
回
答
を
出
す
仕
組
み
で
あ

れ
ば
そ
れ
は
A
I
で
あ
る
。

A
I
に
よ
る
業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
な
ぜ
失
敗
す
る
の
か
？

A
I
に
よ
る
業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
し
て
は
、
す
で
に
様
々
な
業

界
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
業

務
に
適
応
し
て
効
率
化
さ
れ
た
事
例
が

ま
だ
あ
ま
り
な
い
の
は
次
の
三
つ
が
理

由
だ
と
考
え
る
。

1	

A
I
の
特
徴
へ
の
理
解
不
足

一
つ
め
は
A
I
の
機
能
特
徴
と
業
務

プ
ロ
セ
ス
、
そ
の
二
つ
が
充
分
に
理
解

で
き
て
な
い
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企

画
す
る
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
る
。

A
I
は
何
で
も
質
問
を
入
れ
れ
ば
答
え

を
出
し
て
く
れ
る
魔
法
の
仕
組
み
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
も
教
え
た
も
の
を
元

に
特
定
モ
デ
ル
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
計

算
し
答
え
を
出
す
仕
組
み
で
あ
る
。
そ

の
特
徴
と
限
界
を
き
ち
ん
と
理
解
し
な

い
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
む
と
失
敗

す
る
。「
何
を
ど
う
や
っ
て
教
え
る
の

か
」と「
何
を
答
え
と
し
て
求
め
る
の

か
」が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
A
I

は「
正
し
い
答
え
」が
出
せ
な
い
。
ま
た
、

今
の
A
I
は
動
き
な
が
ら
な
ん
で
も
聞

い
た
り
見
た
り
能
動
的
に
動
け
る
人
間

と
違
っ
て
、
学
習
を
す
る
対
象
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
深
層
学
習
で
も

人
間
の
脳
ほ
ど
の
複
雑
な
構
成
に
は

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
人
間
と
ま
っ
た

く
同
じ
よ
う
な
処
理
も
で
き
な
い
。

A
I
の
思
考
は
あ
く
ま
で
も「
計
算
」に

基
づ
く
判
断
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、

そ
の
計
算
に
基
づ
く
判
断
だ
か
ら
こ

そ
、
人
間
が
出
せ
な
い
答
え
を
出
す
こ

と
も
で
き
る
と
も
言
え
る
。
こ
の
特
徴
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※１ アルファ碁2.0はTPUが使われている。
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～
2
8
0
個※

１

が
使
わ
れ
た
。
し
か
も
運

用
コ
ス
ト
は
年
間
約
30
億
円
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
超
高
性
能
A
I

を
業
務
効
率
化
に
導
入
す
る
の
は
非
現

実
的
で
あ
る
。
業
務
効
率
化
の
目
的
は

コ
ス
ト
削
減
が
必
須
の
た
め
、
限
定

的
な
コ
ス
ト
と
そ
れ
に
見
合
う
A
I

機
能
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
学
習
は

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
は
な
い

し
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
4
層
か

ら
20
層
ま
で
存
在
す
る
。
ど
の
ぐ
ら
い

の
性
能
と
機
能
が
必
要
な
の
か
見
極
め

な
い
と
、
高
い
A
I
性
能
の
期
待
し
進

め
る
と
結
局
コ
ス
ト
削
減
の
目
的
は
達

成
で
き
な
い
。

3	

A
I
と
業
務
両
方
理
解
で
き
る
人

材
の
確
保
が
困
難

外
部
の
I
T
企
業
や
研
究
機
関
と

A
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
場
合
で

も
、
内
部
で
業
務
側
面
や
ビ
ジ
ネ
ス
側

面
へ
の
判
断
や
運
用
が
で
き
な
い
と
難

し
い
。
内
部
で
業
務
の
在
り
方
を
き
ち

ん
と
知
り
な
が
ら
A
I
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
も
理
解
し
、
学
習
情
報
を
更
新
す
る

な
ど
を
管
理
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
溜
め
る

必
要
が
あ
る
の
だ
。
外
部
に
任
せ
す
ぎ

て
し
ま
う
と
、
実
際
に
提
案
さ
れ
た

を
き
ち
ん
と
理
解
し
な
い
と
A
I
で
実

現
で
き
る
業
務
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な

い
し
、
正
し
い
学
習
デ
ー
タ
が
な
い
ま

ま
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
も
そ

も「
業
務
効
率
化
」と
い
う
目
標
に
は
到

達
で
き
な
い
。

2	

A
I
に
対
す
る
高
す
ぎ
る
期
待

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
投
資
す
べ
き
A
I

の
性
能
と
コ
ス
ト
の
限
界
を
受
け
い
れ

て
な
い
こ
と
が
原
因
で
失
敗
す
る
こ
と

が
あ
る
。
特
に
業
務
効
率
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
で
き
る
コ
ス
ト
範

囲
は
限
ら
れ
て
い
る
。
A
I
の
導
入
に

よ
っ
て
あ
る
業
務
の
人
員
を
削
減
し
た

い
場
合
、
A
I
に
投
資
で
き
る
コ
ス
ト

は
い
く
ら
だ
ろ
う
か
。
対
象
業

務
の
20
名
を
丸
々
A
I
で
削
減

す
る
場
合
、
20
名
の
人
員
コ
ス

ト
が
最
大
投
資
金
額
で
は
な
い

か
。
A
I
と
人
員
コ
ス
ト
が
同

じ
ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
、人
を
雇
っ

た
方
が
い
い
と
判
断
す
る
経

営
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
高
性
能
A
I
で
有

名
なA

lp
h
a
G
o

は
13
層
の
構

造
で
、
学
習
に
C
P
U
1
2
0
2

～
1
9
2
0
個
、
G
P
U
1
7
6

A
I
が
自
分
の
会
社
や
業
務
に
適
し
て

い
る
の
か
、
効
率
化
の
イ
メ
ー
ジ
や
導

入
判
断
が
で
き
な
く
な
る
。

A
I
の
業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
に
導
く
進
め
方

今
ど
の
業
界
で
も
A
I
の
話
題
は
広

が
っ
て
い
る
た
め
、「
A
I
で
何
か
で
き

な
い
か
」と
い
う
オ
ー
ダ
ー
を
社
長
か

ら
受
け
、
ど
こ
か
ら
何
に
手
を
つ
け
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
ず
悩
ん
で
い
る
方
も

多
く
い
る
。
内
容
と
状
況
に
よ
っ
て
は

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
進
め
方
は
あ
る

が
、
初
心
者
で
も
で
き
る
A
I
に
よ
る

業
務
効
率
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
進
め
方
を
実
際
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
経
験
を
踏
ま
え
紹
介
す
る
。

（
図
1
）

◆
A
I
の
特
徴
と
機
能
を
理
解
す
る

ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
投
資
決
定
権
を
持
っ
て
い
る

関
係
者
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

が
A
I
の
特
徴
と
機
能
を
理
解
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
A
I
と
は
何
か
、
ど

の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
て
、
ど
の

図1｜AIの業務効率化プロジェクトを成功に導く進め方

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

AIの特徴と機能を
理解する

● 様々なAIの導入事例や実際の技
術の種類を調査学習⇒AIの具体
的なイメージの意識合わせ

小規模プロジェクト
を発足する

● AIの特徴にマッチしている業務の
効率化からプロジェクトを発足

効率化効果を
明確にする

● AI機能による業務適応個所と目
標値を決める⇒現実的なAIの効
果目標値を設定する

AI学習データを
確保する

● データがある場合：適切なAI学
習用データを作れるか検討

● データがない場合：学習用デー
タを作成する方法を検討

専門アドバイザーや
協力者を確保する

● AIと業務どちらの知識もある人
材の確保⇒内部にないなら外部
の力を借りる



59│ Info-Future®  No.56 November 2017

者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
勧
め
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
A
I
と
い
う
技
術
の
特
徴
と
限
界

を
か
な
り
把
握
し
な
い
か
ぎ
り
前
者
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
す
る
確
率
は

99
％
だ
と
も
い
え
る
。
ま
ず
、よ
く
知
っ

て
い
る
業
務
と
A
I
の
機
能
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
る
。
特
に
A
I

と
相
性
が
良
い
業
務
の
効
率
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
始
め
る
と
実
装
ま
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
簡
単
な
既
存
顧
客
対
応

の
一
部
を
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能
の

A
I
を
導
入
し
人
員
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
、
顧
客
倒
産
リ
ス
ク
判
断
を
A
I
に

任
せ
て
判
断
精
度
を
あ
げ
る
学
習
等
、

一
部
プ
ロ
セ
ス
や
業
務
に
限
定
さ
せ
て

い
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
す
る
確
率
が
高

い
。

◆
効
率
化
効
果
を
明
確
に
す
る

業
務
効
率
化
はA

sIs

のToB
e

で
ど

の
ぐ
ら
い
コ
ス
ト
効
果
が
あ
っ
た
の
か

定
量
的
な
デ
ー
タ
で
判
断
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
と
工
数

の
変
化
を
明
確
化
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
の
業
務
が
ど
の
よ
う
に
A
I
で

効
率
化
で
き
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た

業
務
の
効
率
化
が
で
き
る
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
む

べ
き
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
る
。
実
際

に
筆
者
が
A
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当

し
た
時
に
は
様
々
な
A
I
の
導
入
事
例

や
実
際
の
技
術
の
種
類
な
ど
を
調
べ
な

が
ら
学
習
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
そ

れ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
間
で

A
I
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
な

が
ら
意
識
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
で
、

A
I
で
何
を
実
現
で
き
る
の
か
が
明
確

に
な
っ
た
。
こ
の
業
務
に
こ
の
A
I
機

能
が
入
っ
た
ら
効
率
化
さ
れ
る
、
こ
の

機
能
は
人
の
代
わ
り
の
機
能
に
な
る
の

で
人
員
削
減
が
で
き
る
等
の
実
装
ア
イ

デ
ア
は
業
務
を
知
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

が
直
接
A
I
の
特
徴
と
機
能
を
理
解
す

る
こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
。

◆
小
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
す
る

そ
も
そ
も
A
I
で
実
現
し
た
い
範
囲

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
莫
大
な

投
資
を
し
、
新
し
い
A
I
技
術
を
適
応

し
て
会
社
の
あ
る
部
門
を
丸
々
A
I
で

自
動
化
し
た
い
の
か
、
一
部
の
業
務
に

適
応
し
そ
の
業
務
コ
ス
ト
を
少
し
で
も

削
減
し
た
い
の
か
。
初
め
て
A
I
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
後

め
に
は
適
応
プ
ロ
セ
ス
と
効
率
化
の
目

標
値
を
決
め
る
。
例
え
ば
、
A
I
導
入

に
よ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
人
員
の
半

分
カ
ッ
ト
や
、
顧
客
倒
産
確
率
判
断
部

門
人
員
コ
ス
ト
を
6
割
削
減
が
で
き
れ

ば
A
I
を
導
入
す
る
等
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
決
め
て
お
く
。
効
率
化
の
投

資
対
効
果
の
定
量
的
な
目
標
が
あ
る
と

A
I
に
求
め
る
能
力
値
や
機
能
も
明
確

化
す
る
。
た
だ
、
全
人
員
を
A
I
に
入

れ
替
え
る
な
ど
の
難
し
い
目
標
値
は
設

定
し
な
い
。
A
I
を
導
入
す
る
こ
と
で

今
ま
で
発
生
し
な
い
業
務
が
発
生
す
る

確
率
が
高
く
な
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、

顧
客
倒
産
確
率
判
断
部
門
を
A
I
に
入

れ
替
え
る
と
し
た
場
合
、
倒
産
確
率
判

断
を
さ
せ
る
た
め
の
学
習
情
報
を
入
力

す
る
業
務
の
発
生
や
、
A
I
判
断
の
異

常
値
を
監
視
す
る
業
務
な
ど
が
発
生
す

る
。
現
実
的
な
A
I
の
効
果
目
標
値
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
A
I
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

充
分
な
デ
ー
タ
を
確
保
す
る

前
述
の
と
お
り
、
A
I
に
最
も
必
要

な
も
の
は
正
し
い「
学
習
」デ
ー
タ
で
あ

る
。
充
分
な
正
し
い
学
習
デ
ー
タ
が
な

け
れ
ば
A
I
の
精
度
は
上
が
ら
な
い
。
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か
っ
た
も
の
も
A
I
の
場
合
問
題
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
既
存
の
デ
ー

タ
を
常
に
A
I
が
学
習
で
き
る
デ
ー
タ

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
A
I
に
学
習
さ
れ
る
デ
ー

タ
が
な
い
場
合
、
一
か
ら
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
顧
客

対
応
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
A
I
を
導
入

す
る
た
め
に
は
顧
客
の
質
問
と
そ
れ
に

対
す
る
答
え
を
50
万
件
以
上
は
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
質

問
の
パ
タ
ー
ン
と
回
答
の
パ
タ
ー
ン
を

な
る
べ
く
多
く
学
習
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
ど
の
質
問
で
も
正
し
い
回
答
が
で

き
る
。
現
在
音
声
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
質

疑
応
答
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
学
習
で

き
る
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
る
必
要
は
な

い
。
フ
リ
ー
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ユ
ー
ザ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
一
か
ら
学
習

さ
せ
る
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
な
ど
、
方

法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
ま
ず
ど
の
よ

う
に
デ
ー
タ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
考
え
ら
れ
る
手
段
は
す
べ
て

利
用
す
る
。

デ
ー
タ
は
あ
る
が
A
I
に
学
習
さ
せ
る

よ
う
な
形
式
で
は
な
い
場
合
、
学
習

デ
ー
タ
作
り
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
顧
客
倒
産
確
率
判
断
の

場
合
、
顧
客
企
業
の
売
上
や
収
益
、
規

模
な
ど
の
デ
ー
タ
を
み
て
倒
産
確
率
を

判
断
す
る
た
め
、
顧
客
情
報
と
倒
産
し

た
記
録
を
1
0
0
万
件
以
上
集
め
て
、

ど
の
よ
う
な
条
件
で
倒
産
す
る
の
か
し

な
い
の
か
を
学
習
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

が
、
学
習
デ
ー
タ
形
式
が
文
字
で
あ
る

場
合
は
す
べ
て
数
値
化
す
る
必
要
が
あ

る※
２

。
ま
た
、
A
I
に
誤
学
習
さ
せ
て
し

ま
う
デ
ー
タ
を
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
す
る
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
企
業
が
企

業
規
模
デ
ー
タ
と
し
て
従
業
員
数
を

使
っ
て
い
る
と
す
る
。
現
在
従
業
員
数

が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
1
1
1
1
1
か

ブ
ラ
ン
ク
で
入
れ
て
い
た
と
す
る
と
、

人
間
は
そ
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
え

ば
、
1
1
1
1
1
も
ブ
ラ
ン
ク
も
欠
損

と
認
識
す
る
が
A
I
の
場
合
ブ
ラ
ン
ク

は
欠
損
、
1
1
1
1
1
は
1
1
1
1
1

名
の
従
業
人
と
認
識
し
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
、
1
1
1
1
1
の
欠
損
値
は
全

て「
ブ
ラ
ン
ク
」に
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
が
管

理
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
問
題
が
な

◆
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
協
力
者
を
確

保
す
る

A
I
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
A
I
と
業

務（
ビ
ジ
ネ
ス
）両
方
に
つ
い
て
詳
し
い

人
材
が
必
要
で
あ
る
。
想
定
し
て
い
る

業
務
が
A
I
技
術
で
効
率
化
に
な
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
が
必
要
な
の
か
、
将
来
学
習

デ
ー
タ
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は
ど
の
よ
う

に
す
る
べ
き
か
等
を
検
討
し
な
が
ら
進

め
る
必
要
が
あ
る
が
、
A
I
と
業
務
、

両
方
の
知
識
が
あ
る
人
材
の
確
保
を
い

き
な
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
A
I
導

入
経
験
が
あ
る
業
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
フ
ァ
ー
ム
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

ア
ド
バ
イ
ス
や
協
力
を
求
め
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。
A
I
の
学
習
に
必
要
な

デ
ー
タ
項
目
や
変
数
、
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ど
決
め
る
べ
き
こ
と

を
い
き
な
り
I
T
企
業
や
研
究
機
関
の

方
と
話
す
と
A
I
の
専
門
用
語
が
多
く

存
在
す
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
く
な
る
。
A
I
と
実
際
の
業

務
や
ビ
ジ
ネ
ス
側
面
が
理
解
で
き
る
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
力
を
借

り
、
実
際
の
業
務
側
と
A
I
開
発
側
を

つ
な
げ
る
こ
と
で
円
滑
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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デ
ー
タ
の
修
正
や
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
を
す

る
が
、
実
際
導
入
す
る
際
は
、
そ
の
ク

レ
ン
ジ
ン
グ
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
A
I
に
学
習
さ
せ
る
仕
組
み

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般

的
に
A
I
は
ル
ー
ル
を
入
力
し
て
学
習

す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
学
習
情
報

に
よ
っ
て
自
ら
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
更
新
す

る
た
め
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切

な
情
報
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
倒
産
確

率
判
断
の
場
合
、
人
間
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
景
況

感
を
認
識
し
な
が
ら
判
断
ロ
ジ
ッ
ク
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
A
I
は
そ
の

状
況
を
何
か
の
情
報
で
学
習
さ
せ
な
い

と
判
断
が
で
き
な
く
な
る
。
例
え
ば

G
D
P
、
日
経
平
均
株
価
、
為
替
な
ど

様
々
な
景
況
に
関
す
る
情
報
を
常
に
学

習
す
る
こ
と
で
景
況
感
を
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
人
間
だ
と
当
た
り
前
に
わ
か
る
こ
と

も
A
I
の
場
合
デ
ー
タ
学
習
を
さ
せ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

正
し
い
学
習
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

A
I
デ
ー
タ
処
理
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
も
課
題
に
な
る
。
A
I
は
な
ぜ

A
I
実
装
ま
で
の
課
題

前
述
の
進
め
方
に
沿
っ
て
進
め
、

A
I
導
入
に
よ
っ
て
業
務
効
率
化
が
可

能
と
判
断
さ
れ
た
と
し
て
も
課
題
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
。
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
の
方
法
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
変

革
、
学
習
デ
ー
タ
作
成
と
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
、
A
I
よ
る
業
務
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
等
が
あ
る
。

ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
の
連
携
や
業
務
プ

ロ
セ
ス
変
革
に
関
し
て
は
A
I
導
入
実

績
が
あ
る
I
T
企
業
や
コ
ン
サ
ル

フ
ァ
ー
ム
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
対
応
は

可
能
で
あ
る
た
め
、
外
部
の
力
を
借
り

る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
社
内
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
や

ビ
ジ
ネ
ス
改
革
部
門
が
従
来
の
I
T
シ

ス
テ
ム
導
入
と
お
な
じ
よ
う
な
感
じ
で

進
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

学
習
デ
ー
タ
は
A
I
実
装
の
際
も
っ

と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
度
A
I

ト
ラ
イ
ア
ル
検
証
が
成
功
し
た
と
し
て

も
今
後
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
新
情

報
を
学
習
さ
せ
る
仕
組
み
も
必
要
で
あ

る
。
A
I
実
装
ト
ラ
イ
ア
ル
の
際
に

A
I
に
学
習
さ
せ
る
よ
う
に
既
存
の

そ
の
よ
う
に
判
断
を
し
た
の
か
今
の

A
I
は
説
明
し
て
く
れ
な
い
。
特
に

ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し

た
場
合
は
ど
の
変
数
項
目
が
最
も
効
い

た
の
か
判
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

キ
ー
に
な
り
そ
う
な
変
数
項
目
を
入
れ

た
り
抜
い
た
り
し
て
結
果
の
精
度
の
変

化
を
み
な
が
ら
推
測
す
る
こ
と
し
か
な

い
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
の
変
数
を
も
っ

と
も
重
要
な
キ
ー
と
認
識
し
た
の
か
だ

れ
も
わ
か
ら
な
い
が
今
後
の
課
題
と
し

て
残
る
。

以
上
、
筆
者
が
実
際
の
A
I
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
な
が
ら
考
察
し
た
失

敗
と
成
功
要
因
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

A
I
の
話
題
自
体
は
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も

多
く
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
A
I
で
業

務
効
率
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
た
実
例
が
少
な
い
の
は
A
I
の
誤
解

や
甘
い
認
識
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
A
I
と
い
っ
て
も
た
だ
の
道
具

に
す
ぎ
な
い
。
使
い
方
に
よ
っ
て
は
す

ご
い
も
の
に
な
る
し
、
ゴ
ミ
に
も
な
る
。

ま
ず
、
道
具
の
特
徴
を
き
ち
ん
と
理
解

し
た
う
え
で
使
い
道
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
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09

背
景　

～
世
界
最
速
の
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
～

現
在
日
本
で
は
、
世
界
の
先
頭
を

切
っ
て
、
高
齢
化
社
会
が
本
格
化
し

て
い
る
。
2
0
1
6
年
10
月
時
点
で
、

「
4
人
に
1
人
が
高
齢
者（
65
歳
以

上
）」、
2
0
3
5
年
に
は
、「
3
人
に

1
人
が
高
齢
者
」と
い
う
、
世
界
で
も

類
を
見
な
い
超
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
迎
え
て
い
る（
図
１
）。

高
齢
化
社
会
の
課
題

高
齢
化
社
会
の
問
題
は
そ
の
影
響

範
囲
・
イ
ン
パ
ク
ト
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
本
人
の
身

体
能
力
低
下
に
始
ま
り
、
高
齢
者
を

支
え
る
家
族（
配
偶
者
、
子
）は
、
介

護
を
通
じ
て
生
活
ス
タ
イ
ル
が
劇
的

に
変
わ
り
、
企
業
に
い
た
っ
て
は
、

高
齢
者
の
退
職
や
介
護
離
職
・
休
職

を
通
じ
た
働
き
手
の
減
少
に
よ
る
供

給
制
約
、
及
び
人
口
動
態
の
変
化
・

人
口
減
に
よ
る
需
要
減
に
よ
っ
て
、

中
長
期
的
に
売
上
・
収
益
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
る
。（
※
海
外
進
出
や
業

種
等
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が

全
体
的
に
は
減
少
す
る
と
い
う
意

味
）。
さ
ら
に
、
税
収
減
・
社
会
保
障

費
の
膨
張
に
よ
り
財
政
赤
字
が
拡
大

し
、
そ
れ
が
、
現
役
世
代
の
将
来
不

安
を
招
き
、
消
費
減
、
企
業
の
収
益

減
・
・
・
と
、
影
響
は
、
ス
パ
イ
ラ

ル
的
に
広
が
っ
て
い
く
。

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
現
行
ビ
ジ
ネ
ス
の

問
題
点

前
述
の
よ
う
に
、
高
齢
化
に
伴
う

課
題
は
山
積
み
だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
が
そ
れ
だ
け
多
い
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
幸
い
、
I
o
T
、

A
I
・
・
・
と
前
述
し
た
課
題
と
親

和
性
の
高
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
近
年

高
齢
化
社
会
に
対
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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急
速
に
高
度
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
観
点
で
は
、
需
要
、
供
給
の
両
面

で
機
が
熟
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

す
で
に
、
そ
れ
ら
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
続
々
登
場

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
も
有
名
な

の
は
、
ベ
ッ
ド
に
セ
ン
サ
ー
を
組
み

込
ん
だ
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

起
床
等
の
、
転
倒
事
故
を
起
こ
し
や

す
い
行
動
を
セ
ン
サ
ー
が
キ
ャ
ッ
チ

し
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
ス
マ
ホ
に
連

携
さ
せ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
駆
け
つ

け
を
実
現
し
て
い
る
。
セ
ン
サ
ー
が

キ
ャ
ッ
チ
す
る

対
象
は
、
行
動

だ
け
で
は
な

く
、
脈
拍
の
異

常
検
知
な
ど
に

も
広
が
り
、
転

倒
防
止
、
体
調

異
常
の
早
期
発

見
と
い
う
観
点

で
、
一
定
の
効

果
を
あ
げ
て
い

る
。ま
た
、ベ
ッ

ド
の
か
わ
り
に

据
え
置
き
型
カ

メ
ラ
を
置
い

て
、
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
登
場
す
る

な
ど
、
I
o
T

を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
2
0
1
7
年
に
入
る
と
、

セ
ン
サ
ー
で
収
集
し
た
行
動
特
性
や

身
体
デ
ー
タ
を
A
I
で
分
析
し
、
転

倒
や
病
気
の
予
兆
把
握
の
精
度
を
向

上
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
て
い

る
。
ま
た
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野

で
も
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
、
人
間
味
を
付

加
し
た 

”
パ
ル
ロ 

“
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
し
て

お
り
、
他
業
態
で
も
拡
大
し
て
い
る

I
o
T
、
A
I
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
い

う
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
介
護
の
世
界
で

も
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
に
よ

り
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
負
荷
が
軽
減

さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
見
ら

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
そ
れ
な
り

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
で
、
介
護
と
い
う
巨
大
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
し
て
、
十
分
に
訴
求
で

き
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
答
え
は 

”
N
o 

“
で
あ
る
。
前
述
し
た
サ
ー
ビ

ス
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
高
齢
者

施
設
向
け
の
も
の
が
中
心
で
、
本
丸
で

あ
る
在
宅
へ
の
食
い
込
み
が
全
く
で
き

63│ Info-Future®  No.56 November 2017

図1｜高齢化の推移と将来推計

出所｜ 内閣府「平成29年版高齢社会白書」
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だ
。
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
候
補
先
に
ど

れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
を
訴
求
で
き
る
か

だ
が
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
あ
れ
ば
、
客
数
が
激
減
し
空
き
時

間
が
で
き
や
す
い
深
夜
に
、
兼
務
と
し

て
駆
け
つ
け
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と

で
十
分
に
訴
求
で
き
る
と
考
え
る
。
深

夜
の
駆
け
つ
け
は
、
実
態
と
し
て
は
非

常
に
少
な
い
た
め
、
兼
務
が
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
と
っ
て
は
、
余
剰
時
間
を
活
用

し
た
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
売
り
上
げ

向
上
や
、
深
夜
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
向
上

し
、
日
中
の
売
上
拡
大
に
も
繋
が
る
た

め
、
十
分
訴
求
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
深
夜
の
緊
急
時
に
駆
け
つ
け

で
き
る
か
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
重
要

な
要
素
だ
が
、
深
夜
時
間
帯
に
人
を
確

保
す
る
の
は
、
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
も

近
年
の
超
人
手
不
足
の
状
況
か
ら
も
、

極
め
て
難
し
い
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
事
業
者
を
活
用
し
た
代
行
サ
ー
ビ
ス

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
と
っ
て

も
非
常
に
高
い
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き

る
と
想
定
す
る
。

て
い
な
い
た
め
で
あ
る（
図
2
）。

前
述
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
ヘ

ル
パ
ー
の
存
在
を
前
提
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が

こ
れ
ま
で
人
手
で
実
施
し
て
い
た
こ

と
を
自
動
化
、
効
率
化
し
た
側
面
が

強
い
。
在
宅
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や

家
族
が
遠
隔
地
に
い
て
駆
け
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
普
及
し
て

い
な
い
の
が
実
情
だ
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
在
宅
を
攻
略

で
き
る
の
か
。
そ
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
具
体
例
を
交
え
て
解
説
す
る
。

在
宅
市
場
の
攻
略
の
切
り
口

攻
略
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
前
述

の
施
設
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
在
宅
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

方
法
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
肝
は
、
異
常
発
生
時
に
駆
け
つ

け
る
人
を
如
何
に
し
て
確
保
す
る
か
、

ま
た
、
常
時
で
も
、
起
床
、
入
浴
、
外

出
・
買
い
物
と
い
っ
た
日
常
行
動
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
を
如
何
に
し
て
確
保

す
る
か
で
あ
る
。
施
設
に
は
そ
れ
を
介

護
ヘ
ル
パ
ー
が
担
っ
て
い
る
が
、
在
宅

に
は
担
う
人
が
い
な
い
状
況
に
あ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
人
を
確
保
す
る
か
の

難
問
を
解
決
す
る
か
の
切
り
口
に
つ
い

て
、
以
下
に
述
べ
る
。

（
1
）既
存
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

一
つ
め
の
切
り
口
が
、
家
族
、
消
防

等
の
公
的
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た
既
存
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
活
用
だ
。
家
の
ベ
ッ
ド
に

セ
ン
サ
ー
を
設
置
。
A
I
を
活
用
し
て

予
兆
を
察
知
。
通
報
先
と
し
て
、
家
族

の
ス
マ
ホ
に
連
携
す
る
。
一
人
暮
ら
し

や
家
族
が
遠
隔
地
に
い
る
住
ま
い
に
お

い
て
は
、
ま
だ
事
業
者
数
は
極
め
て
少

な
い
が
24
時
間
随
時
に
対
応
可
能
な
訪

問
介
護
事
業
者
へ
の
連
携
が
候
補
と
な

る
。
ま
た
、
既
に
十
分
な
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ス
ー
パ
ー
の
店
員
を
駆
け
つ
け
要
員

と
し
て
活
用
す
る
の
も
有
効
な
手
段

（
2
）最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

二
つ
め
の
切
り
口
が
、
I
o
T
、
A
I

を
利
用
し
た
既
存
サ
ー
ビ
ス
に
、
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
、
V
R（virtual reality

）、

ド
ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
等
の
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
付
加
し
、
サ
ー
ビ

ス
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
駆
け
つ
け
要
員
の
確
保

と
絡
め
る
と
、
近
年
急
拡
大
し
て
い

る
ウ
ー
バ
ー（U

ber

）等
の
配
車
ア
プ

リ
と
繋
ぎ
、
駆
け
つ
け
要
員
を
そ
の

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
と
す
る
方
法
も
面

白
い
だ
ろ
う
。
ウ
ー
バ
ー
は
乗
り
た

い
人
が
ア
プ
リ
を
操
作
し
て
呼
ぶ
仕

組
み
だ
が
、
そ
れ
を
セ
ン
サ
ー
が
検

知
し
た
異
常
を
、
自
動
的
に
配
車
ア

プ
リ
に
繋
げ
、
近
く
の
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
に
連
携
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
随
時
で
の
駆
け
つ
け
を

実
現
で
き
る
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
付
加
と
い
う
観
点

か
ら
い
う
と
、
検
知
し
た
異
常
を
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
に
連
動
さ
せ
る
仕
組
み
が
有

効
だ
。
例
え
ば
、
起
床
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
セ
ン
サ
ー
で
検
知
し
た
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
高
齢
者
を
起
き
上
が
ら
せ
る
と

い
っ
た
こ
と
や
、
転
倒
を
検
知
し
た

ら
、
高
齢
者
を
起
き
上
が
ら
せ
る
と
と



図2｜ 高齢者向け住まい（平成25年時点）

出所｜ 厚労省「高齢者向け住まいについて」（平成26年6月）

在宅
2,602万人（82％）

在宅
472万人（15％）

施設等
94万人
（3％）

要支援・要介護認定者 以外の者
2,602万人（82％）

潜在需要の8割以上を占める在宅市場の攻略が必要

要支援・要介護認定者
566万人（18％）
83% 17%

設定の有無

居住の場
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ベ
ッ
ド
ご
と
自
動
運
転
車
に
移
動
さ

せ
、
登
録
さ
れ
て
い
る
病
院
に
直
行
す

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
自
動
運
転
は
、
外
出
・
買
い
物
代

行
な
ど
、
移
動
に
関
す
る
様
々
な
課
題

を
解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
自
動
運
転
は
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で

は
夢
物
語
で
あ
っ
た
が
、
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、G

oogle

等
の
I
T
の
巨

人
が
こ
ぞ
っ
て
参
入
し
、
開
発
速
度
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
の
動
向
を

鑑
み
る
と
、
か
な
り
近
い
未
来
に
実

現
・
普
及
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
る
た

め
、
早
め
に
対
策
を
練
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

終
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現

在
、
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
、
抜

本
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
同

時
に
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
企
業

に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
は
ず
だ
が
、
世
界
で
も
前
例
が
な

い
た
め
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど
の
よ

う
に
攻
略
す
べ
き
か
の
解
を
探
し
あ

ぐ
ね
て
い
る
。

も
に
救
急
に
自
動
連
絡
す
る
、
ま
た
、

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
装
着
す
る
こ
と

で
、
立
ち
上
が
る
予
兆
を
検
知
し
、
立

ち
上
が
る
行
動
を
補
助
す
る
な
ど
、
既

存
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

水
準
で
も
、
実
現
可
能
と
推
測
で
き

る
。V

R
（virtual reality
）の
観
点
か

ら
は
、
過
去
の
視
聴
履
歴
に
加
え
、
検

知
し
た
心
拍
・
血
圧
の
状
況
を
踏
ま
え

た
最
適
な
映
像
を
推
奨
す
る
こ
と
で
、

仮
想
現
実
体
験
と
健
康
を
両
立
し
た
間

接
的
な
外
出
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
価
値

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
と
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
冷
蔵
庫
の
中
身
の
残
量
を
セ
ン

サ
ー
で
常
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
足
分
を

ス
ー
パ
ー
に
連
携
し
、
荷
積
め
、
ド

ロ
ー
ン
で
配
布
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
や
、
服
用
薬
に
つ
い
て
も
残
量
を
セ

ン
サ
ー
で
常
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
足
し

た
ら
、
か
か
り
つ
け
薬
局
に
自
動
連
携

さ
せ
、
ド
ロ
ー
ン
で
運
ば
せ
る
な
ど
、

高
齢
者
の
買
い
物
代
行
ニ
ー
ズ
や
、
近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
服
用
薬
の
過
剰

配
布
問
題
の
解
決
策
と
し
て
も
訴
求
で

き
る
。
ま
た
、
単
純
な
冷
蔵
庫
の
残
量

だ
け
で
は
な
く
、
食
事
内
容
を
セ
ン

サ
ー
で
検
知
し
、
A
I
で
不
足
し
て
い

る
栄
養
素
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
補
填
す

る
惣
菜
を
惣
菜
屋
に
連
携
し
、
ド
ロ
ー

ン
で
運
ば
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
ド
ロ
ー
ン
の
商
用
利
用
は
、
法

改
正
が
前
提
と
な
る
。

さ
ら
に
自
動
運
転
と
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
セ
ン
サ
ー
で
異
常
検
知
時
に
、

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
解
を
探
り
当

て
れ
ば
、
大
き
な
果
実
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
日
本
攻
略
後
の
先
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
、
そ
の
果
実
の

大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
攻
略
対
象
セ
グ
メ
ン

ト
と
し
て
、
高
齢
者
の
9
割
以
上
を

占
め
る
が
、
い
ま
だ
放
置
さ
れ
て
い

る
在
宅
介
護
市
場
を
攻
略
す
べ
き
で

あ
る
と
示
唆
し
た
。
ま
た
、
そ
の
攻

略
手
段
と
し
て
、
既
存
の
施
設
向
け

サ
ー
ビ
ス
を
土
台
に
し
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
既
存
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
、

及
び
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え

提
言
し
た
。

ご
紹
介
し
た
各
々
の
攻
略
手
段
に

つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
具
体
化
、
市

場
規
模
、
収
益
計
画
、
技
術
検
証
等
、

詰
め
る
べ
き
こ
と
は
多
く
残
っ
て
お

り
、
ま
た
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活

用
方
法
に
お
い
て
も
、
他
に
も
多
く

の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
述
べ
て
き
た
内
容
が
、
高
齢

化
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
で
に
参
入
、
あ
る

い
は
こ
れ
か
ら
参
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
企
業
様
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。



※1 ガートナー, プレスリリース, 2016年11月18日,「ガートナー、日本企業のデジタル・ビジネスへの取り組みに関する調査結果を発表」 
https://www.gartner.co.jp/press/html/pr20161118-01.html（有効回答者数165人）

NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
マネージャー
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製造業、サービス業のクライアント
に対して、IT戦略の策定、業務
改革の構想策定、各種改革の
PMO等のコンサルティングサービス
を提供。戦略・構想策定から導入・
定着化まで一貫したコンサルティン
グに強みを持つ。メーカー系のマー
ケティング会社、大手コンサルティ
ングファームを経て現職。
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1	
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
は

G
oogle

の
元
C
E
O
で
あ
る
エ
リ
ッ

ク
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
負
け
る
方
に
賭
け
る
の
は
愚
か
だ
」

と
い
う
言
葉
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
の
言
葉

通
り
、
人
々
は
時
間
や
距
離
の
壁
を
取

り
払
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
の

虜
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
登
場
に
よ
り
、
起
き
て
か
ら
寝
る

ま
で
の
全
て
の
時
間
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
々

の
行
動
は
急
激
に
変
化
し
た
。

こ
の
変
化
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
市
場
の
顧
客

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
い
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
瞬
時

に
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
を
認
知
し
た
う

え
で
意
思
決
定
を
行
い
、
購
買
行
動
ま

で
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
の
変
化
は「
デ
ジ
タ
ル
化
」と

呼
ば
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
前
提
と
し
て

構
築
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は「
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

多
く
の
企
業
で
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス

ク
や
成
長
の
機
会
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
ガ
ー
ト
ナ
ー
社
の「
日
本
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み

に
関
す
る
調
査
結
果（
2
0
1
6
年
8

月
調
査
）」に
よ
る
と
、
69
・
7
%
が「
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
」と
回
答
し
て
お
り
、
全

社
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
答
え
た
企

業
の
割
合
は
1
年
間
で
20
・
1
%
か
ら

29
・
3
%
に
増
加
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る※

１

。

デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
に
お
い
て
、
個

別
の
施
策
を
打
つ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
継
続
的
な
環
境
変
化
に
対
応
可

能
な
組
織
体
制
が
必
要
と
な
る
。
特
に

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
開

発
機
能
を
内
製
化
す
る
動
き
も
見
ら
れ

競
争
優
位
を
実
現
す
る

デ
ジ
タ
ル
組
織
体
制
の
あ
り
方
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て
い
る
。
外
部
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン（
S
I
）企
業
に
開
発
を
ア

ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
の
が
主
流
で
あ
っ
た

日
本
企
業
に
お
い
て
も「
内
製
化
」の
検

討
が
避
け
て
通
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い

て
、
企
業
の
組
織
体
制
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
察
し
て
い
く
。

2	

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め

の
組
織
へ
の
要
件

従
来
の
I
T
の
役
割
は
、
自
社
の
課

題
に
対
し
て
、
市
販
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
選
定
・
導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務

や
経
営
上
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

主
で
あ
っ
た
。
業
務
課
題
は
、同
業
種
・

業
態
の
企
業
で
共
通
的
な
も
の
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
複
数
企
業
の
課
題
を
束

ね
て
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ（S

Ier

）や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
会
社
が
提
供
す
る
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス

ト
で
高
い
効
果
を
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
I
T
の
役
割

は
、
市
場
課
題
の
解
決
に
よ
る
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
。
従
来
の
情
報
処
理

技
術
に
加
え
て
、
I
o
T
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
お
よ
び
人
工
知
能（
A
I
）と

い
っ
た
先
進
技
術
を
触
媒
と
し
て
活
用

し
、
独
自
性
・
先
進
性
の
あ
る
顧
客

サ
ー
ビ
ス
・
価
値
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務

シ
ス
テ
ム
は「
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
す
れ
ば

必
ず
使
わ
れ
る
」も
の
で
あ
る
が
、
顧

客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は「
サ
ー
ビ
ス
イ

ン
し
て
も
顧
客
が
支
持
し
な
け
れ
ば
使

わ
れ
な
い
」た
め
、
リ
ス
ク
の
高
い
投

資
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対

応
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に

は
、
ユ
ー
ザ
要
望
に
対
応
す
る
柔
軟

性
・
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
外
部
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
るS

Ier

の
役
割
も
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
従
来
の
業
務
シ
ス
テ
ム
開

発
も
今
後
も
需
要
は
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
本
領
域
で
は
大
き
な
成
長
は
見
込

ま
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
成
長
が
期
待

さ
れ
る
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
開

発
の
領
域
で
、
ユ
ー
ザ
企
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、

先
進
技
術
の
部
品
提
供（
A
P
I
サ
ー

ビ
ス
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

提
供
）、
先
進
技
術
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
支
援
、D

evO
ps

や
ア
ジ
ャ
イ

ル
開
発
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
組
織
・
仕

組
み
作
り
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
、
な
ど
の
ユ
ー
ザ
企
業
で
は
獲
得

が
難
し
い
機
能
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
。（
図
1
）

図1｜ デジタル時代におけるIT活用とは

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

役割 

企画アプローチ 

実現アプローチ 

課題解決の  
直接の対象 

推進主体への要件 

外部パートナー
への要件 

組織運営モデル 

これまでのIT活用 これからのIT活用 

情報技術による業務や経営意思決定の効率化 情報技術や先進技術による企業の競争優位の実現 

業務課題を特定し、 
情報技術によるToBe業務モデルを策定 

市場課題を特定し、情報技術や先進技術(AI、IoT
など）により、新たなビジネスモデルを策定 

投資対効果実現を志向した 
世の中のベストプラクティスの活用 

ユーザ価値実現を最優先とした 
独自性・先進性のあるテクノロジーの活用 

主に自社の社員 市場の顧客 

低コスト導入・運用 
安定重視で品質リスクを最小化 

ユーザ要望変化に対応する柔軟性とスピード 
短期間サイクルのPDCAによるリスク管理 

企業共通課題へのソリューションをベスト
プラクティス化し、安価・高品質で提供 

先進技術を活用したソリューションの部品提供 
先進技術活用や開発ノウハウのコンサルティング 

ウォーターフォール型 アジャイル型 
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図2｜ IT機能の機能分散化と内製化

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

IT部門 

ビジネス部門Ａ 

ビジネス部門Ｂ 

ビジネス部門Ｃ 外注先 
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3	

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
I
T
部
門
の

関
係
見
直
し

ユ
ー
ザ
要
望
の
変
化
へ
の
柔
軟
性
・

ス
ピ
ー
ド
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
I
T
部
門
の
機
能

配
置
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
特

に
シ
ス
テ
ム
開
発
・
運
用
の
機
能
を

I
T
部
門
/
外
注
先
か
ら
、
各
ビ
ジ

ネ
ス
部
門
に
分
散
配
置
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る（
図
2
）。

日
本
企
業
で
は
、
I
T
部
門
に
シ

ス
テ
ム
企
画
・
開
発
機
能
を
集
中
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
要
件
を
吸
い
上
げ

な
が
ら
、
I
T
部
門
が
要
件
を
取
り

ま
と
め
、
外
注
先
に
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
発
注
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
抽
出
し
た
ニ
ー
ズ

を
優
先
順
位
と
共
に
I
T
部
門
・
外

注
先
に
正
確
に
伝
達
し
、
シ
ス
テ
ム

を
実
装
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
要
件

に
落
と
し
込
み
、
３
者
で
合
意
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
部
門
・
I
T
部
門
・
外
注
先
間

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
の
知
識
や
意

識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
認
識
を
正

し
く
一
致
さ
せ
る
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
。
３
者
の
利
害
関
係
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
表
面
上
に
は
同
じ
ビ
ジ

ネ
ス
目
標
の
達
成
に
向
け
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
部
事
情
に
お
け
る
実
質
的
な

ゴ
ー
ル
に
は
不
一
致
が
生
じ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム

開
発
体
制
で
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

し
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し

て
い
く
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、

社
内
・
外
注
先
の
シ
ス
テ
ム
企
画
・

開
発
機
能
を
各
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
分

散
し
内
製
化
す
る
こ
と
で
、
顧
客
ニ
ー

ズ
へ
の
精
度
・
ス
ピ
ー
ド
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
内
製
化

を
進
め
る
上
で
は
、「
人
材
の
育
成
・

獲
得
・
定
着
」「
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
標

準
化
」「
固
定
費
の
増
加
」「
外
部
ノ
ウ

ハ
ウ
の
定
期
的
な
獲
得
」な
ど
様
々
と

挙
げ
ら
れ
る
が
、
10
年
、
20
年
先
の

未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
据
え
た
時
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
見
据
え
、
決
断
し
て
課
題
解
決
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

4	

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
組
織

体
制
の
事
例

G
oogle,N

etflix,S
potify

と

い
っ
た
I
T
企
業
を
参
考
と
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
部
門
と
I
T
部
門
の
関
係
を
見
直

し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
総
合
金
融
企
業

I
N
G
社
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

I
N
G
社
は
、
2
0
1
0
年
か
ら
数

年
を
か
け
てD

evO
ps

（
開
発
と
運
用

が
一
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
行

う
仕
組
み
）を
導
入
し
、
2
0
1
5
年

に
は
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
組
織
運
営
を
導

入
し
た
。

I
N
G
社
で
は
、S

quad

と
呼
ば
れ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、

デ
ー
タ
分
析
等
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
最
小
限
の

単
位
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
I
T
の
専

門
家
メ
ン
バ
が
協
働
し
、
顧
客
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
・
提
供
し
て
い
る
。S

quad

は
9
人
未
満
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
顧
客

課
題
解
決
に
向
け
た
明
確
な
ゴ
ー
ル
を

持
ち
、
自
律
的
に
業
務
を
遂
行
・
完
結

で
き
る
機
能
と
権
限
が
備
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、S

quad

単
位
で
の
縦
割
り

に
な
ら
な
い
よ
う
、Tribe

と
い
う
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ネ
ス
部
門
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
少
人
数
チ
ー
ム
で

の
自
律
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定

体
制
と
い
っ
た
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
顧

客
志
向
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
場

の
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
に
対
す
る
期

待
に
応
え
続
け
て
い
る
。

　

1
5
0
名
未
満
の
関
連
す
るS

quad

の
集
合
体
を
形
成
し
、S

quad

間
の

ナ
レ
ッ
ジ
・
知
見
の
共
有
や
調
整
を
行

う
。
ま
た
、C

hapter

と
呼
ば
れ
る

専
門
分
野
に
よ
る
チ
ー
ム
横
通
し
の
連

携
も
行
わ
れ
る
。（
図
3
）

こ
の
よ
う
に
I
N
G
社
で
は
、
ビ
ジ

5	

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め

の
組
織
機
能

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
組
織
体
制

を
構
築
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織

機
能
・
業
務
が
必
要
と
な
り
、
ど
の
機

能
を
自
社
で
持
ち
、
ど
の
機
能
を
外
部

パ
ー
ト
ナ
ー
に
持
た
せ
る
べ
き
か
を
考

察
す
る
。
大
き
く
は「
事
業
戦
略
の
提

言
」「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」「
デ
ジ
タ
ル
施

策
推
進
」「
デ
ジ
タ
ル
リ
ソ
ー
ス
管
理
」

の
４
項
目
が
考
え
ら
れ
る
。（
図
4
）

図3｜ Agile way of working at ING

出所｜ Agile way of working at ING Netherlands ‒ YouTube（https://www.youtube.com/watch?v=NcB0ZKWAPA0）
 を基にNTTデータ経営研究所で作成
 

Squad Squad Squad Squad 

Chapter (Marketing) 

Chapter(Product Management Processes) 

Chapter(Data Analysis) 

Chapter(・・・) 

Tribe 

Tribe Lead 

Agile Coach 

Product Owner Chapter Lead 

Squad 
・顧客の課題解決のためのプロジェクトチームである。（検索エンジンなど、機能単位で形成されることが多い）
・9人未満で編成され、マーケティング、データ分析、システム開発といったメンバーで構成される。
・同じロケーションで作業を行い、プロジェクトのゴールが達成されると解散し別のSquadにアサインされる。

Product
Owner

 ・Product Owner は提供されるプロダクト・サービスに責任を負う。
・各 Squad には Product Owner がアサインされ、Squad 内の作業と優先順位の管理を行う。
・チームのリーダーや上司ではなく、あくまでメンバーとして管理を行う。

Tribe/
Tribe Lead

 ・関連する Squad の集合が Tribe であり、150 名未満の集合体である。
（特定のサービス単位で形成されることが多い）

・Tribe Lead が調整役となり、Squad 間のナレッジ・知見の共有を促す。 
また、Tribe 全体の優先順位の設定や予算の割り当てを行う。

Chapter
 ・Squad を横断した、専門性による繋がりである。

・Chapter Lead は、該当する Chapter の仕事の仕方、人材開発、コーチング、 　パフォーマンス管理周期
等について責任を負う。

Agile Coach
 

・Tribe 内のメンバーや Squad に対してコーチングを行い、成長・パフォーマンス向上を促す。

図4｜ デジタル化に対応するための組織機能

出所｜ NTTデータ経営研究所にて作成

デジタル戦略 

新ビジネスモデルの実現方針の検討 
新サービス・組織・業務像の検討 
投資対効果の算出 
実行計画の策定 
部門間・IT戦略・セキュリティ戦略との整合確認 

デジタル 
リソース管理 

技術・組織運営のガイドライン・標準の策定・管理 
デジタル人材の管理 
資産・データの管理 
ベンダ管理 
予算管理 

デジタル 
施策推進 

デジタル施策の企画立案・計画策定 
デジタルサービスの開発 
デジタルサービスの運用と継続的改善 
施策の評価 
施策の横断管理（プログラムマネジメント） 
ポリシー・ガイドライン・標準の遵守のための統制 

機能 想定される業務 

赤字 ・・・外部リソースの活用が望ましい業務 
青字  ・・・必要に応じ、外部リソースの活用を検討する業務 
黒字 ・・・内部リソースでの実施が望ましい業務 
□　  ・・・各ビジネス部門を横断して取り組むのが望ましい業務 

事業戦略の提言 
テクノロジートレンドの把握 
市場/経営環境の調査・分析と課題抽出 
新ビジネスモデルの策定と提言 
事業計画の作成 
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い
。

［
デ
ジ
タ
ル
施
策
推
進
］

デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
、

具
体
的
な
顧
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
企

画
し
開
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
3

章
で
述
べ
た
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と

I
T
部
門
の
協
働
が
重
要
な
要
素
と
な

る
。
シ
ス
テ
ム
企
画
・
開
発
機
能
を
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
に
分
散
配
置
し
、
内
製
に

よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

一
方
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
内
製
化
を
実

現
す
る
に
は
、
組
織
設
計
、
開
発
や
組

織
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
人

材
の
獲
得
・
育
成
に
よ
る
体
制
の
構
築

と
い
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
高
い

ノ
ウ
ハ
ウ
と
改
革
・
育
成
の
た
め
の
時

間
を
要
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
I
T

部
門
に
よ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
内
製
を
ス
タ
ー
ト

し
、
徐
々
に
組
織
運
営
の
型
を
作
っ
て

展
開
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
ア

ジ
ャ
イ
ル
開
発
やD

evO
ps

の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
ベ
ン
ダ
と
協
働
し
な
が

ら
、
徐
々
に
内
製
に
よ
る
開
発
体
制
を

構
築
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

［
事
業
戦
略
の
提
言
］

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
、
事
業
戦

略
を
考
え
る
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ト
レ
ン
ド
の
把
握
は
、
組
織

横
断
的
な
部
門（
I
T
部
門
で
は
な

く
、C

D
O
(C

hief D
igital O

fficer)

の
元
で
全
社
的
な
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
推
進
す
る
新
組
織
）で
一
元
的
に
行

い
、
各
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
に
展
開
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
精
通
し
た
各
部
門
の
デ
ジ

タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
責
任
者
が
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
検
討
を
行
い
、
事
業
戦
略
へ
の

提
言
を
行
う
、
と
い
っ
た
体
制
が
望
ま

し
い
。

［
デ
ジ
タ
ル
戦
略
］

事
業
戦
略
と
し
て
承
認
さ
れ
た
新
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
・
組
織
・
業
務

像
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
現
に
向
け
た
計

画
を
策
定
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
戦
略
は
、

事
業
戦
略
を
策
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

が
主
導
で
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

［
デ
ジ
タ
ル
リ
ソ
ー
ス
管
理
］

デ
ジ
タ
ル
リ
ソ
ー
ス
管
理
は
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
、
デ
ー
タ
、
シ
ス
テ
ム
資
産
、

技
術
・
組
織
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

標
準
の
管
理
と
い
っ
た
業
務
を
行
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
と
I
T
部
門
の
連
携
に

は
、
精
緻
な
組
織
設
計
・
ル
ー
ル
設
計

が
必
要
で
あ
り
、
組
織
横
断
的
な
部
門

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、
各
組
織
に

展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

6	

さ
い
ご
に

10
年
先
、
20
年
先
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
た
時
に
、
組
織
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
は
ど
の
企
業
で
も
必
ず
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
本
稿
が
企
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。



NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
アソシエイトパートナー

和泉 靖史
I Z U M I  Y A S U S H I

外資系コンサルティングファームを
経て、2007年NTTデータ経営研
究所入社。マーケティング戦略立
案に関するコンサルティングやIT
サービスを対象としたビジネス展開
戦略の策定、システムグランドデザ
インの策定、大規模システム開発
に関わるPMO支援等において多
数実績をもつ。
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1	
当
社
に
お
け
る
P
M
O
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
取
組

当
社
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
分
野
、

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
精

通
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
抱
え
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の

P
M
O
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
と
し

て
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛

け
て
き
た
チ
ー
ム
が
い
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

顧
客
企
業
か
ら
直
接
要
請
を
受
け

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
形
態
に
加
え
、

当
社
が
N
T
T
デ
ー
タ
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
あ
る
関
係
か
ら
、
N
T
T
デ
ー
タ

が
関
わ
る
大
規
模
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
顧
客
企
業
に
寄

り
添
っ
た
当
社
の
P
M
O
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

と
N
T
T
デ
ー
タ
の
技
術
力
と
い
う
両
者

の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
協
業
す
る
形
で

P
M
O
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
形
態

が
増
え
て
お
り
、
他
社
に
は
み
ら
れ
な
い

特
徴
的
か
つ
効
果
的
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。（
図
１
） 

　2	
何
故
P
M
O
が
必
要
と
な
る

の
か

P
M
O
支
援
の
要
請
を
数
多
く
受
け

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
成
功
に
導
い
て
き
た

大
規
模
シ
ス
テ
ム
開
発
の
P
M
O
支
援
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図1｜ 当社におけるPMO支援サービスの受託形態

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

PMOを受託 

大規模開発プロジェクトオーナー 

NTTデータ 

クライアント 
企業 

開発を受託 

当社による 
支援パターン 

稼働提供  稼働費 

稼働提供 稼働費 

稼働提供 稼働費 

開発請負 開発請負費 

稼働提供 稼働費 

パターン① 
クライアント企業の

PMOを当社が直接支援 

パターン② 
クライアント企業の

PMOをNTTデータと
協業で支援 

パターン③ 
NTTデータ内の 
開発管理を支援 

サ

ビ
ス
提
供
先



る
背
景
に
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
か
。
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
よ
う

な
大
規
模
開
発
案
件
の
場
合
、
開
発
ベ

ン
ダ
1
社
に
委
託
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
自
ず
と
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
開
発
に
な

る
傾
向
に
あ
り
、
顧
客
企
業
に
求
め
ら

れ
る
ベ
ン
ダ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に
見
合
う

人
材
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
と
い
う

図
式
が
生
ま
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

P
M
O
（P

roject M
anagem

ent 

O
ffice

）の
よ
う
な
組
織
の
必
要
性
が

高
ま
る
。

マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
開
発
の
場
合
、
シ

ン
グ
ル
ベ
ン
ダ
開
発
と
比
較
し
て
、

顧
客
企
業
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
か
か
る
負
荷
が
高
ま
る

上
に
、全
体
仕
様
調
整
、全
体
テ
ス
ト
、

全
体
移
行
等
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
横

断
タ
ス
ク
の
推
進
を
担
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
顧
客
企
業
は

要
件
の
提
示
や
レ
ビ
ュ
ー
、
受
入
等

の
発
注
側
責
任
を
担
う
だ
け
で
な
く
、

発
注
先
ベ
ン
ダ
が
複
数
に
な
る
こ
と

に
伴
い
管
理
負
荷
が
高
ま
る
こ
と
や
、

全
体S

Ier

と
し
て
の
責
務
を
負
う
必

要
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
顧
客
企
業
側
に

て
強
力
な
P
M
O
組
織
や
横
断
タ
ス
ク

推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ

り
、
自
社
人
材
だ
け
で
賄
え
な
い
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
当
社
の
よ
う
な
外

部
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
な

る
。
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
開
発
に
お
け
る
顧

客
企
業
と
し
て
の
責
務
の
自
覚
が
欠
け

て
い
る
場
合
、
こ
う
い
っ
た
組
織
の
立

上
げ
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
る
。（
図
２
）

　3	

本
質
的
な
P
M
O
と
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か

P
M
O
組
織
を
立
ち
上
げ
た
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
本
質
的
に
理
解
し

機
能
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
ど
れ
だ
け

あ
る
だ
ろ
う
か
。
我
々
が
理
解
し
て

い
る
P
M
O
の
役
割
の
本
質
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

P
D
C
A
を
回
す
こ
と
」だ
と
考
え
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
遵

守
、
品
質
確
保
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
、
各
工
程
、
工
程
内
に
て

「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」と
し
て
成
り

立
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功

に
導
く
た
め
に
は
、
各
レ
ベ
ル
に
お
い

て
整
合
の
取
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計

画
、
そ
の
計
画
を
推
進
・
管
理
す
る
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、
そ
れ
ら
を

運
営
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制

が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
言
う
は
易
く
行
う

は
難
し
で
あ
り
、
P
M
O
の
役
割
の
本

質
が「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
に
向

け
て
P
D
C
A
を
回
す
こ
と
」だ
と
し

た
場
合
、
そ
れ
が
欠
如
し
た「
よ
く
あ

る
P
M
O
」を
見
る
こ
と
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
は「
計

画
」が
あ
っ
て
の「
管
理
」だ
が
、
計
画

比
に
よ
る
管
理
で
は
な
く
、『
現
在
○
○

を
実
施
中
』と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責

任
者
か
ら
み
る
と
何
の
価
値
も
無
い
報

告
が
繰
り
返
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
れ
を
我
々
は 
” 

実
績
報
告

鵜
呑
み
型 

“
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、

進
捗
や
課
題
等
の
取
り
纏
め
で
満
足

し
て
し
ま
い
、
問
題
解
決
の
推
進
に

積
極
的
に
関
与
し
な
い
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
、
こ
れ
を 

”
ホ
ッ
チ
キ
ス
止

め
型 

“
と
呼
ん
で
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
た

P
D
C
A
を
回
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
各
工
程
で
の
P
D
C
A
を
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
回
す
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
当
社
が
P
M
O
と
し
て
参
画
す
る

際
に
は
、
こ
の
姿
勢
に
基
づ
き
、
問
題

の
早
期
検
知
と
是
正
措
置
に
努
め
て
い

る
。（
図
３
）

4	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
く

P
M
O
の
実
践
的
な
方
法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る

（
P
D
C
A
を
適
切
に
回
し
て
目
標
を

達
成
す
る
）た
め
に
、
当
社
が
行
っ
て

き
た
実
践
的
な
手
法
を
実
例
ベ
ー
ス
で

4
点
ご
紹
介
し
た
い
。

1
点
目
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を

把
握
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
状
態
を

作
り
出
せ
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ

と
」。
当
社
の
ス
キ
ー
ム
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
管
理
機
能
」と「
シ
ス
テ
ム
個

別
管
理
支
援
機
能
」の
両
面
が
一
体
と
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図3｜ 本質を見失っているよくあるPMO

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

よくある 
PMO 

プロジェクト計画 
（Plan） 

管理・推進 
(Do) 

チェック/対策 
(Check/Action) 

プロジェクト全体、各工程等、  
各レベルに即してPDCAサイクルを回すこと 

プロジェクト 
マネジメント

の本質 

プロジェクト計画 
（Plan） 

管理・推進 
(Do) 

チェック/対策 
(Check/Action) 

パターン①：実績報告鵜呑み型 
『計画が不明確』／『計画差が不明確』  

　（『現在○○を実施中』という何の価値もない報告が繰り返されるケース） 

パターン②：ホッチキス止め型 
進捗や課題等の取り纏めで満足してしまい、問題解決の推進に積極的に関与しない 

　（各システムからの報告書を束ねたり、全体台帳へ転記して満足してしまうケース） 

欠如 欠如 

なためこのまま進めていくとどうなるかが分からない
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図2｜ 発注ベンダ数に応じた発注側の責務

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

①発注先がシングルベンダの場合 
= 発注側が発注責任を負う 

②発注先がマルチベンダの場合 
= 発注側が発注責任＋SIer責任を負う 

プロジェクト全体責任者 

システム側責任者 業務側責任者 

全体仕様・テスト 全体仕様・テスト 
移行 移行 
研修 研修 
運用 運用 
環境 

本社各部 
地域統括 
各拠点 

 現行ｼｽﾃﾑ 
運用保守 

プロジェクト管理 

プロジェクト全体責任者 

システム側責任者 業務側責任者 

全体仕様・テスト 全体仕様・テスト 
移行 移行 
研修 研修 
運用 運用 
環境 

本社各部 
地域統括 
各拠点 

 現行ｼｽﾃﾑ 
運用保守 

プロジェクト管理 

発注側は発注責任(要件の提示やレビュー・受入等)を担い、ベ
ンダ管理は単一のベンダに対して行う 

発注側は発注責任(要件の提示やレビュー・受入等)を 
担う上に、発注先ベンダが複数になることに伴い、管理負荷が

高まる上にSIerとしての責務を負う必要が発生する 

発注先であるベンダは、下請けベンダを抱えている場合等も 
含め、SIerとしての責務を負う必要がある 発注先である各ベンダは、担当領域に関して責務を負う 

プロジェ 
クト体制 

発注側の
責任 

ベンダ側
の責任 

発注先がシングルベンダ 発注先がマルチベンダ 

【プライムベンダ】 
請負責任を担う 
(SIer責任含む) 

【下請けベンダ】 
請負責任を担う 

【各ベンダ】 
請負責任を担う 

新ｼｽﾃﾑ開発新ｼｽﾃﾑ開発

な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
遵
守
、
品
質
確
保
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。（
図
４
）

2
点
目
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
了

に
向
け
た
確
認
観
点
を
有
し
て
い
る
こ

と
」。
確
認
観
点
と
し
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
カ
ッ
ト
オ
ー
バ
ー
ク
ラ
イ
テ

リ
ア
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
で
あ
り
、
業
務
側
、

シ
ス
テ
ム
側
を
対
象
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完

了
基
準
を
満
た
し
て
い
る

か
を
段
階
的
に
確
認
し
、

問
題
検
知
・
対
策
、
稼
働

可
否
判
断
を
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

3
点
目
は
、「
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
担
当
を
配
置
し
て
現

場
の
実
態
を
自
ら
把
握
す

る
こ
と
」。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
担
当
の
主
な
機
能
と
し

図4｜ プロジェクト全体管理スキームの例

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

プロジェクト  
全体管理 

全体会議 
運営 

統制 
（TF支援含む）  

システム 
横断推進 

（タスクフォース） 

マネジメント層 

【 プロジェクト管理機能の概要 】 
① プロジェクト管理の仕組みを企画し、システム間

調整会議での討議を経て、システム側へ展開 

② 個別システム担当により、管理の定着化フォローや
是正提案、進捗・品質実態のモニタリング等を実施

③ ②による実態モニタリング結果も踏まえながら、
全体統括会議等を経て各システムの状況を把握 

個別システム  
管理支援 

プロジェクト管理の企画 
（各種判定方針、各種管理方針等） 

プロジェクト管理の実施 
（進捗・課題・品質・変更管理、判定等） 

マネジメントレポート 

システム間調整会議の運営 
（管理方針展開、全体課題討議等） 

全体進捗会議の運営 
（全体状況の共有等） 

AP統制 DB統制 

全体仕様調整・テスト推進 
移行推進 
研修推進 
運用推進 

重点管理システム
モニタリング等 

非重点管理システム
モニタリング等 

関連システム 
モニタリング等 

タスクフォース 
モニタリング等 

重点管理 
システム構築 

非重点管理 
システム構築 関連システム構築 

個別 
システム構築  
（各システム） 

状況報告等 指示・承認等 

管理方針案等 

管理方針展開等 

状況把握等 

状況報告等 

管理の定着化フォローや是正提案 
実態モニタリング・プロセスチェック等 

プロダクトサンプルチェック 
技術支援等 

１ 

１ 

3 

3 

2 

【 統制機能の概要 】 
• AP面や統合DB面から各システムのプロダクト（成果

物）サンプルチェックや技術支援等を実施  

各システムの品質実態を把握するために 
統制チェックの状況・結果等も適宜共有 

プロジェクト全体管理（全体会議運営含む）
と個別システム管理支援が一体となって機能 

＋ 
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て
は
2
点
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

の
全
体
方
針
の
展
開
や
定
着
化
を
図
る

こ
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
報
告
を
挙
げ

て
も
ら
い
実
態
を
把
握
し
、
問
題
を
検

知
し
た
ら
是
正
を
促
す
と
と
も
に
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
へ
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
。
こ
の
2
点
に
よ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

4
点
目
は
、「
P
M
O
人
材
と
し
て
求

め
ら
れ
る
心
得
・
行
動
様
式
・
進
め
方

を
徹
底
す
る
こ
と
」。
前
述
の
よ
う
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
担
当
は
そ
の
立
場
が
複

雑
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
動
き
方
が
個
人

の
素
養
に
依
存
す
る
部
分
も
あ
り
、
う

ま
く
機
能
す
る
人
、
機
能
し
な
い
人
に

分
か
れ
て
し
ま
う
難
し
さ
が
あ
る
。

P
M
O
人
材
は
、
常
日
頃
意
識
し
て
お

く
べ
き
主
な
心
得
や
行
動
様
式
等
が
重

要
で
あ
り
、
当
社
が
P
M
O
を
行
う
際

に
は
、
こ
う
い
っ
た
内
容
を
メ
ン
バ
ー

と
よ
く
共
有
し
た
上
で
参
画
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
。

5	

今
後
の
P
M
O
の
方
向
性

最
後
に
、
今
後
の
P
M
O
の
方
向
性

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
大

規
模
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
人
材
の
不
足
か
ら
支
援
の
要
請

を
受
け
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

主
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
我
々
へ

の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
様
相
に
変
化
が
見

ら
れ
て
い
る
。

大
規
模
開
発
で
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ォ
ー
ル
型
の
開
発
計
画
を
立
て
、
工

程
毎
の
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が

主
流
で
あ
り
、
そ
の
型
に
基
づ
き
管
理

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
フ
ロ
ン
ト

系
の
シ
ス
テ
ム
等
を
中
心
に
比
較
的
小

さ
い
規
模
で
短
期
間
に
稼
動
さ
せ
、
段

階
的
に
拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
の
よ
う
な
開
発

形
態
を
と
る
こ
と
や
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス

で
の
構
築
、
開
発
・
テ
ス
ト
の
自
動
化

に
よ
り
短
期
開
発
を
図
る
等
、
開
発
プ

ロ
セ
ス
に
変
化
が
生
ま
れ
て
お
り
、

P
M
O
支
援
に
お
い
て
も
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
沿
っ
た
管
理
形
態
が
求
め

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の

P
M
O
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
な
く
、

今
後
は
多
様
な
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
即
し

た
管
理
形
態
が
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。（
図
5
）

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
を

定
め
、
そ
の
ゴ
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
限
ら
ず
、
事
業

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
近
年
で
は
社

会
的
な
問
題
解
決
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ん
だ

り
す
る
が
、
こ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

図5｜ これからのPMO支援の方向性

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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※1 PMBOK：Project Management Body Of Knowledge
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製造業の物流部門、人事給与パッ
ケージ導入SE、外資系コンサル
ティングファームを経て、2016年
NTTデータ経営研究所に入社。
官公庁をはじめ、製造業、公共イン
フラ会社向けのシステム構築・開
発に関わるプロジェクトにおいて、主
にPMO（Project Management 
Office）として、プロジェクト管理支
援で多数の実績をもつ。
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は
じ
め
に

P
M
O（P

roject M
anagem

ent 

O
ffice

）と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支

援
を
し
て
い
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
が
多
く

発
生
す
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
場
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管

理
ル
ー
ル
を
規
定
し
運
用
す
る
も
の

の
、
ユ
ー
ザ
部
門
と
開
発
ベ
ン
ダ
の
間

で
は
得
て
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
に

よ
り
、
ユ
ー
ザ
部
門
の
作
っ
て
欲
し
い

シ
ス
テ
ム
と
開
発
ベ
ン
ダ
の
作
る
シ
ス

テ
ム
と
で
齟
齬
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ユ
ー
ザ
部
門

と
開
発
ベ
ン
ダ
と
の
間
に
I
T
部
門
が

立
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
問
題
解
消
の
重
要
な
役
割
を
担
う
場

合
が
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

管
理
ル
ー
ル
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

事
象
に
関
し
て
、
な
か
な
か
う
ま
く
対

応
で
き
ず
、
失
敗
し
て
し
ま
う
事
例
は

少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
解
決
の
支
援
も
含
め
、
P
M
O

を
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促

進
を
図
る
こ
と
は
非
常
に
効
果
的
と
考

え
る
。
本
稿
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
発
生
事
例
を
も
と
に

P
M
O
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
け
る
問
題
解
決
の
方
法
例
を
紹

介
す
る
。

よ
く
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
失
敗
例

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
が
ち
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
問
題
）

P
M
O
の
作
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
管
理
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

管
理
ル
ー
ル
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
よ
く

P
M
B
O
K※

１

に
基
づ
き
体
系
的
に
整
備

を
実
施
す
る
。そ
の
中
の
一
つ
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
が
あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
の
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

75│ Info-Future®  No.56 November 2017

P
M
O
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
な
く
、

今
後
は
多
様
な
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
即
し

た
管
理
形
態
が
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。（
図
5
）

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ゴ
ー
ル
を

定
め
、
そ
の
ゴ
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
限
ら
ず
、
事
業

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
近
年
で
は
社

会
的
な
問
題
解
決
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ん
だ

り
す
る
が
、
こ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。



ク
ト
体
制
を
踏
ま
え
、
各
担
当
者
の
役

割
や
必
要
と
な
る
各
会
議
体
等
を
定
義

す
る
。
P
M
O
は
策
定
し
た
管
理
ル
ー

ル
に
基
づ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
者
全

員
に
対
し
て
管
理
ル
ー
ル
の
適
用
を
推

進
し
て
い
く
が
、
実
際
の
現
場
で
は
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
。

1	

各
担
当
者
層（
Ｐ
Ｍ
層
、
リ
ー
ダ
ー

層
、
メ
ン
バ
ー
層
）そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
問
題

体
制
図
上
、
い
く
ら
相
対
す
る
担
当

者
層
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
よ
う
に
し
て
も
、
実
際
は
な
か
な
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
な

い
。
ユ
ー
ザ
部
門
と
開
発
ベ
ン
ダ
と

い
っ
た
関
係
に
お
い
て
は
、
結
局
、
雇

い
側
と
雇
わ
れ
側
と
な
っ
て
し
ま
い
、

対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

と
言
う
訳
に
は
な
か
な
か
行
か
ず
、
本

質
的
な（
言
い
に
く
い
事
等
）話
が
さ

れ
な
い
事
に
よ
り
問
題
が
発
生
す
る
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

2	

ユ
ー
ザ
側
と
開
発
ベ
ン
ダ
側
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に

よ
る
認
識
違
い
の
問
題

各
担
当
者
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
も
の
の
、
ユ
ー
ザ
と
開
発
ベ
ン

ダ
で
は
、
要
件
定
義
書
や
設
計
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
各
立
場

で
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
し
て
し
ま

う
事
が
多
々
あ
る
。「
あ
れ
っ
？
」と
疑

問
に
思
っ
た
時
点
で
互
い
に
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
認
識
合
わ

せ
を
実
施
す
れ
ば
問
題
な
い
が
、
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
安
心
し
て
し
ま
い
、
認
識
が

合
っ
て
い
る
と
判
断
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
疎
か
に
し
た
結
果
、
後
工
程

（
特
に
テ
ス
ト
工
程
）に
入
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
認
識
違
い
が
発
覚
す
る
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

3	

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
に
よ
る
問
題

各
担
当
者
間
、
各
立
場
間
で
適
切
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

て
も
、
担
当
者
間
で
は
解
決
、
合
意
で

き
な
い
課
題
や
問
題
等
が
発
生
す
る
。

そ
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管

理
ル
ー
ル
に
規
定
さ
れ
た
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ル
に
基
づ
き
対
応
・
処
理

さ
れ
る
が
、
意
思
決
定
者
や
決
裁
者
が

判
断
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
、
も

し
く
は
判
断
ま
で
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ト
が
長
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
意
思

決
定
が
行
わ
れ
な
い
事
に
よ
る
進
捗
遅

延
が
発
生
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

問
題
は
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
い
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
不
幸
な
結
果
へ
向
か
っ
て

歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
る
。（
図
1
）

P
M
O
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
事
態

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
各
関
係
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
目
配
せ
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
手
を
差
し
延
べ
て
コ
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図1｜ コミュニケーションにおいて発生する問題の例

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

人は限られた情報の中でしか合理的な判断を行えない。 
しかも自分にとって都合の良い判断。 

なら、このままで
よくない？

どうせ
言っても無駄

レビューしている
時間がない

上司と会う時間
無いし

言った者負け
になるし、
説明が面倒



ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
ロ
ス
の
発

生
を
防
止
す
る
活
動
が
重
要
と
考
え

る
。

図2｜ コミュニケーションにおける問題への対応策の例

合理的な判断を行うための取り組みが必要。

なら、このままで
よくない？

どうせ
言っても無駄

レビューしている
時間がない

上司と会う時間
無いし

言った者負け
になるし、
説明が面倒

どこかで拾う
人や機会を
設ける

レビュータスクや
レビュー責任者は
最初から決めておく

権限委譲の範囲を
メンバーと
目あわせする

本当にこのままで
よいのか？

適材適所、
誰がやるべきかを
整理する

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
問
題

の
対
策

先
述
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
問
題
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
、「
人
は

限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
し
か
合
理
的
な

判
断
を
行
え
な
い
。
し
か
も
自
分
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
判
断
」を
し
て
し

ま
う
結
果
発
生
し
て
い
る
と
考
え
る
。

P
M
O
の
対
応
と
し
て
、「
合
理
的
な

判
断
」が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
行
え
る
よ
う
な
対
策
の
例
を
紹
介

す
る
。（
図
2
）

1	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
ル
ー
ル
の

適
正
な
整
備
と
運
用

P
M
O
の
役
割
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
ル
ー
ル
を
策
定
す
る

事
は
先
に
述
べ
た
。
た
だ
し
、
策
定
し

た
ル
ー
ル
が
陳
腐
化
ま
た
は
、
絵
に
描

い
た
餅
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ル
ー

ル
は
適
切
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
修
正

す
る
こ
と
も
P
M
O
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
規
模
な
場

合
、
過
去
上
手
く
い
っ
た
管
理
ル
ー
ル

を
適
用
し
て
も
、
万
事
上
手
く
い
く
と

は
限
ら
な
い
。
現
場
に
則
し
た
ル
ー
ル

の
整
備
・
運
用
が
重
要
と
考
え
る
。

2	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
ル
ー
ル
運

用
の
た
め
の
支
援（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
設
定
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
ル
ー
ル

は
あ
く
ま
で
ル
ー
ル
で
あ
り
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
以

上
、
上
手
く
い
く
人
い
か
な
い
人
、
立

場
的
に
上
手
く
で
き
な
い
と
い
っ
た
事

が
実
際
に
は
発
生
す
る
。
こ
の
部
分
は

P
M
O
の
出
番
で
あ
り
、
関
係
者
の
間

に
立
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の
場
の
設
定
、
そ
の
場
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
事
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解
消
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
推
進
で
き
る

と
考
え
る
。

こ
こ
ま
で
の
例
は
、
ユ
ー
ザ
部
門
と

開
発
ベ
ン
ダ
間
で
の
例
で
あ
る
が
、
こ

の
二
者
間
に
I
T
部
門
が
介
在
す
る
こ

と
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

ユ
ー
ザ
部
門
と
開
発
ベ
ン
ダ
の
二
者
間

に
I
T
部
門
が
板
ば
さ
み
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進

ど
こ
ろ
か
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

し
ま
う
事
象
が
発
生
す
る
。
I
T
部
門



図3｜ IT部門が陥りやすいコミュニケーション管理状況とその改善イメージ

出所｜NTTデータ経営研究所にて作成

【改善前】 【改善後】

IT 
部門

開発ベンダ ユーザ部門 

IT部門

コントロール 開発ベンダ ユーザ部門 

ユーザさん
と調整して
ください

それは変更
ですか？

次は何を
するん
ですか？

ユーザ部門
からの仕様
は△△なの
で、考慮し
てください。

レビューは
○月○日に
実施します。

○月○日に
レビュー済
みなので
変更です。

次は○○
をして
ください。

板ばさみにならない。
ユーザ部門と開発ベンダをコントロールする。

ユーザ部門とベンダの間で
板ばさみになりやすい

レビュー
して
ください
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と
し
て
は
、
板
ば
さ
み
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ユ
ー
ザ
部
門
と
開
発
ベ
ン

ダ
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
る
。（
図
3
）

こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
I
T
部
門

の
配
下
に
P
M
O
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
P
M
O
が
三
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
と
し
て
問
題
発
生
の

防
止
な
ら
び
に
問
題
発
生
時
の
解
消
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
る
。

今
後
の
展
望

～
Ｐ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
で
き
る
こ
と
～

本
稿
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ス
に
よ
り
発
生
す
る

問
題
を
考
察
し
、
P
M
O
の
対
応
方
法

を
紹
介
し
た
。
実
際
の
現
場
で
は
、
あ

ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
取
引

コ
ス
ト
等
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

日
々
の
タ
ス
ク
実
施
や
調
整
業
務
が
各

担
当
者
間
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
先

述
の
通
り
、「
人
は
限
ら
れ
た
情
報
の

中
で
し
か
合
理
的
な
判
断
を
行
え
な

い
。
し
か
も
そ
の
判
断
は
、
自
分
に

と
っ
て
都
合
の
よ
い
判
断
に
な
る
」と

い
っ
た
事
象（
問
題
と
し
て
露
呈
し
て

な
い
だ
け
で
）が
発
生
し
て
い
る
こ
と

は
、
想
像
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く
推
進
す
る

た
め
に
P
M
O
と
し
て
は
、
第
三
者
の

目
線
で
中
立
的
な
立
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
取
引
コ
ス
ト
を

い
か
に
適
正
化
し
、
円
滑
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
、
不
幸
に
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

P
M
O
と
し
て
参
画
す
る
に
あ
た

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に
対

す
る
心
構
え
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
支
援
に
望
む
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

1	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
ル
ー

ル
は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か

2	

関
係
者
間
の
認
識
は
本
当
に
合
っ

て
い
る
か

3	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
設

定
が
必
要
か

4	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

取
引
コ
ス
ト
は
適
正
か

最
後
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

て
い
る
関
係
者
に
お
い
て
、
本
質
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た

め
の
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ

ス
と
し
て
、
第
三
者
的
中
立
な
立
場
で

あ
る
P
M
O
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。P

M
O
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
、
潤
滑
油
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
に
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え

る
。



NTTデータ経営研究所 
法人戦略コンサルティング部門 
事業戦略コンサルティングユニット 
マネージャー

中嶋 和孝
N A K A S H I M A  K A Z U T A K A

システムインテグレーター、コンサ
ルティングファームを経て、2017
年NTTデータ経営研究所入社。
PMOとしてのシステム開発プロジェ
クト計画・推進の経験と、データを
活用した業務分析の経験をもつ。
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1	
は
じ
め
に

大
規
模
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
、
支
援
体
制
と
し
て

P
M
O
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
た
。
P
M
O
の
主
な
役
割
は
、「
計
画

策
定
」「
定
着
化
・
実
行
推
進
」で
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
く
た
め
に

筆
者
も
奮
闘
し
て
き
た
が
、
最
近
関

わ
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
傾
向
と

し
て
、「
要
件
が
い
つ
ま
で
も
確
定
し

な
い
」「
受
入
テ
ス
ト
に
お
け
る
準
備

作
業
や
実
行
が
上
手
く
回
ら
な
い
」と

い
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
主
体
と
な
っ

て
推
進
す
る
工
程
で
発
生
す
る
問
題
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

本
稿
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業
側
が
抱

え
る
問
題
と
そ
の
解
消
の
た
め
に

P
M
O
の
有
効
活
用
を
提
案
す
る
。

2	

ユ
ー
ザ
ー
企
業
が
抱
え
る
問
題

昨
今
の
I
T
技
術
の
進
歩
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
等
の
ニ
ー
ズ
増
大
に
伴
い
、
大

型
の
I
T
関
連
投
資
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
発
展
に
は
I
T
技
術
が
不

可
欠
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
以
前
に
も

増
し
て
、
複
数
の
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
立
ち
上
が
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

元
々
少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
情
報
シ
ス
テ
ム
部

門
・
業
務
部
門
に
お
い
て
、
I
T
人
材

不
足
問
題
が
顕
著
に
な
り
、
計
画
や
作

業
に
充
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
状

況
が
発
生
し
て
き
た
。
ス
キ
ル
不
足
に

よ
っ
て「
要
件
が
決
め
ら
れ
な
い
」「
受

入
テ
ス
ト
項
目
を
整
理
で
き
な
い
」と

い
っ
た
問
題
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

と
は
思
う
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
人

材
不
足
に
よ
る
問
題
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
り
、
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
感
じ
る
。

人
材
不
足
解
消
の
た
め
、
採
用
活
動

の
活
発
化
や
関
係
部
署
か
ら
の
異
動

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
を
真
に
支
え
る

P
M
O
の
あ
り
方
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た

め
の
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ

ス
と
し
て
、
第
三
者
的
中
立
な
立
場
で

あ
る
P
M
O
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。P

M
O
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
、
潤
滑
油
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
に
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え

る
。



等
、
社
内
リ
ソ
ー
ス
を
工
面
し
て
解
消

を
試
み
る
こ
と
も
多
い
が
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
の
波
は
、

例
外
な
く
I
T
業
界
に
も
押
し
寄
せ
て

い
る
。
2
0
1
6
年
6
月
10
日
に
経
済

産
業
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
調
査
レ
ポ
ー

ト「
I
T
人
材
の
最
新
動
向
と
将
来
推

計
に
関
す
る
調
査
結
果
」に
よ
る
と
、

2
0
1
5
年
時
点
で
既
に
I
T
市
場
全

体
で
約
17
万
人
が
不
足
し
て
お
り
、

2
0
3
0
年
に
は
約
59
万
人
が
不
足
す

る
と
の
推
計
結
果
が
出
て
い
る（
図

1
）。
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の
情
報
シ
ス
テ

ム
部
門
に
限
る
と
、
2
0
1
5
年
時
点

で
3
・
9
万
人
が
不
足
し
て
お
り
、

2
0
3
0
年
に
は
約
14
万
人
が
不
足
す

る
と
の
こ
と
だ（
図
2
）。
全
て
の
企
業

に
対
し
て
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
減

少
傾
向
を
組
織
内
だ
け
で
解
消
す
る
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
外
部

か
ら
の
要
員
確
保
を
検
討
す
る
段
階
に

来
て
い
る
。
そ
の
要
員
候
補
と
し
て

P
M
O
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　3	

I
T
人
材
不
足
を
補
填
す
る

役
割
と
し
て
の
P
M
O

3
・
1	

P
M
O
の
役
割
と
特
徴

（
従
来
型
P
M
O
の
特
徴
）

こ
こ
で
改
め
て
P
M
O
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
。
P
M
O
と
は
、Project 

M
anagem

ent O
ffice

の
略
で
、
P
M

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）や

リ
ー
ダ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
サ

ポ
ー
ト
組
織
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

視
点
か
つ
第
三
者
の
視
点
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
援
す
る
専
門
組
織
で
あ
る
。

P
M
O
の
活
動
は
、「
計
画
策
定
」「
定

着
化
・
実
行
推
進
」に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、「
計
画
策
定
」と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
計
画
書
の
作
成
や
マ
ス
タ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
作
成
や
工
程
定
義
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
ル
ー
ル
の
策
定
と
い
っ

た
活
動
を
指
し
、「
定
着
化
・
実
行
推

進
」と
は
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底
や
、
進
捗
・
課

題
発
生
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分

析
、
会
議
体
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
活
動
を
指
す
。
こ
れ

ら
以
外
に
も
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
、
メ
ン
バ
ー
参
画
手
続
・
準
備
と

い
っ
た
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
系
の

仕
事
も
P
M
O
の
役
割
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
が
、
本
稿
で
は
前
述
2
つ
の
役
割

に
絞
っ
て
説
明
を
進
め
る
。

3
・
2	

従
来
型
P
M
O
に
よ
る
支
援
の

限
界

「
3
・
1 

P
M
O
の
役
割
と
特
徴
」

に
も
書
い
た
が
、
P
M
O
は「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
視
点
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

す
る
」と
い
う
と
こ
ろ
が
特
徴
で
、
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
な
る
業
務

を
理
解
し
て
い
な
く
て
も
役
割
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
発
生
す
る「
課
題
や
品
質
状
況
を
確

認
は
す
る
が
、
中
身
ま
で
は
踏
み
込
ま

な
い
」と
も
言
え
る
。
当
然
、
策
定
し

た
計
画
の
実
現
妥
当
性
や
業
務
に
纏
わ

る
問
題（
例
：
業
務
間
の
連
携
を
意
識

し
た
検
討
順
の
定
義
や
課
題
発
生
時
の

対
応
方
針
の
検
討
）の
解
決
を
担
う
役

割
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
基
本
的

に
は「
P
M
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ー

ザ
ー
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
」が
担

当
し
、
対
応
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
も
ら
う
こ
と
で
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
従
来
型
の

P
M
O
支
援
を
続
け
て
い
く
場
合
、

ユ
ー
ザ
ー
企
業
側
の
P
M
や
リ
ー
ダ
ー

層
が
揃
っ
て
い
な
い
と
成
り
立
た
な
い

構
図
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
最
近
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
が

実
際
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

と
、
P
M
や
リ
ー
ダ
ー
層
が「
フ
ル
ア

サ
イ
ン
さ
れ
な
い
」「
複
数
の
役
割
を

兼
任
し
て
い
る
」と
い
っ
た
状
況
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

体
制
図
と
し
て
は
役
割
が
分
か
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
、
バ
イ
ネ
ー
ム
で
名

前
を
入
れ
る
と
複
数
の
役
割
を
兼
任
し

て
い
る
、
そ
も
そ
も
参
画
で
き
る
工
数

が
少
な
い
、
想
定
す
る
要
員
数
に
対
し

て
要
員
が
少
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
を

よ
く
見
か
け
る
。
そ
の
た
め
、
計
画
策

定
が
で
き
た
と
し
て
も
実
現
妥
当
性
が

確
認
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
の
計
画
も

「
絵
に
描
い
た
餅
」で
終
わ
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
P
M
・
リ
ー
ダ
ー
層
が
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
課
題
検
討
や

判
断
に
か
か
る
時
間
が
長
く
な
り
課
題

解
決
が
遅
く
な
る
、
品
質
確
認
が
限
定

的（
確
認
対
象
の
限
定
、
チ
ェ
ッ
ク
観
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図1｜ IT人材不足規模に関する予測

出所｜ 経済産業省「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果について」

図2｜ IT人材不足数の試算結果（中位シナリオ）

出所｜ 経済産業省「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果について」
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人材供給は 
2019年を 

ピークに減少 

現在の不足数 

2030年の 
人材不足数 

 

ITニーズの
拡大により

市場規模は
今後も拡大 約79万人 

（高位シナリオ） 

約59万人 
（中位シナリオ） 

約41万人 
（低位シナリオ） 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年
（国勢調査結果）

 

不足人材数 2015年 2020 年
内は労働生産性のシナリオ

2030年
( )( ) 内は労働生産性のシナリオ

ITベンダー

赤字は労働生産性が向上した場合を考慮した試算結果

126,300人 224,244人 （3%）104,214人
（1%）181,842人 434,437人 （3%）60,708人

（1%）289,750人

大企業 47,800人 84,868人 （3%）39,441人
（1%）68,821人 164,419人 （3%）22,976人

（1%）109,660人

中小企業 78,500人 139,376人 （3%）64,772人
（1%）113,022人 270,018人 （3%）37,732人

（1%）180,090人

（組込み） 4,049人 7,810人 （3%）3,876人
（1%）6,421人 16,610人 （3%）3,667人

（1%）11,599人

（ゲーム） 1,142人 2,262人 （3%）1,144人
（1%）1,867人 5,084人 （3%）1,290人

（1%）3,615人

Web企業 5,700人 06,856人 （3%）3,158人
（1%）5,550人 11,342人 （ 3%）▲203人

（ 1%）6,872人

大企業 2,200人 2,646人 （3%）1,219人
（1%）2,142人 4,378人 （ 3%）▲79人

（ 1%）2,652人

中小企業 3,500人 4,210人 （3%）1,939人
（1%）3,408人 6,964人 （ 3%）▲125人

（ 1%）4,220人

ユーザー企業 38,700人 062,399人 （3%）18,991人
（1%）47,065人 140,820人 （ 3%）9,141人

（ 1%）89,841人

大企業 23,300人 37,568人 （3%）11,434人
（1%）28,336人 84,783人 （ 3%）5,504人

（ 1%）54,091人

中小企業 15,400人 24,830人 （3%）7,557人
（1%）18,729人 56,037人 （ 3%）3,638人

（ 1%）35,751人

全 体 170,700人 293,499人
（3%）126,362人
（1%）234,457人 586,598人

（3%）69,646人
（1%）386,464人

中位
シナリオ

シナリオ条件シナリオ区分

2015年時点の推計は同じ

売上見通しに関するアンケートの回答結果を将来に対するやや楽観的な見解と解釈。
今回の回答結果と大手調査会社による今後のIT投資の伸び率の平均値の中間値（約1.5～2.5%）
を市場の伸び率と仮定し、2015年以降の各年売上伸び見通しに調整・適用して推計。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
減
ら
な
い
ど
こ
ろ
か

増
え
て
し
ま
う
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。

3
・
3	

情
報
シ
ス
テ
ム
企
画
部
門
リ
ソ
ー
ス

不
足
時
代
に
お
け
る
P
M
O
の
役
割

リ
ソ
ー
ス
不
足
解
消
の
手
段
と
し
て

考
え
ら
れ
る
1
つ
と
し
て
、
内
部
リ

ソ
ー
ス
の
増
強
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
昨

今
の
転
職
者
有
利
な
転
職
市
況
も
考
慮

す
る
と
、
求
め
る
べ
き
ス
キ
ル
セ
ッ
ト

点
の
縮
小
）と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

結
果
、
タ
ス
ク
の
作
業
遅
延
や
滞
留
、

上
流
工
程
で
発
見
す
べ
き
不
具
合
が
テ

ス
ト
工
程
に
お
い
て
多
発
す
る
と
い
っ

た
問
題
が
生
じ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期

間
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
が
、
昨
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ピ
ー
ド
を
考
慮
す
る
と
延
ば
す

よ
り
も
む
し
ろ
短
く
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
の
体
制
の
問
題
を

解
決
し
な
い
限
り
、
今
後
失
敗

を
持
っ
た
人
材
を
確
保
す
る
に
は
時
間

が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
外
部
リ
ソ
ー

ス
の
活
用
が
即
効
性
も
あ
っ
て
有
効
な

解
決
手
段
で
あ
り
、
そ
の
外
部
リ
ソ
ー

ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
P
M
O
を

提
案
し
た
い
。
従
来
型
の
P
M
O
の
役

割
に
プ
ラ
ス
し
て
、「
要
件
定
義
工
程
、

受
入
テ
ス
ト
工
程
に
お
け
る
業
務
支

援
」を
加
え
、
P
M
や
リ
ー
ダ
ー
層
が

担
っ
て
い
た
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
の

で
あ
る
。

実
際
に
筆
者
が
参
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
、「
要
件
定
義
工
程
に
お
け

る
検
討
支
援
」「
受
入
テ
ス
ト
工
程
の

シ
ナ
リ
オ
作
成
を
は
じ
め
と
す
る
準
備

や
実
行
推
進
」の
2
点
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
以
外
に
担
当
し
た
。
た
だ
し
、

何
の
事
前
準
備
も
無
く
こ
れ
ら
の
支
援

は
困
難
で
あ
る
。
受
入
テ
ス
ト
工
程
に

限
っ
て
言
え
ば
、
工
程
自
体
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
終
盤
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
・
推
進
の
中

で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
だ
が
、
要
件
定
義
工
程
だ
け
は
そ

れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
そ
の
た
め
、

要
件
定
義
工
程
開
始
前
に
実
施
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
策
定
期
間
を
通
常
よ

り
も
長
く
取
っ
て
い
た
だ
く
、
も
し
く
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シ
ス
テ
ム
部
門
が
主
体
と
な
っ
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
課
題
に
つ
い
て
も
、

解
決
に
向
け
た
方
針
と
検
討
結
果
の
確

認
だ
け
で
済
む
。
受
入
テ
ス
ト
工
程
に

お
い
て
も
、
受
入
テ
ス
ト
計
画
・
推
進

を
P
M
O
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
し
、

受
入
テ
ス
ト
工
程
の
中
で
実
施
す
る

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
周
知
・
説
明
と
い
っ
た

情
報
展
開
を
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
に
専

念
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
役
割
分
担
を

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
受
入
テ
ス
ト
と

情
報
展
開
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
前
述
の
よ
う
な
体

制
が
組
め
る
と
少
な
い
リ
ソ
ー
ス
で

あ
っ
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進

め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
な
支
援
を
す

る
際
に
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
成
果
物
承
認
責
任
の
所
在
を

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
と
す
る
方
向
で
契

約
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
的

に
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
に
情
報
共
有
す

る
打
合
せ
を
設
け
る
等
、
支
援
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
P
M
O
と
情
報
シ
ス
テ
ム

部
門
と
の
認
識
齟
齬
を
生
じ
さ
せ
な
い

仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
段
階（
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
作
成
段
階
）か
ら
P
M
O

を
参
画
さ
せ
、
そ
の
中
で
ユ
ー
ザ
ー
企

業
の
業
務
を
理
解
す
る
時
間
を
設
け
る

こ
と
で
、
業
務
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
筆
者
の
場
合
は
、
企
画
段
階
か

ら
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り「
要
件
定
義

工
程
に
お
け
る
検
討
支
援
」を
行
っ

た
。
参
画
時
は
、
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
振
り
返
り
情
報
や
現
行
業
務
フ

ロ
ー
の
確
認
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
構
成

や
機
能
配
置
・
機
能
概
要
の
確
認
、
必

要
に
応
じ
て
業
務
部
門
の
仕
事
を
見
学

さ
せ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
時
間
を
い
た
だ
き
、
要
件
定
義
工

程
の
検
討
支
援
に
臨
ん
だ
。

こ
れ
だ
け
見
れ
ば
、
P
M
O
以
外
も

外
部
リ
ソ
ー
ス
の
候
補
と
し
て
挙
げ
る

こ
と
が
可
能
だ
が
、
こ
の
2
つ
の
工

程
、
特
に
要
件
定
義
工
程
の
検
討
を
支

援
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
設
計
工
程
以

降
に
お
い
て
も
P
M
O
が
支
援
で
き
る

範
囲
が
広
が
る
。
設
計
工
程
以
降
で

あ
っ
て
も
、
業
務
に
纏
わ
る
課
題
は
当

然
の
よ
う
に
発
生
す
る
が
、
そ
の
課
題

の
解
決
方
針
・
判
断
を
P
M
O
だ
け
で

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
来
情
報

4	

お
わ
り
に

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
の
リ
ソ
ー
ス
不

足
解
消
の
手
段
と
し
て
、
P
M
O
の
支

援
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た

が
、
長
期
的
な
リ
ソ
ー
ス
不
足
解
消
に

向
け
た
手
段
と
し
て
、
P
M
O
に
次
世

代
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
を
担
う
メ
ン

バ
ー
を
育
成
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
独
自
性
を

持
っ
た
有
期
的
な
活
動
で
あ
る
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
座
学
で
理
解
し
た
だ
け

で
は
身
に
つ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
経
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
つ
く
も
の
で

あ
る
。
P
M
O
の
業
務
に
メ
ン
バ
ー
を

参
画
さ
せ
O
J
T
と
し
て
経
験
を
積
ん

で
も
ら
う
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
早
い
段
階
か
ら
経
験
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
P
M
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
す
る
ま
で
の
期
間
短
縮

も
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。「
計
画
策

定
」「
定
着
・
実
行
推
進
」に
続
く
3
つ

め
の
役
割
と
し
て「
メ
ン
バ
ー
育
成
」

も
P
M
O
の
役
割
に
追
加
さ
れ
る
日
も

来
る
か
も
し
れ
な
い
。
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